

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話 とある少女の素行調査

第二話 嵐の幼天使

第三話 病弱女神セシリアさん

第四話 狂王の試練

第五話 偽りの英雄
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口絵・本文イラスト　三嶋くろね





































「げほっ……ごほっ……うぅ……」

　薄うす暗ぐらい路地裏に、苦しげな咳せきとうめき声が響ひびいていた。

　そこでは、高熱で意識が朦もう朧ろうとしている少年が座り込み、壁かべにもたれかかっている。その顔色から察するに、相当の重病人であるようだ。

「いや……いやぁ……お兄ちゃん……お兄ちゃん……しっかりして……」

　そんな少年に、幼い少女が泣きながら取り縋すがっている。

「ごめん……な……リ、ア……僕が……不ふ甲が斐いな……い……せいで……」

　震ふるえる手で、泣きじゃくる少女の頭をなでる少年。

　諸事情により全すべてを失ってしまった二人。お金も、身寄りも、何もない。

　何もない人間に待ち受けるものは古今東西、悲ひ惨さんな最さい期ごと決まっている。そこに例外はない。

　必死に足あ搔がくも運悪く人生に詰つんでしまった……そんな二人の下もとに、だがその時、近付いてくる靴くつ音おとがあった。

　こつ、こつ、こつ……足音の主は明確に少年達を目指しているらしい。

　まさか、弱った自分達を狙ねらう追いはぎか……？

　この辺りは治安があまりよくない。その可能性は十分にある。

「……り、リア……逃にげ……て……」

　せめて、少女を逃がそうと少年は立ち上がろうとして……力が入らず、ずるりとその場に倒たおれこみ……

「お、お兄ちゃん!?」

　そうこうしているうちに、その靴音の主が、二人の前に姿を現していた。

　逆光でその顔はよく見えない。

　だが、どうやら青い髪かみをうなじで適当に束ねた、小こ柄がらな少女のようだ。

「……き、君は……？」

「…………」

　二人の前に立ったその人物は、しばらくの間、二人をじっと見つめ……

　不意にその少年の胸むな倉ぐらを無言で摑つかみ上げた。その細ほそ腕うでからは想像もつかないほどの膂りよ力りよくによって、少年の身体からだが軽々と持ち上がる。

　そして青髪の少女は、少年を宙ちゆう吊づりにしたまま、歩き始めて……

「……う、ぐっ……」

「お兄ちゃんっ!?　や、やめて！　お兄ちゃんを放してぇっ!?」

　路地裏に、幼い少女の悲痛な叫さけびが木霊こだまして……そして……




　それは、とある日の昼休み。

　学院の裏庭にて。

「「リィエルが素行不良～～ッ!?」」

　クラスメートのウェンディから聞かされた突とつ拍ぴよう子しもない話に、システィーナとルミアが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「しっ！　声が大きいですわ！　あくまで噂うわさです、噂！」

　ウェンディが窘たしなめるように、口元に人差し指をあてる。

「最近、リィエルが学院の生徒達から白い目を向けられている……貴女あなた達もそう感じていたでしょう？」

「それは……そうだけど……」

「わたくしもそれが気になって、一体どういうことなのか、先日、カッシュさんやリン達と一いつ緒しよに、探さぐりを入れたのですわ。そうしたら……」

　やれ、歓かん楽らく街がいに入り浸びたっている。

　やれ、ヤバい仕事をしている。

　やれ、喧けん嘩かに明け暮れている。

　……リィエルに関するそんな噂が山ほど出てきたらしい。

「……先日など、カツアゲしていたという話すら出てきましたわ」

「カツアゲ……？」

「こう、無む抵てい抗こうの相手の胸倉を摑み上げて、お金を脅おどし取っていたのですと」

　身み振ぶり手振りでその様子を、眉まゆ唾つばであるかのように表現するウェンディ。

「リィエルに限って、そんな……」

　ルミアが悲しそうに呟つぶやく。

「わたくしだって、ありえないと思いますわ。けど、火のない所に煙けむりは立たないとも言います」

　ウェンディがシスティーナとルミアを真っ直すぐ見つめ、神しん妙みように言った。

「リィエルに最も近しい貴女達……少し彼女の身辺に気をつけてくださいません？　あえて深入りする必要はないと思いますが……何か気付いたことがございましたら、わたくし達にもご一報くださいな。一緒に対策を検討しましょう……それでは」




　──そんなことがあって。

　親友のそんな話を聞かされて。

　システィーナとルミアが深入りしないはずもなく。

（……どう？　システィ）

（大だい丈じよう夫ぶ。私達が尾び行こうしていることには多分、気付いていないわ）

　放課後のいつもの帰り道、いつもの交差点でリィエルと別れたシスティーナ達は、家に帰るフリをしつつ、リィエルの素行調査のため、早さつ速そく、尾行を開始していた。

（尾行はよくないけど……でも、もしリィエルが本当に道を踏ふみ外しているのなら、友達として正さないと……）

（そうだね、少し心が痛むけど、頑がん張ばろう……）

　そして、リィエルに何があっても毅き然ぜんと冷静に対処しよう。

　そう心に決めて、システィーナ達はリィエルの後を追うのだが……




（えええええええええーーッ!?）

　リィエルを尾行して、やがて目まの当たりにした光景に、システィーナは胸中で、驚きよう愕がくと動どう揺ようのあまり素っ頓狂な叫びを上げていた。

　リィエルの後をこっそりつけるままに辿たどり着いたこの場所は、フェジテ東地区の郊こう外がいに広がる自然公園。

　鬱うつ蒼そうと茂しげる森の奥に、小川の流れるほとりがあり……そこに小さなボロ天幕テントが立てられていて……

　その隣となりにリィエルがちょこんと膝ひざを抱かかえて、暇ひまそうに腰こしかけている。

　それは、まったく予想だにしていなかった衝しよう撃げきの光景であった。

「な、何これ!?　リィエルってこんな所に住んでたの!?　これってホームレスってやつじゃ……？」

　木々の陰かげに隠かくれて遠くから様子を窺うかがっていたシスティーナが、頰ほおを引きつらせて隣のルミアを見る。

「…………」

　ルミアも目を点にして絶句状態だ。

　リィエルの周辺を観察すると、木の枝に洗せん濯たく物が乾ほしてあったり、空っぽの缶かん詰づめや食べかけの軍用食が転がっていたり、焚たき火びの跡あとがあったり……なんとも言えない生活感が漂ただよっている。

　少なくとも、それなりの日数、リィエルがここで寝ね泊とまりしているであろうことは疑いようがなかった。

「り、リィエルって確か、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だんのエースだよね……？　そのエースにこんな生活させるの……？」

「よ、予算不足……なのかなぁ？」

　そんな二人の心情など露つゆ知らず。

　ぼぉ～～っと、目の前の小川の流れを見つめていたリィエルが、ふとごそごそ動き出し……

「ん……」

　リィエルは何の迷いもなく、身に纏まとう学院の制服を脱ぬぎ始めていた。

「ちょーーッ!?」

　遠くの物陰から様子を窺っていたシスティーナ達が思わず目を剝むく。

　二人が注目する中、リィエルは淡たん々たんとスカートを下ろし、上着を腕から抜ぬき、上下の下着を脱ぎ捨て……あっという間に一糸纏わぬ姿へとなる。

　透すき通るような白い肌はだ、膨ふくらみかけの蕾つぼみのような胸、曲線の少ない幼くも清せい楚そなラインを描えがく肢し体たいが惜おしげもなく外気に晒さらされて──

　そして、リィエルは清水が流れる小川にそっと足を踏み入れ……その裸ら身しんを沈しずめ……そのまま、ぱしゃぱしゃと吞のん気きに水浴びを始めていた。

[image: ]

　清水に細腕を浸し、ほっそりとした肩かたをなでさすり、解いた髪を水面にたらし、わしわしとくしけずって洗う。

　その顔は眠ねむたげな無表情。その淡々とした作業じみた手つきは、まるで武器の手入れでもしているかのようだ。

「あ、あの子ったらーーッ!?」

　システィーナ達は、慌あわてて周囲の様子を確かく認にんする。自分達以外に人の気配はなかったが……

（それにしてもなんて無防備な……）

　年とし頃ごろの少女の取る行動としては、迂う闊かつ過ぎだ。こうして目の当たりにしても信じられない。

「…………」

　システィーナ達の心配を他よ所そに、リィエルは一通り身を清め終わると……何を思ったか小川の真ん中に立つ。珠たまのような水すい滴てきが髪から滴したたり、雪も欺あざむく白い肌を伝い落ちていく。

　そのままリィエルは水面を眠たげにじっと見つめて……

「な、何かしら……？」

　システィーナが訝いぶかしんだ、その時。

　リィエルの手が、目にも留まらぬ速さで霞かすみ動いた。

　ばっしゃああああああんっ！

　リィエルの右手が水面を薙なぐと、盛せい大だいな水柱が立ち……

　飛沫しぶきと共に、一いつ匹ぴきの魚が空を舞まい、河原の上に落ちた。

「ええええーーっ!?　何それ!?」

「す、凄すごい……」

　石の上でぴちぴち跳はねる魚を驚愕の表情で凝ぎよう視しするシスティーナ達。

　啞あ然ぜんとする二人を他所に、リィエルはさらに手を旋せん回かいさせる。

　ばしゃんっ！　ばしゃああんっ！

　幾いく度どとなく水柱が上がり……リィエルは次々と魚を捕つかまえていく。

「……ん。釣つり。うまくいった」

（私の知ってる釣りとちがーう!?）

　システィーナの声なき魂たましいのツッコミはリィエルには届かない。

　魚を獲とり終えたリィエルは岸へ上がり、タオルで身体からだを拭ふくと、小枝に乾してあった下着や衣類を身に纏う。フリル付きのキャミソールにホットパンツ……先日、システィーナ達が見み繕つくろってあげた衣い装しようだ。

　着き替がえたリィエルは、魔術で小川の水から氷ひよう塊かいを作り、拳こぶしで砕くだき、捕まえた魚と一いつ緒しよに木箱に詰つめる。

（……何やってるんだろ……？）

　疑問に思うシスティーナ達を他所に、リィエルは魚と氷を詰めた木箱を抱え、天幕テントを後にし、再び街の方へトコトコと歩き始めるのであった。




　リィエルが向かった先はフェジテ南地区三番街。いわゆる商店街と呼ばれる区画であった。

　そこで開かれている、大勢の人々で賑にぎわう卸おろし市場にて。

「いつも新しん鮮せんで貴重な川魚をありがとうな！　リィエルちゃん！」

「ん」

「この魚は口が弱くて、釣り針じゃ無傷で獲るのは難しいんだが……いつもどうやって釣ってるんだい？」

「コツがある」

　リィエルは市場の男性と交こう渉しようし、魚をお金に換かん金きんしていた。

（や、やっぱり、リィエル、お金に困ってるのかなぁ……？）

（そりゃ、あんな生活じゃね……）

　遠くからリィエルの様子を窺うルミア達がひそひそ声で話し合う。

（でも……今のところ、学院で聞いたような悪い素行は見当たらないね？）

（あの天幕テント生活には度ど肝ぎもを抜かれたけどね……）

　と、その時であった。

「はて、お嬢じようちゃんら……リィエルちゃんのお友達かい？」

　傍かたわらで果物を売っていた老婦人がシスティーナ達に話しかけてくる。

「さっきからずっと、リィエルちゃんの様子を遠くから窺っているし……リィエルちゃんがいつぞや着ていた服と、まったく同じだしねぇ」

　恐おそらく老婦人は学院の制服を言っているのだろう。

「あ、はい。そうです」

「すみません、不ふ審しんに思わせてしまって……ただ、あの子が学院外で普ふ段だん何をやっているのか……ちょっと知りたかっただけなんです」

「そうかい、そうかい」

　すると、老婦人はリィエルについてぽつぽつと語り始める。

「いい子だよ、あの子は。女の子なのに凄く力持ちだし……優やさしい子だよ。こないだも重い荷物で困っていた私を、無言で助けてくれたんだよ」

　老婦人を筆頭に、この市場に集つどう人々のリィエルに対する反応を先さき程ほどから見るに、どうもリィエルはここのマスコット的扱あつかいを受けているらしかった。

（やっぱり、リィエルはいい子じゃない……）

　システィーナ達が老婦人の言葉にほっとしていると……

「けど……それだけに……ちょっと変な噂うわさが気になってねぇ……」

　不意に老婦人が表情を曇くもらせる。

「え？　変な噂……ですか？」

「ええ、そうなのよ……どうやらリィエルちゃん……私達の知らない所であまりよくない仕事にも手を出してるって噂があってねぇ……」

「！」

　老婦人の言葉にシスティーナとルミアが微かすかに目を見開く。

　とうとう、出てきてしまった。

　懸け念ねんしていたリィエルの悪い噂が。

「あんないい子が、そんなに悪いことをするはずがない……そう信じてはいるんだけど……少し心配だよ」

「……ルミア」

「うん」

　互たがいに承知したように、頷うなずきあうシスティーナとルミア。

　一方。

「……一、二、四……ん？　二の次は……三だっけ？」

　向こうのリィエルは、貰もらったお金を吞気に数えていた。




　と、いうわけで。

　リィエルへの尾び行こうは続く。

　市場を出たリィエルは、南地区のさらに奥深くへと足を運んでいた。

　それをこっそり追っていくと、健全な活気に溢あふれる商店街の街並みは、次し第だいに変化していく。

　いつしか、辺りはパブやスナックやバー、クラブなどといった酒類の提供を主とする飲食店がやけに目立つようになった。店先では衣類をはだけた女性が、その色いろ香かを最大限に発揮し、ひっきりなしに客引きを行っている。妖よう艶えんな踊おどり子達が踊るダンス劇場やカジノ、休きゆう憩けい所じよ……点在する遊興施し設せつはどれも大人向けだ。

　フェジテ南地区六番街。この区画はいわゆる歓かん楽らく街がい──夜の街だ。今はまだ日の入り前であるせいか、人の賑わいもそれなりだが、日が沈しずめば、より大勢の人が集まり、さらなる混こん沌とんの活かつ況きようを呈ていするのだろう。

　まぁ、要するに。システィーナ達のようなうら若い少女が、気軽にほっつき歩いてよい場所ではなかった。

「リィエルったら、なんでこんな所に……？」

　建物の角に身を隠かくし、リィエルの後ろ姿を見み据すえるシスティーナ。

　先を行くリィエルの歩みには迷いがなかった。

「うぅ……私達、凄く注目を集めてるみたい……」

　二人が取り巻く周囲の状況に気き後おくれしていた……その時である。

「！」

　リィエルに接せつ触しよくした者がいた。

　胸むな元もとが大きく開いた妖艶なドレスに身を包む、退たい廃はい的な雰ふん囲い気きの女だ。年ねん齢れいは不ふ詳しよう。派手な厚あつ化げ粧しようがいかにもこの界かい隈わい系の人間であり、長い茎くきパイプで煙草たばこを気け怠だるげに吹ふかしている。

　そんな女とリィエルが、何かを話していた。

「なんか、怪あやしい人だね……」

　微かな警けい戒かい色を浮うかべるルミア。

「何を話しているのかしら……？」

　盗ぬすみ聞きは良くないと思いながらも、どうしても気になった二人は魔ま術じゆつを使うことにした。

　黒くろ魔ま【サウンド・コレクト】──遠く離はなれた場所の音声を拾って聞き取る呪じゆ文もんをそっと唱える。

　すると、二人の耳に、リィエル達のこんな会話が飛び込んでくる──

『アンタ、必要なんだろ？　お金。また、うちの店の男客の相手、務めてやってくれよぉ？　報ほう酬しゆうは弾はずむからさぁ……うふふふ……』

『ん、わかった』

『おうおう、悪いねぇ。アンタも知ってると思うが、うちの店で取る客はどうも〝溜たまってる〟やつが多くて、例のアレもなかなか乱暴でねぇ。うちの女の子達も頑がん張ばっちゃいるが、少々荷が重いんだよねぇ』

『問題ない。わたしに任せて』

『ふふふ……言うじゃないか。男の相手はもう慣れたってかい？』

『ん、慣れた』

『あの何も知らないネンネが随ずい分ぶんと逞たくましくなったこって。アンタ、そろそろ本格的にうちの店に籍せきを置くのはどうだい？　なにせ、今やアンタ目当ての客も多い。アンタならそのカラダ一つありゃ、たんまり稼かせげるよぉ？』

『ん、考えておく』

　……そんな会話を交かわしつつ。

　リィエルと女は、いかにも怪しげな雰囲気の建物の中へと入っていく……

「な、な、な、な……？」

　システィーナは全身の血の気が引いていく感覚に囚とらわれていた。

「い、今のって……今のって……まさか……？」

「あ、あぅ、あぅ、あぅ……」

　常に気き丈じようなルミアも口をぱくぱくさせて動どう揺ようしている。

　よくない仕事をしているという噂。

　怪しい女との会話の内容。

　──アンタならそのカラダ一つありゃ、たんまり稼げるよぉ？

　その意味するところを想像できないほど……システィーナもルミアもお子様ではない。

　二人は、先ほど目まの当たりにしたリィエルの天幕テント生活を思い出す。

　森の中で生活する家なき子。魚を獲とって細々と食べ繫つないで……お金に困ったリィエルは、とうとう自分の身体からだを使って……もう何度も……

「「…………」」

　システィーナとルミアはしばらく無言で、リィエルが中へ消えていったあの怪しい建物の扉とびらを凝ぎよう視しする……

　この建物の中で繰くり広げられるであろう光景を悶もん々もんと妄もう想そうする……

　……。

　…………。

　──ん。おまたせ。わたしを選んでくれてありがとう……今夜はたくさん、ゴホーシ？　するから……

　──ん……そこ、くすぐったい……わたし、あまり胸、ないし……

　──はぁ……はぁ……んぅ……気持ち、いい……カラダ、溶とけそう……

　──んっ、んんっ……あっ……やめて……あまり、乱暴に……しないで……壊こわれ、ちゃ……

　──あっ、あんっ……ひゃんっ……あぅっ……んああーーっ!?

　…………。

　……。

　この建物の中で繰り広げられるであろう光景を悶々と妄想して……

　ぼんっ！

　システィーナとルミアの顔が、瞬しゆん時じに真っ赤に沸ふつ騰とうした。

「だっ、駄だ目めよ、リィエルぅううううううううううううううーーッ!?」

「そうよっ！　もっと自分を大切にしなきゃダメぇええええええーーッ！」

　二人は鬼き気き迫せまる形相で絶ぜつ叫きようしながら、猛もうダッシュで建物の中へと突とつ貫かんするのであった。




　──そこはまさに戦場だった。

　薄うす暗ぐらい店内は、工場勤務や土木工事仕事帰りの屈くつ強きようで強こわ面もての荒あらくれ男性客で溢れかえり、ごった返している。

　並ぶテーブル席も、奥のカウンター席も、ほぼ満席状態。

　全員が全員、よく冷えたエール酒を片手に掲かかげ、ジャガ芋フイツシユ・と魚アンドのフライ・チツプスや手長エビのフリッターなどの安料理を肴さかなに、怒ど号ごうにも似た大おお騒さわぎだ。

「っせえぞ、おらぁっ！　早く酒出せやぁああああーーッ!?」

[image: ]

「は、はいッ！　ただ今ーーッ！」

　テーブルを叩たたいて催さい促そくする荒くれ達の間を、露ろ出しゆつの多い女性の給きゆう仕じ達が必死に行ったり来たり、酒や料理を運んでいる。

　昼間の重労働で疲つかれと鬱うつ憤ぷんを溜めた働く男達。それを晴らす酒と料理を前に殺気立つのも無理はない。

「ぷっはぁあああーーッ！　おっめ、ばっかじゃねえの!?　死ねよ！」

「っせえッ!?　ぶん殴なぐるぞ!?」

　客層が客層なだけに、店内に飛び交う会話はどうにも乱暴で喧けん嘩か腰ごしだ。

　元よりそんな一いつ触しよく即そく発はつな雰囲気なのだ。酒が入っていけば、当然、理性のタガは外れていき……ただでさえ沸点低そうな客達は……

「ああっ!?　てめぇッ!?　やんのかぁ、こらぁあああああーーッ!?」

「ンだとぉ!?　上等だ、コラッ！　簀す巻まきにしてやんよッ！」

　些さ細さいなことを切っ掛かけに喧嘩を始めだす。取っ組み合い、殴り合う。

「いいぞッ！　やっちまえッ！」

「もっと足使いやがれ、雑ざ魚こがッ！」

「だっはははははははははーーッ！」

　いい見み世せ物ものとばかりに、周囲の男性客達が酒を片手にそれを囃はやし立てる。

「どぅだぁッ！　っすぞ、おらッ！」

「効かねえよッ！　このダボッ！」

　どたんばたんとテーブルをひっくり返しながら、激しく暴れる男達。

　上がる怒声と大歓声。

　女性の給仕達は、この嵐あらしのような荒あれように、おろおろと立ちすくむばかりで……

「うぉおおおおおおーーッ！」

「くたばりゃぁあああああーーッ！」

　と、そんな時。

　同時に、互たがいへ殴りかかった二人の男の間に、音もなく滑すべり込んだ少女がいた。リィエルだ。

「ん」

　なんとリィエルは、自分より二回り以上も大きな男二人の拳けん打だを、それぞれ左右片手で難なく受け止めている。

「「「「キタァアアアアアーーッ！　我われらが聖域の守護神リィエルちゃんの御ご降こう臨りんだぁああああああーーッ！」」」」

「「「「いいぞぉ、リィエルちゃん！　そのバカ二人をぶっ潰つぶせッ！」」」」

　その瞬間、さらに盛り上がる店内。さらにおろおろする女性給仕達。

「ケンカは外でやって。みんな迷めい惑わく」

　ぼそりと呟つぶやくリィエル。

「ンだとぉっ!?　くおらぁッ!?」

「ガキが調子に──ぐあっ!?」

　それは、男達がリィエルに摑つかみかかろうとした瞬間であった。

　リィエルは二人の男の拳を摑んだまま捩ねじり上げて──男達が反射的に身体を回転させるその力を利用し、さらにその超ちよう絶ぜつ的な腕わん力りよくもフル動員して──二人の巨きよ体たいを、まるで魔法のように、ぽーんと派手に投げ飛ばす。

「「ぎゃあああああああーーッ!?」」

　二人の男達は、店の入り口を突つき破って飛んでいき、その衝しよう撃げきと回った酔よいで目を回し、店の軒のき先さきで仲良く並んでおねんねするのであった。

「「「「うおおおおおおおおおーーッ！　リィエルちゃあああんッ！」」」」

　店内はもう驚きよう天てん動どう地ちの騒ぎである。

「なにこれ……？」

　奥のカウンター席に腰かけ、そのカオスの宴うたげに圧あつ倒とうされているシスティーナに……

「どうだい？　多分、アンタらが想像したよーな、下世話な仕事じゃなかったと思うんだがねぇ？」

　先ほどリィエルと話していた女が、カウンター内にて、パイプで煙草たばこを吹ふかしながら、システィーナへにやりと笑いかけた。彼女はこの場末の安酒場の女将おかみなのだ。

「あはは……リィエルの仕事って、酒場の用心棒だったんですね？」

「そ」

　システィーナの隣となりで申し訳なさそうに恐きよう縮しゆくするルミアに、女将が微笑ほほえむ。

「しっかし、血相を変えたアンタらがいきなり店内に飛び込んできて、わけわからんエッチな話、まくし立ててきて……一体、何事かと思ったよ、くっくっく……まさか、うちをそういう店だと勘かん違ちがいしていたとはね……あっはっは！　最近の若い娘むすめは随分と耳みみ年どし増までマセてるねぇ！」

「うぅ、すみません……恥はずかしい」

「いいよ、いいよ、それだけオトモダチのリィエルちゃんが大切だったんだろ？　嫌きらいじゃないよ、その熱さ」

　そう言って、女将がにやりと笑う。相変わらず年ねん齢れい不ふ詳しようの厚あつ化げ粧しようだが、よく見ると不思議な愛あい嬌きようがあった。

「まぁ、とにかく、うちの店はああいう荒くれバカども御ご用よう達たしの店でね。その気き性しようのせいで、他よ所その店で出禁くらった連中を客として受け入れてやってるってわけさ。なに、どんなバカだろーが、酒くらい飲ませてやりたいじゃない？」

「なんていうか……凄すごいところなんですね、ここ……」

「ふっ……連中、どうにも昼間の仕事でストレス溜ためちゃってるらしくてさぁ、荒っぽいのもそれが原因で……週末は皆みんな、ここでどんちゃん騒ぎしてウサ晴らしてるってわけ」

　戦場のような店内を見み渡わたす女将。呆あきれてはいるが、どこか慈いつくしむような色も湛たたえている。見た目とは裏腹に、器うつわの大きい女性なのかもしれない。

「ま、馬ば鹿か騒ぎだけならいいんだが、こいつら血の気も多くてね。すーぐ、どーでもいいことで喧嘩おっぱじめやがんだわ。だから他所の店で出禁くらってんのに……ったく懲こりない連中だよ。普ふ段だんは、私が連中を張っ倒たおして収めんだけど、週末は手が足んなくてねぇ。腕うでっぷしの強いリィエルちゃんが居てくれて助かってるってわけ」

「は、はぁ……」

「それに、リィエルちゃんが来るって日は、いつにも増して繁はん盛じようするんだよぉ？　少々乳ちち臭くさい子だけど可愛かわいいし……皆、リィエルちゃんのこと、実の娘のように思ってるんじゃない？　ほら、父親を諫いさめてくれる可愛い娘は男の憧あこがれ？　みたいな？　私にはようわからんけどさ」

　また店内の別の場所で怒号が上がり、殴り合いの喧嘩が始まる。

　それに巻き込まれた荒っぽい客も次々とその殴り合いに加わっていき、収拾しゆうがつかなくなりそうになり……

「ん。静かにして」

　そこに、リィエルが割って入る。

　男Ａの腕を取って投げ飛ばし、男Ｂの背後へ瞬時に回り込んで手刀を打ち込み気絶させ、男Ｃをぽーんと店の外に突き飛ばし、男Ｄの首に腕を巻き付けて半秒で絞しめ落とし、男Ｅを逆さまに抱かかえ上げてブレーンバスター……あっという間にその場を収める。まさに目にも留まらぬ、とはこのことだ。

　リィエルが鮮あざやかに喧嘩を収める都度、店内は盛せい大だいに盛り上がり……

　そして十分と経たたず、別の場所でまた性懲りもなく喧嘩が始まる。

　それをまた、リィエルがあっさりと制して……

「どうだい？　慣れれば、結構いいショーだろ？」

「「うわぁ……」」

　システィーナとルミアは、そんなカオスの極きわみな店内に、頰ほおを引きつらせて苦笑いするしかなかった。

　だが、早とちりしたせいで、赤あかっ恥ぱじをかくはめにはなったが……同時に、二人は安あん堵どもしていた。

　あの噂うわさが、やはりただの噂に過ぎないものであるとわかったからだ。

　しかし、その時、からからと陽気に笑っていた女将が、不意にその表情を曇くもらせていた。

「……ふぅん、そうだね……そんだけリィエルちゃんを大切に思っているオトモダチのアンタらなら……話してもいいか……」

「え？　何をです？」

「いや……リィエルちゃんのことなんだけどねぇ……最近、ちょいと妙みような噂があってさぁ……これも一種の親心ってのかね？　どうにも心配でねぇ」

「え？　また噂!?」

「リィエルがどうかしたんですか？」

　まだ何かあるの？

　そう訝いぶかしむシスティーナ達に。

「実は、リィエルちゃんね……」

　女将が訥とつ々とつとその噂を語り始めた。




　……日も沈しずみ。

「本当はもうちょっといて欲しいんだけど、用があるなら仕方ないねぇ。ほら御お駄だ賃ちんだ。色つけといたから、また今度、頼たのむよ？　リィエルちゃん」

「ん」

　女将からお金が入った袋ふくろを受け取って、店の外に出るリィエル。

　それと一いつ緒しよにシスティーナとルミアも外に出る。

「……一、二、……、……たくさん」

　リィエルは袋の中のお金を数えていたが、途と中ちゆうで面めん倒どう臭くさくなったらしい。

「こ、この短時間の仕事の割には……結構もらえたじゃない……？」

「よ、よかったね……」

　リィエルの手の中を覗のぞき込むシスティーナとルミアの表情は硬かたい。先ほど女将から聞かされたリィエルの噂のせいだった。

「ところで……システィーナとルミアは、なんでこんなところにいるの？」

「え、えーと……散歩？」

　苦しい言い訳だが、リィエルは特に疑問にも思わなかったようである。

「そう。わたし、これからまだ用事があるけど……二人はどうするの？」

「わ、私達は……もう帰ろうかな？」

「そうね……今日は家にお父様達はいないけど……暗くなってきたしね」

「ん。気をつけて」

　素っ気なく言って、リィエルがくるりと踵きびすを返し、歓かん楽らく街がいのさらに奥の方へトコトコ歩いていった。

　そちらは当然のように、リィエルが暮らすあの天幕テントの方向ではない。

「まさか……本当に……？」

「リィエルに限って……でも……」

　女将から聞かされた、新たな噂。

　曰いわく『リィエルはどうも良くない連中とつるんでいるらしい』。

　いわゆるチーマー……街の不良グループは、フェジテのような帝てい国こく有数の大都市ともなれば、やはり一定数存在する。噂によると、リィエルはそんな連中のたむろしている場所に入り浸びたっているらしいのだ。

　──まぁ、リィエルちゃんに限ってバカな事はしてないだろうけど……ここらにゃ人様に迷惑かけまくるバカなグループも多くてねぇ、ちょいと気になるんだよ──

　心配そうに顔を顰しかめる女将の言葉が二人の胸中に蘇よみがえる。

「どうしよう……ルミア？」

「…………」

　夜の街へと消えるリィエルの背中を見つめながら、二人が取った決断は──




「なぁ、そこの綺き麗れいなお嬢じようちゃん達……俺達と一緒にイイコトしな……」

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》」

　ばちんっ！

　いやらしげな笑いを浮うかべて、声をかけてきた三人の男達へ、システィーナは問答無用で攻性呪文アサルト・スペルを放った。

　当てはしない。放たれた紫電は、先頭の男の頰を掠かすめただけだ。

　が、その示じ威い効果は抜ばつ群ぐんであった。

「ひっ!?　こいつら魔ま術じゆつ師しだ!?」

「に、逃にげろぉおおおおーーッ!?」

　恐おそれ戦おののき、蜘く蛛もの子を散らすように退散する男達を見送りながら、システィーナは安堵の息を吐つく。

「ふぅ、流石さすがに無む謀ぼうだったかなぁ？」

「でも、リィエルが心配だし……」

　建物の角から前方の様子を窺うかがえば、吞のん気きに歩くリィエルの後ろ姿。

　あの後、結局、リィエルの尾び行こうを続けることになったのであった。

　歓楽街からさらに奥に進んだ、フェジテ南地区八番街。この辺りは、労働者階級などの下層市民が居を構える区画で、街並みはボロく、草臥くたびれており、ガラも治安もあまりよくない。

　まぁ、要するに。やっぱりシスティーナ達のようなうら若い少女が、気軽に、こんな時間帯にほっつき歩いてよい場所ではなかった。

「もし、不良グループとの付き合いがあるんだったら……止やめさせないと」

「そうだね……」

　決意も新たに、システィーナとルミアは、リィエルの尾行を再開する。

　区画整理がなされていない複雑な道を進んでいき……やがて、リィエルは路地裏にぽっかり開けた広場のような空間へと辿たどり着いた。

　そこには十数名のガラの悪い少年達が、たむろして待ち構えていた。

『ふん、来たか、チビジャリ』

『ん。来た』

　そのグループのリーダー格らしき、大おお柄がらな少年が威い嚇かくするように、リィエルの姿を一いち瞥べつし、出で迎むかえる。

　赤茶に染めた髪かみに、日焼けした浅黒い肌はだ、がっしりとした体格の、そのいかにもな少年は──

「あ、あの人……ジャイル君!?」

　ルミアが驚きよう愕がくに目を見開く。

　ジャイル＝ウルファート。以前、魔術学院の魔術競技祭にて『精神防ぼう御ぎよ』の競技でルミアと最後まで競きそい合った魔術学院の生徒で、札付きの不良と言われている人物だ。

『ジャイルのアニキ！　これで今日のカチコミはラクショーっすね!?』

『ああ、レキのやつがいねぇのが、ちと痛いてぇが……今日という今日は徹てつ底てい的にあのいけすかねえ連中を潰つぶす。てめえら、ハンパな真ま似ねすんじゃねえぞ？』

『『『『おおおおおおーーッ！』』』』

『おー』

　見れば、ジャイル達は皆一様に、その手に、剣けんだの斧おのだの、ナイフだの……物ぶつ騒そうな武器を携たずさえている。

　そして、リィエルもいつもの大剣をその手に高速錬れん成せいし、掲かかげた。

『へっ、気合入ってんじゃねえか、チビジャリ。期待してんぜ？』

『ん。頑がん張ばってやつらをぶっつぶす』

　獰どう猛もうに笑うジャイルに、リィエルが眠ねむたげに素っ気なく答えて……

　ジャイルを先頭に、グループは殺気立ちながら、路地裏の奥へとずかずか歩いていく。

「な、何あれ……？　ま、まさか、不良グループ同士の抗こう争そう……ッ!?」

「そんな……リィエル……」

　様子を窺っていたシスティーナ達が信じられない、という表情で呻うめく。

　不良グループ同士の抗争は時折、フェジテ警けい邏ら庁が介かい入にゆうする事態にも発展し、たまに新聞紙上を賑にぎわせる。

　稀まれに死人も出るし、そもそも、ジャイル達が手にしている武器は、喧けん嘩かというレベルでは済まされないほど凶きよう悪あくで危険極まりないものだ。

　もし、大事件になり、リィエルが巻き込まれれば……最悪、魔術学院を退学させられるなんて事態も……

「ま、待ちなさいッ！」

　気付けば、二人は反射的に物もの陰かげから飛び出し、そう叫さけんでいた。

　システィーナがジャイルと真っ直すぐ対たい峙じする。

「貴方あなたッ！　私達の友達に、なんてことさせてるのよ!?　リィエルを悪の道に巻き込まないでッ！」

　怒いかりの形相で、システィーナがジャイルを一いつ喝かつする。

「駄だ目めだよ、リィエル！　そんなことしちゃ！」

　ルミアも必死に訴うつたえかける。

「……ルミア？　システィーナ？　帰ったんじゃなかったの？」

　きょとんとするリィエル。

「なんだぁ……？　テメェら」

「ジャイル君って言ったかしら？　悪いけど、リィエルは貴方達の仲間になんてならない！　返してもらうわ！」

「お願い、喧嘩なんてやめて、ジャイル君！　貴方は本当は優やさしい人だったはずだよ！」

　二人の剣幕に、グループの面々が、にわかに苛いら立だち、色めき立っていく。

「ああ……？」

　ジャイルが鋭するどく威圧するようにシスティーナにガンを付けてくる。

（う、拙まずい……このジャイルって人……素人しろうとじゃない……ッ!?）

　グレンとの日々の鍛たん錬れんのおかげで、相手の力量を測る感覚が鍛きたえられていたシスティーナが脂あぶら汗あせを垂らす。

　正式な戦せん闘とう訓練を受けているわけではなさそうだが、剣を肩かたに担かつぐジャイルの立ち居振ふる舞まいには隙すきがない。その魔術の腕うで前まえは未知数だが、そう簡単に倒たおせる相手には見えない。

「そうか……てめぇら、話に聞いてたあのチビジャリのダチ共か……おい」

　ジャイルが顎あごをしゃくると。

　不良達が、さっと俊しゆん敏びんにシスティーナ達を取り囲む。

「システィ!?」

「……しまった……この人達、思ってたより動きがいい……ッ!?」

　より不利な状じよう況きように追い込まれ、システィーナ達が身を固くする。

「さぁて……あまりカタギの手ぇ煩わずらわせたくねぇんだが……ちょいとツラぁ貸せや、アマ共……」

　動どう揺ようするシスティーナ達を嘲あざ笑わらうかのように、剣を肩に担いだジャイルが恫どう喝かつするように凄すごんだ。




　──そこはまさに戦場だった。

　フェジテの地下に迷めい路ろのように張り巡めぐらされた下水道内。

　都市の淀よどみと不ふ浄じようが溜たまるその場所は、一種の人的結界となってマナバランスを狂くるわし、魔ま獣じゆうや狂きよう霊れいなど様々な怪かい物ぶつが跋ばつ扈こする魔境と化す。

　そんな場所で。

「行くぜ、野や郎ろうども！　俺達の街に巣くうクソゴミどもをぶっ殺せ！」

「「「「ぉおおおおおおーーッ！」」」」

　ジャイルを先頭に、不良グループ達は、傍そばに下水が流れる地下通路を、まるで討うち入りの如ごとく突つき進んでいく。

『キシャアアアアアア──ッ！』

　そんな彼らの前に立ちはだかるのは、巨きよ大だいネズミに巨大ムカデ、狂霊、空中を泳ぐ怪魚等々……異形と化した様々な魔獣達だ。

　不良達は魔力を付呪エンチヤントした武器を振るい、初等の攻性呪文アサルト・スペルを使える者はそれも駆く使しし、狭せまい空間の中、上う手まく連係して魔獣を次々掃そう討とうしていく。

　全員、かなり実戦慣れしているのだろう。不良達は帝国一いつ般ぱん兵の新兵に勝まさるとも劣おとらない戦いぶりだ。

「おらぁあああああああーーッ！」

　特にジャイルは、そんな不良グループの中でも別格の強さだった。

　その剣技は我流だが、魔獣達との実戦で相当に鍛え上げられている。戦闘センスも非常に高い。

　ジャイルが右手で片手半剣バスタードソードを力任せに振るう都度、魔獣達が強ごう引いんに斬きり伏ふせられていき──

「ちぃ──《大いなる風よ》ッ！」

　要所要所で、仲間達へ、左手による魔術支し援えんも忘れない。

　巻き起こった突とつ風ぷうが魔獣の群れを通路の奥へ吹ふき飛ばし、押され気味だった仲間達をフォローする。

「あ、あざっす！　助かりました、ジャイルさんッ！」

「チンタラしてんじゃねえよ。ちったぁ、あのチビジャリを見習え」

　ジャイルが鬱うつ陶とうしそうに、顎をしゃくった方向には──

「いいいいやぁあああああーーッ！」

　嵐あらしのように荒あれ狂うリィエルの、無む双そう光景があった。

　リィエルはこの手狭な空間でも、壁かべと天てん井じようを蹴けって縦じゆう横おう無む尽じんに跳とび回り──自由自在に剛ごう速そく剣を乱らん舞ぶさせる。出現する魔獣を片かた端はしから文字通り粉ふん砕さいしていく。最も早はや、戦いとは名ばかりの一方的な虐ぎやく殺さつであった。

「いやぁ、アレは無理っしょ……」

「ガタガタうっせぇ、この近辺は終わりだ、次の区画行くぞ！」

「「「「おっす！」」」」

「……おす」

　周辺の魔獣をあらかた狩かり尽つくしたジャイル達は、次の区画へと進む。

　最後尾で不良達の奮戦ぶりをぽかんと見ていたルミアとシスティーナが我われに返り、ずかずか歩くジャイルに並ぶ。

「喧嘩じゃなくて、地下下水道施し設せつの定期保守作業だったんだね……」

「その……早とちりしてごめんなさい……まさか貴方達がこんな事に従事してるなんて思わなくて……」

　地下下水道施設の定期保守作業。放ほうっておけば、どんどん新たな魔獣が湧わき、次し第だいに進化して強力になり、危険極きわまりなくなっていく下水道。

　そうなる前に、魔獣を区画ごとに定期掃討し、下水道内の危険度を一定以下に保つ。あまり知られていないが、都市機能を正常に保つ重要な仕事だ。

　無論、それを専門に行う整備隊が都市には配備されてはいるが、フェジテのような大都市となると手が足りず、要員を一般公こう募ぼすることがある。

　ジャイル達のグループは、そうした地下下水道の保守作業要員を買って出ている一チームのようであった。

「いきなり連れてきて悪かったな。レキ……俺と同じ貴族崩くずれで、法医呪文ヒーラー・スペル使えるやつが今日は不在でな……お前らは万が一のための保険だ。同行してくれるだけでいい。無論、守ってやるし、アガリの分け前もやる」

　グループのためとはいえ、システィーナ達を強引に連れてきたことには負い目があるらしい。ジャイルの厳いかめしい貌かおは相変わらずだが、どこか気まずそうに明後日あさつての方を向いていた。

「……あ？　別に、この街のためとか、そんなんじゃねえからな？」

　ルミアの問いに、ジャイルが威嚇するように吐はき捨てた。

「うちのバカ共は血の気が多くてな……ド貧びん乏ぼうな労働者階級出身、家を継つげる見込みもねぇ貧乏貴族の三男坊ぼう……鬱うつ屈くつも劣れつ等とう感も強い。お前らジョーリューにゃわからんだろうが」

「とにかく、こいつら定期的に暴れさせてガス抜ぬきしねえと、すぐバカな問題起こしやがる……ま、飲み代稼かせぎのついでのウサ晴らしってトコだ」

「あ？　チビジャリ？　俺達のグループのシマで、他よ所そのグループのクソ共に絡からまれてたのを助けてやったのが切っ掛かけでな……後は成り行きだ」

「ま、正直、助かっちゃいるぜ。あのチビジャリ、バカだが、俺達の中じゃ一番、強つえぇしな。バカだが」

　やがて、魔獣の群れが再び通路の先に現れ、掃討が始まって……

「おい、チビジャリッ！　一人で前に出過ぎだッ！　いくらお前でも取り囲まれたら危ねえだろうがッ!?　怪け我がしてえのかッ!?　一度退けッ！」

「ん、わかった！　突とつ貫かんする──いいいいいいやぁああああーーッ！」

　ジャイルの指示を無視して、魔獣の群れに一人突っ込むリィエル。

「あのアホ、何一つわかっちゃいねえ……ちぃ、俺が行くッ！　アマ共はそこを動くなよッ!?」

　ジャイルが泡あわを食ってリィエルの後を追い……リィエルの背中を狙ねらう魔獣を斬り伏せていく。

「これは……あれね。札付きの不良がたまにいい事すると、凄くいい人に見える法則……」

「あ、あはは……」

　苦笑いするシスティーナ達。

「私達も少し手伝おっか？」

「ん。そうだね」

　そう頷うなずきあって、二人は援護の呪文を唱え始めた。




　そんなこんなで。

　リィエルの活かつ躍やくによって、下水道の保守作業はつつがなく終しゆう了りようして。

　掃討結果をフェジテ市局に報告し、支し払はらわれた報ほう酬しゆうを、ジャイルは仲間達と山分けしていた。

「ほらよ。テメェの取り分だ」

「ん。ありがとう」

　ジャイルが、貨か幣へいの詰つまった袋ふくろをどさりとリィエルに手て渡わたす。

「……三、四、……、……たくさん」

　リィエルは袋の中のお金を数えていたが、途と中ちゆうで面めん倒どう臭くさくなったらしい。

「でも……うん、これなら多分……」

　だが、どこか満足そうだった。

「あの～、ジャイル君？　いいの？　なんかリィエルの取り分がやけに多い気がするんだけど……？」

　リィエルの手元を覗のぞき込んでいたシスティーナが恐おそる恐る尋たずねる。

「あん？　そのチビジャリが一番、魔獣を多くぶっ潰つぶしたろうが。妥だ当とうな分配だと思うが？」

「ま、まぁ……貴方あなたがそう言うなら、いいんだけどさ……」

　妙みように律りち儀ぎな男である。前言に違たがわずシスティーナ達にも分け前をくれたし、やはりその見かけによらず、案外いい人なのかもしれなかった。

「ヒャッホォッ！　ジャイルさん！　今夜は徹てつ夜やで飲みましょうよッ！」

「ちっ……仕方ねぇ、カタギに迷めい惑わくかけんじゃねえぞ？」

　本日はこれで解散の運びとなり、グループが、これからどこで飲もうかと陽気な雰ふん囲い気きに包まれていると。

「ん。わたし、これからまだ用事があるけど……ルミア達はどうするの？」

「私達は……もう帰ろうかな？」

「そうね……遅おそくなってきたし」

「そう。気をつけて」

　素っ気なく言って、リィエルがくるりと踵きびすを返し、さらに街の奥の方へと歩を進めていった。

　当然のように、リィエルが暮らす天幕テントのある方向ではない。

「まだ……帰らないんだ、リィエル」

　心配そうに、その背を見送るルミア。

「そもそも……リィエルって今日一日で随ずい分ぶん、お金稼いでたわよね？　あれだけあれば、安いアパートを借りるくらい……何も、あんな天幕テント生活しなくたって……」

　システィーナが訝いぶかしんでいると。

「ふん、金か」

　ジャイルがぼそりと呟つぶやいた。

「……実は、妙な噂うわさがあってな……あのチビジャリに限って、ンなことねえとは思うが……」

「え!?　また噂!?　無限ループって怖こわくない!?」

　この繰くり返される似たような展開に頭を痛めつつも、システィーナがジャイルの話に喰くいつく。

「教えて、ジャイル君！　リィエルに……何があるの!?」

　すると、ジャイルはしばしの間、眉まゆ根ねを寄せて逡しゆん巡じゆんし……

「まぁ、チビジャリのダチっていうお前らなら、話してもいいか……」

　訥とつ々とつとその噂を語り始めた。




　人ひと気けのない、奥まった路地裏。

　そこにリィエルが、一人ぽつんと佇たたずんでいた。

　しばらくすると、そんなリィエルに近付く怪あやしい男の影かげがあった。

「金は？」

　男は短くリィエルに問う。

　リィエルが黙だまって、袋に詰まったお金を差し出す。それは今日の稼ぎだけではない。貯ためるのに何日もかかったであろう、相当な金額であった。

「……確かに」

　手早く中身を数えた男は短く頷き、懐ふところから小箱を取り出すと、それをリィエルに握にぎらせる。

「……毎度」

　用を済ませると、男は再び影のように路地裏の奥へと消えた。

　残されたリィエルは小箱の蓋ふたを開ける。中には怪しげな色合いの液体が入っている小こ瓶びんと、注射器……

「……やっと、買えた……ふふ……」

　リィエルが目を細め、珍めずらしく微かすかに妖あやしい笑えみを浮うかべて……

　その時であった。

「「リィエル！」」

　その一いつ喝かつに、リィエルが固まる。

　見れば、路地裏の入り口に、二つの人影が新たに現れていた。

「見たわよ……まさか、あの噂は本当だったのね……ッ!?」

「リィエル……なんてことを……」

　システィーナとルミアの二人だ。

　システィーナは怒いかりを、ルミアは悲しみを湛たたえ、リィエルを見み据すえている。

「……ルミア？　システィーナ？　まだ帰ってなかったの？」

　きょとんとするリィエル。

「二人とも、今日はなんか変」

「私達のことなんかどうでもいいのよ！　それよりも貴女あなたよ、貴女！」

「リィエルが『違い法ほうな薬物に手を出している』……こんな噂……噓うそだって信じたかったけど……ッ！」

　目をぱちくりさせているリィエルに、システィーナとルミアが、ずいっと詰め寄って……

「駄だ目めよ、リィエル！　そんな薬に頼たよっちゃダメ！　色々辛つらいことがあるのかもしれないけど……それは貴女の人生を台無しにしてしまうわッ！」

「もっと自分を大事にして！　大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だから……ッ！　私達が……私達がついているから……ッ！」

　涙なみだ目めになりながら、リィエルを抱だきしめ、必死にリィエルを諭さとし、訴うつたえるシスティーナとルミア。

「……う……ごめん……システィーナ……ルミア……」

　そんな二人の勢いにつられたのか、リィエルも次し第だいに涙目になっていく。

「これが……そんなに悪い薬だったなんて……知らなかった……本当に……ごめん……ぐすっ……すん……」

「リィエル……わかってくれたの……？　よかった……ッ！」

「うん……もう……この薬……使うのやめる……この……」

　ぐしっと手の甲こうで涙を拭ぬぐって。

　リィエルは言った。

「……この……風邪薬……」

「…………へ？」

　思わぬ単語に、システィーナがリィエルの手元の小箱を覗き込む。

　よく見ると、小箱には二人も知っている製薬会社の紋もん章しようが入っている。

「風か邪ぜ……？」

「……薬……？」

　二人は、しばらく呆ほうけたようにその小箱を見つめて……

　やがて、リィエルが困ったように微かに眉根を寄せて言った。

「でも、どうしよう……この薬がないと……あの兄妹きようだいを助けられない……」

「兄……？」

「……妹……？」

　いきなり出てきた意味不明の言葉に、システィーナとルミアは不思議そうに顔を見合わせるしかなかった。




　……。

「ごほっ……いやぁ、リィエルさんがいなかったら、僕達兄妹は一体、今いま頃ごろどうなっていたことか……」

「リィエルお姉ちゃんのおかげで、お兄ちゃん大分良くなったんだよっ！」

　そのアパートは、本当にフィーベル邸ていのすぐ近くにあった。

　リィエルの案内でそのアパートの一室に入ると、システィーナと同い年くらいの少年と、幾いくばくか年下の少女……兄妹が、三人を出で迎むかえていた。

「貴方、アルト先せん輩ぱいですよね？　魔ま術じゆつ学院の……先月、中退した……？」

「あはは、僕のこと、覚えていてくれたんだ、システィーナ。クラブ予算決定委員会の時に、ほんの少し言葉を交かわした程度だったのに……」

　ベッドから身を起こした少年……アルトがはにかむように言う。

　その顔色はあまりよくなく、どうも病気でずっと寝ね込こんでいたようだ。

「僕達兄妹は、没ぼつ落らく貴族の末まつ裔えいでね……親おや父じも僕達だけは将来、苦労しないようにと安月給をやりくりして、魔術学院に通わせてくれていたんだけど……長年の無理が祟たたって、身体からだを壊こわして先月、急きゆう逝せいしてしまって……僕は妹を養うために学院を辞やめて働こうとしたんだが……」

　アルトが妹の頭をなでながら語る。

「不幸なことに、丁度その時、僕は厄やつ介かいなウイルス性の風邪を患わずらってしまって……その治ち療りようには滅めつ多たに手に入らない高価な薬が必要らしくて……当然、僕にそんなお金はなく、元の借家も家賃が払はらえなくなって追い出され、他ほかに頼れる身寄りもなくて……兄妹共々道みち端ばたで途と方ほうに暮れていた時、助けてくれたのがリィエルさんなんだ」

　驚おどろきの表情で、システィーナ達はリィエルの顔を見る。

「リィエルお姉ちゃんは、私達をお姉ちゃんが住んでたこの部屋に連れてきて、この部屋を私達に貸してくれたの！　それで、お薬も何回も届けてくれたの！　おかげでお兄ちゃん、元気になってきたの！」

「そうだったんだ……」

　システィーナがふと窓を覗けばフィーベル邸が見えた。

　元々は、リィエルの部屋だったらしいこの部屋。リィエルの身体能力で窓から飛び出し、屋根伝いに駆かけ抜ぬければ、有事の際には一分とかからずフィーベル邸へ到とう達たつできる……そんな立地だ。ルミアの護衛の隠かくれ家がとしては、なるほど、好条件の部屋ではあった。

　そして、ようやく今回の一件の全体像が見えてきた。

「リィエル……貴女、だからあんな生活をして、お金を稼かせいで……稼ぎ方が稼ぎ方だから変な噂になって……」

　リィエルはまだ世間知らずだ。リィエルなりに、この兄妹のために色々と必死になるあまり、自分の姿が他人から見たらどう映るかなんてことに気が回らなかったのだ。

　だが、一つ不思議な事がある。

　なぜ、リィエルはこの兄妹に接せつ触しよくしたのか。助けようと思ったのか。

　疑問に思ったが……その答えはすぐになんとなくわかった。

「リア。お兄ちゃん、もう少しで元気になるよ。そしたら、一いつ生しよう懸けん命めい働くから。せめて君の将来のために、なんとか君を魔術学院に通わせられるくらいには……頑がん張ばってみるから」

「うん、ありがとう、お兄ちゃん！　でも、無理しないで！　リアも働くから！　リア、お兄ちゃんがいれば……お兄ちゃんが元気なら、他になにもいらないから！」

　ベッドの兄に、じゃれつく妹。

　傍はた目めにも仲なか睦むつまじい兄妹。苦労の多い生活の中、この兄妹は本当にお互たがい支え合って生きてきたのだろう。

　そんな兄妹の様子を……

「………………………………」

　リィエルがじっと見つめている。

　いつも眠ねむたげな無表情のリィエルだが……その時の表情は、珍しくはっきりと様々な感情を複雑に湛えていた。

　懐なつかしそうで、切なそうで、嬉うれしそうで、羨うらやましそうで……そして、今にも泣きだしてしまいそうで。

「……リィエル。貴女……」

　リィエルの記き憶おくの中に住むという、とある儚はかない兄妹の記憶。今でこそ、リィエルは新たな絆きずなを得て、前に進み始めているが……ほんの少し前まで、リィエルの全すべてだった兄の存在。自分の影とも呼べる妹の記憶。打ち砕くだかれてしまった、今は遠く懐かしい幻げん想そう。

　リィエルはこの兄妹に……誰だれかの姿を投とう影えいしていたのかもしれない。

「ねぇ……なんだろ、ルミア……システィーナ……この二人が助かって……嬉しいのに……なんか……」

　ぐしっと、リィエルが手の甲で目元を拭う。

　毎日が大おお騒さわぎの学院生活のせいで、忘れられがちだが……リィエルが新たな決意と共に前を向いて歩きだして、まだ日は浅い。

　全てを完全に吹ふっ切るというのはなかなかできることではなくて……

「……大丈夫だよ、リィエル……貴女には私達が……グレン先生がついているから……」

　ルミアはそんなリィエルを背後からそっと抱きしめ、システィーナがそっとその頭をなでるのであった。




　それから、システィーナ達はアルトと今後の生活について話し合った。

　アルトは学院を中退してしまったものの幸い成績は優ゆう秀しゆうで、魔術位階はすでに第三階梯トレデを取得している。

　つまり、探せばそれなりに就職口はあるはずであった。

　システィーナは魔導官かん僚りようである父レナードと後日相談し、父の伝つ手てでアルトに職を紹しよう介かいすることになった。また、妹リアも兄を助けるため、何か自分にできるアルバイトを探しつつ、将来、魔術学院に入学した際に奨しよう学がく金きんを取得できるよう一生懸命勉強することを決意。空いた時間にシスティーナ達がリアに勉強を教える運びとなった。

　このアパートの一室も、リィエルたっての願いで、アルト兄妹が引き続き住むことになる。向こう一年の家賃は支払い済みであるらしく、二人が生活を立て直す時間は十分にあった。

「本当に……何から何まですみません……この御ご恩おんは一生忘れません」

「困った時はお互い様ですよ、先輩。それに……お礼ならリィエルに言ってあげてください」

「そうですね、本当にありがとうございます、リィエルさん」

「うんっ！　ありがと、リィエルお姉ちゃん！」

「ん。リアも……兄さんを大切に」




　そんなこんなで。

　激動の一日を終えて、ようやっと帰路につくシスティーナ、ルミア、リィエルの三人。

　フィーベル邸正門前に着いた時は、もうすっかり真夜中であった。

「ん。また明日」

　そして、リィエルが二人に背を向けて去っていく。どうやら、あの天幕テントに戻もどるつもりらしい。

　システィーナとルミアは、くすりと笑ってお互い顔を見合わせて……

「リィエル」

　とぼとぼと去っていくリィエルの前に、通せんぼするように回り込んだ。

「……なに？」

「実は、私の家……自じ慢まんじゃないけど結構な豪ごう邸ていでさ……お部屋がそれなりに余ってるの」

「……？」

　不思議そうに小首を傾かしげるリィエルに、システィーナが笑いかける。

「だから……うちに来ない？　私達と一いつ緒しよに暮らそう？」

「!?」

　そんなシスティーナの申し出に、リィエルが目を瞬またたかせて……

「……いいの？」

「ていうかさ、リィエルってルミアの護衛なんでしょ？　それが一番いいと思うんだけど……なんで、今まで気付かなかったのかしら……？」

「ふふっ、お義と父う様はきっと喜ぶね。娘むすめが増えた～～って」

「その後、浮うかれすぎて、お母様に絞しめ落とされるまでの流れが目に浮かぶようだわ」

「………………」

　そんな二人の様子を、しばらくの間、リィエルはじっと見つめて……

「……ん。ありがとう」

　ぼそりとお礼を言うのであった。




　こうして、システィーナとルミアに手を引かれ、フィーベル邸へと足を踏ふみ入れたリィエル。

　その口元には、はっきりと笑えみが浮かんでいたが……

　ますます楽しくなるであろうこれからの生活に想おもいを馳はせるシスティーナとルミアは、その笑みに気付くことはなかった。



















　とある日の放課後。

「今日の夕食は何が食べたい？」

「あー……すまんな、セリカ。今日、俺、家に帰らんわ」

　グレンは頭をかきながら申し訳なさそうに、セリカへ言った。

「……またか。お前……最近、家に帰らないこと多いな」

「仕方ねえだろ？　明日の魔ま術じゆつ実験の授業の準備があってさぁ……これがまた一晩作業なんだよ……」

　どこか不満そうに息を吐つくセリカに、グレンがぼやく。

「ったく、やってられんわ……だが、白しろ猫ねこのやつがうっさいし、しゃあねえなぁって感じだ……あー、俺ってマジで生徒思いだなー」（棒）

「よし。なら、仕方ない。今日は特別に、この私がお前を手伝っ……」

　セリカが嬉き々きとして何か言いかけた……その時だ。

「ちょっと、先生！　こんな所で何やってるんですか!?」

　システィーナ、ルミア、リィエル……いつもの三人娘が、グレンの下もとへと駆かけ寄ってくる。

「実験室を離はなれてサボってる場合じゃないでしょ!?　わかってるんですか!?　明日の魔術実験は、今日の先生の頑がん張ばりにかかってるんですからね!?　わ、私はともかく、クラスの皆みんなが先生に期待してるのよ!?　しっかりしてくださいっ！」

「ふふ、今夜は大変でしょうけど、頑張ってくださいね？　先生。私達三人も、今日は学院に居残って、先生のお手伝いをしますから」

「ん。手伝う。……わたしにはよくわからないけど」

　姦かしましい三人娘に取り囲まれ、思わず破顔するグレン。

「おうおう、サンキューな。でも、急に手伝うとか……お前ら、一体、どういう風の吹きまわしなんだ？」

「あはは、それはですね……システィが『先生が大変そうだから手伝ってあげよう？』って……」

「ちょ!?　る、ルミアッ！　それは言わない約束でしょッ!?」

「システィーナ、顔赤い。風か邪ぜ？」

「ち、違ちがうわよっ！　もうっ！」

「……ったく、ホント、女三人寄ればなんとやら、だなぁ……」

　そして、三人娘に囲まれたグレンがセリカに背を向け、去っていく。

「…………」

　セリカはそんなグレンの背中を、じっと見送って……

　そして……




　次の日。

　まだ外は薄うす暗ぐらく、仄ほのかな朝あさ霧ぎりが漂ただよう、アルザーノ帝てい国こく魔術学院の早朝。

　徹てつ夜や作業を終えたグレンが、学院の宿直室のベッドで仮か眠みんを取っていた。

「……うげぇ……だるぅ……ねむぅ……きつぅ……今、何時だ……？」

　ふと、目を覚ましたグレンが、寝ね起おき特有の胡う乱ろんな意識のままに手を伸のばし、枕まくら元もとの懐かい中ちゆう時計を摑つかみ、見る。

「……もう少し寝てられるな……」

　時計を放ほうり捨て、ぼふん、と後頭部を枕に叩たたきつけるグレン。

　フェジテの朝は少々肌はだ寒ざむい。

　グレンは、熱を逃にがすまいと毛布を抱だき寄せ、もう一ひと眠ねむり決めこもうとしたが……

　ふにゃ。

　その毛布には妙みような感かん触しよくがあった。

　まるで上質の絹のような滑なめらかな肌はだ触ざわり、表面は顔を埋うずめたくなる柔やわらかさを持ちつつも、内部にどこかしっかりとした芯しんが通る弾だん力りよく、そして何より湯たんぽのように温かい……有あり体ていに言えば、抱き心ごこ地ち抜ばつ群ぐんであった。

　明らかに宿直室の備品の安毛布にはない感触だったが……グレンは特に疑問を感じることなく、その毛布を抱き寄せる。

　だが、やがて、その抱き寄せた毛布が、すー、すー、と微かすかな寝息を立てていることに気付いた、その時。

　夢うつつを漂っていたグレンの意識は急速に覚かく醒せいするのであった。

「ちょっと待て、なんだこれ!?」

　がばっ！　と身を起こしたグレンの傍かたわらにあったものは……

　少女であった。恐おそらく十に達しているかいないか……少女というよりは童女、幼女に近い。

　絹のようにきめ細やかな白い肌。羽う毛もうのように柔らかな金きん髪ぱつが、少女の周辺のベッドをさらさらと流れ、美しい河を作っている。歳とし相応に小こ柄がらで華きや奢しやな肢し体たいのラインはフラットだが、無む垢くを体現したような、その比類なき清せい楚そさは神聖不ふ可か侵しんな畏い怖ふ性すら覚える。

　そのあどけない顔立ちは、大変愛らしく超ちよう然ぜんと整っており、否いやが応にも将来、絶世の美女に成長するだろうことを幻げん視しさせる。

　そんな美幼女が、丈たけ長ながのネグリジェに身を包み……グレンの傍らで丸まって、寝息を立てていたのであった。

「……Who are you?」

　思わずグレンが硬こう直ちよくしていると。

　その視線を感じたのか、その幼女がやがて薄うつすらと目を開く。紅玉ルビーの真しん紅くを湛たたえたその眠い目をこすりながら、身を起こし……

　やがて、グレンと目を合わせ、ふにゃりと笑いながら、言った。

「えへへ……おはよー、パパ」

「誰だれがパパじゃああああああああああああああああああああーーッ!?」

　早朝の学院に、グレンの魂たま切ぎるような絶ぜつ叫きようが木霊こだまするのであった。

「えっ!?　マジ誰なの、お前!?　怖こわッ!?　えっ!?　マジ何事なの、これ!?　怖ッ!?」

「あはは、変なパパ。それよりも、パパぁ……お早うのキスしてぇ？」

　目を閉じ、ん～っと唇くちびるを突つき出してグレンに迫せまってくる謎なぞの幼女。

「ひぃいいいいいいーーッ!?　よ、寄るなぁああああああーーッ!?」

　と、グレンが恐きよう怖ふと混乱の極きわみに陥おちいっていた……その時であった。

[image: ]

「もう！　朝からうるさいわね！」

　がちゃり！　と宿直室の扉とびらが開く。

　開いた扉の向こうに現れたのは、システィーナ、ルミア、リィエルだ。

「お早うございます、先生。昨晩はお疲つかれ様。差し入れに私達で朝食を作ってきました。もしよかったら……」

　サンドイッチを詰つめたバスケットを抱かかえたルミアの言葉が、段々と尻しりすぼみに小さくなっていく。

　やがて……沈ちん黙もく。

　ベッドの上のグレンと謎の幼女。

　それを啞あ然ぜんと眺ながめる三人娘むすめ。

「ねぇねぇ、パパ、どうしたの？　あの美人のお姉さん達、誰？　あー、わかったぁ！　パパのウワキアイテさんだぁーっ！　ふふ、言っちゃおう、言っちゃおう、ママに言っちゃおう♪」

　謎の幼女はただただ無む邪じや気きで。

「…………、……えーと？」

　ここで。このあまりにも予想外な光景に、思考回路が完全凍とう結けつしていたシスティーナの、至し極ごく真っ当かつ常識的な論理的思考が暴走回転し始める。

　①グレンをパパと呼ぶ謎の幼女。

　②台詞せりふからママもいるらしい。

　③金髪、目の色、美び貌ぼう……なんかもうセリカそっくり。

　以上の三点から、誰だって辿たどり着くであろう結論は……

「ま、ま、ま、まさか!?　先生の子供ッ!?　先生とアルフォネア教授の愛の結けつ晶しようッ!?　あわわわわわわわわわわ、いつの間に──ッ!?」

「知らーーんっ！　俺には身に覚えがなぁーーーいッ！」

「あはは、システィ、落ち着いて？　ほら？　子供はコウノトリさんが運んできたのかも……」

「貴女あなたが落ち着いてよ、ルミア！　それは私じゃなくてリィエルよ!?」

　冷静に穏おだやかに混乱しているルミアを他よ所そに、システィーナがグレンへと食ってかかる。

「さ、最低ですっ！　いい歳した男女が、いつまでも同じ屋根の下に住んでいるから、いつか過あやまちが起きるんじゃないかって心配してたけど、やっぱり！　だから『そろそろ一人暮らししなさい、たまに食事を作りに行ってあげるから』って言ったのに！」

「……え？　システィ、そんなこと言ってたの？」

「てか、やっぱりってお前、俺を何だと思ってんの!?　泣いていい!?」

「しかも血の繫つながりはないとはいえ、母親同然だった人を相手に──信じられませんっ！」

「だーかーらっ！　知らんっ！　身に覚えがないっ！　こんなガキこさえた記き憶おく、まったくないっ！」

「先生、それは可か哀わい想そうですよ……せめて認にん知ちくらいはしてあげないと……その子の将来のためにも……」

「ルミアまで!?　ええい、ちくしょう、神は死んだッ！」

　そんな、大おお騒さわぎを他所に。

「……かわいい」

　リィエルは、謎の少女の隣となりに座り、ひたすら頭をなでなでしていた。




「あっはははははははっ！　お前らってほんっとうに面おも白しろいなーっ！」

　閑かん散さんとした早朝の食堂に、謎の美幼女の笑い声が響ひびきわたる。

　甲かん高だかい声こわ色いろこそ幼い少女のものだが、その口調や仕草は酸すいも甘いも嚙かみ分けたスレた大人の女のそれだ。

「ったく……マジで、どういうつもりなんだよ？　……セリカ」

　グレンは、システィーナ達が差し入れで持ってきたサンドイッチを囓かじりながら、左隣に座る謎の美幼女を不ふ機き嫌げんそうに流し見る。

「だから何度も言ったろ？　新しい理論で調合した変身薬を使って、身体からだの構造そのものを作り変える変身術を試ためしてたら、失敗して元に戻もどれなくなっちゃってなぁ」

　てへぺろ☆　と舌を出して、ぺちんと自分の頭を叩たたく美幼女……セリカ。

「アホか、噓うそつけ。お前が白しろ魔ま【セルフ・ポリモルフ】如ごときでンな初歩的な失敗するわきゃねーだろ。絶対、わざとだろ、それ」

「と、いうわけで、今の私は見た目は子供、頭脳は大人な魔法幼女ロリカちゃん！　というわけなのさ」

　グレンの指し摘てきを完全無視し、セリカが薄うすい胸を張って、えっへんと決めポーズをするのであった。

「あ、あはは……アルフォネア教授の悪戯いたずらだったんですね」

「まったくもう、相変わらず人騒がせな人なんですから……」

　グレンから向かって対面側に腰こしかけるルミアとシスティーナが、どこか安あん堵どしたように息を吐ついた。

「それにしても……」

　ちらりとシスティーナがセリカを流し見る。その小こ柄がらで華きや奢しやな身体の一部分を凝ぎよう視しする。普ふ段だんは遥はるか高き山さん岳がく地帯だが、今は平野となったそこを。

「……勝った」

「システィ……多分、それは虚むなしい勝利だよ……」

　感極まったように拳こぶしを握にぎり固めるシスティーナに、ルミアは苦笑いだ。

「でも、セリカ？　どうするの？　ずっとそのまま小さいままなの？」

　セリカの左隣にちょこんと座るリィエルが、セリカの頭をひたすらなでなでしながら、そんなことを言う。

　リィエルはどうも幼児化したセリカを気に入ったらしい。妹ができたような感覚なのかもしれない。

「その話なんだが……お前達、今日、法医呪文ヒーラー・スペルの魔術実験授業でやるんだろ？　解げ毒どく儀ぎ式しきの実じつ践せんを」

「まぁな。そのために毒消し触媒ベゾアールを一晩かけて調合したんだしな」

「それを私に施せ術じゆつして、私を元の姿に戻してくれ、グレン」

「ああ？　お前なら自分で解毒できるだろ？　さっさと自力で……」

「それが、子供の身体になったせいで魔力容量キヤパシテイが心もとなくなってな……自力じゃ無理っぽいね、うん」

「……アホか」

　グレンは苦虫を嚙み潰つぶしたような表情で、セリカを流し見る。

　だが、これはビジネスチャンスだ。

「まっ、しゃーねぇなぁ？　いいぜ、セリカ。百リルでお前の解毒儀式を引き受けてやるぜ？」

　にやーりと悪い顔で、そんなことを言うグレン。

「な、百リルですって!?　師し匠しようで母親同然の人に、なんて金額吹ふっ掛かけてるんですか!?」

　がたん、と立ち上がり、即そく座ざに嚙みついてくるシスティーナ。

　リル金貨百枚。通常の魔術講師の約四か月分の給料に相当する額だ。

「なーに言ってんだ白しろ猫ねこ。一応、プロの魔術師へ正式に魔術儀式を『依い頼らい』してんだぞ？　相場からすれば、それでも破格だと思うがなぁ？」

「そっ、それはそうかもしれませんけど……でも……ッ！」

　相変わらずのグレンのロクでもなさに、システィーナが目くじらを立てようとすると……

「うん、それでいい。頼たのむわ」

　セリカはあっさりと承しよう諾だくしていた。

「契けい約やく成立な？」

　にっこりと、満面の笑えみを浮うかべる幼女セリカ。

「……えっ？　……マジでいいの？」

　こうもあっさり受諾され、目を点にしてしまうグレン。

「ああ、それでいい。なぁに、元は身から出た錆さび、仕方なし。百でも二百でも支し払はらってやるさ」

　その気前のいい即そつ決けつぶりに、グレンは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られるが……

（よっしゃぁあああああッ！　物は言ってみるもんだぜぇえええッ!?）

　グレンは心の中でガッツポーズを決めていた。

（授業の中でやるなら、解毒儀式に使用する触しよく媒ばいも道具も薬品も全部、学院持ち！　タダ！　要するに経費ゼロの丸まる儲もうけだぜぇえええーーっ!?）

　百リル。その普段のロクでもない行動から、減給に次ぐ減給で常にかつかつなグレンにとっては、降って湧わいたような垂すい涎ぜんの臨時収入だ。

「今、先生が何を考えているのか、凄すごくよくわかるわ……」

「あはは……」

　わかりやすいグレンの表情に、システィーナが呆あきれたように息を吐き、ルミアは苦笑い。

「……かわいい」

　我われ関せずのリィエルは、相変わらずセリカの頭をなでなでしていた。

「はっはっは！　よーし、お前ら！　今日の昼メシはこのグレン＝レーダス大先生様が盛せい大だいに奢おごってやろう！　ありがたく思うがいいっ！」

　そんな狂きよう喜き乱らん舞ぶして調子に乗りまくっているグレンに……

「……つまり、お前の解毒儀式を受けるまで、私はこの姿のままになるわけだが……ま、よろしく頼むぞ、グレン……色々と」

　セリカが意味深に呟つぶやき、微笑ほほえむ。

「お、おう……？」

　今いま更さらだが、自分が何かとんでもない落とし穴に嵌はまってしまったような気がするグレンであった。

　そして、その予感は見事に的中するのであった。




　本日の始業時間が差し迫せまっている。

　学院は、今日も元気に登校してきた生徒達で賑にぎわっていく。

　授業開始前の空き時間、生徒達は教室を移動したり、廊ろう下かで談だん笑しようを楽しんだりしている。

　そんな中で。

　衆目を一いつ斉せいに集めている者達がいた。

「…………」

　それは、ずかずかと不機嫌そうに廊下を練り歩くグレンと……

「～～♪」

　そのグレンの手に摑つかまって楽しそうについていく美幼女セリカ……なぜか学院の女子生徒用の制服着用済み（ご丁てい寧ねいにサイズもぴったりだ）。

「な、なぁ……あの子って……？」

「ええ、どう見ても……グレン先生とアルフォネア教授の……隠かくし子……」

　ひそひそ……ひそひそ……

　グレンとセリカを遠巻きに眺ながめる生徒達が、眉まゆをひそめながら噂うわさする。

　そして、そんな状じよう況きように追い打ちをかけるように……

「ねぇねぇ、パパ！　今日はどんな授業があるの？　ロリカ、とっても楽しみ！」

「パパはやめろぉおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　セリカの無む邪じや気きな台詞せりふに、より一層厳しい目がグレンへと殺さつ到とうし、突つき刺ささるのであった。




　──と、その十分前。

「ど、ど、ど、どういうことなんすか学院長ぉおおおおおおーーッ!?」

　なぜか、幼女のセリカが『ロリカ』という名の生徒として、学院に特別編入されることになったので、その世話役をグレンが務めよ……学院側から突とつ然ぜん、そう通達されて。

　当然のごとく、グレンは学院長室に駆かけ込んだのだが……

「どういうことと言っても、そのままなんじゃが……セリカ君たっての申し出で、グレン君とセリカ君の娘むすめのロリカ君を編入させるだけなんじゃが……ほら、このように正式な手続きも」

　グレンの前に、数々の各種書類をばさりと並べる学院長。

　書式や形式は完かん璧ぺきだが、その肝かん心じんの内容は、一目でわかる偽ぎ造ぞうだらけの出で鱈たら目めだ。特に戸こ籍せき上では『ロリカ』がグレンとセリカの実の娘となっているあたりに底知れない悪意を感じる。

「いやぁ、しかしまさか、君とセリカ君がご夫ふう婦ふだったとは……読めなかった、このリックの目をもってしても」

「節穴だ、その目はッ！」

　ずだんっ！

　学院長の机を叩くグレン。

「てか、この書類、どこをどう見ても偽造でしょ!?　役所に問い合わせれば一発でしょ!?　なんでこんなやっつけ書類が通っちゃうの!?　学院の審しん査さ委員会は何やってんすか!?　学院長も印押す前におかしいと思わなかったんすかぁあああああーーッ!?」

　グレンは至し極ごく真っ当な道理を、主張するが……

「……グレン君。君に一つ、言いたいことがある……」

　リック学院長が、ふと真しん摯しな表情となり、グレンを真っ直すぐ見み据すえる。

「が、学院長……？」

　その静せい謐ひつな雰ふん囲い気きに、思わず背筋を正してしまうグレン。

　そして……

「……幼ロ女リって最高じゃよね？」

　真顔で堂々と言う学院長。

　よくよく見ると、その紳しん士し的な表情とは裏腹に、その吐と息いきは少し荒あらく……その目は完全に逝いっていた。

「学院長ぉおおおおーーッ!?　魅み了りよう魔ま術じゆつに支配されてるよ、コレェエエエエーーッ!?　ええい、あの女ぁああああああああああーーッ!?」




「お前、そこまでやるか!?　学院関係各位に対して書類偽造に賄わい賂ろ、暗示魔術、魅了魔術、認にん識しき操作魔術、手を替かえ品を替えの超ちよう絶ぜつごり押しフルコース──普通、そこまでやるか!?」

　にこにこ笑顔の幼女セリカ──『ロリカ』に、涙なみだ目めで詰つめ寄るグレン。

　今や、学院内に、ロリカが生徒として振ふる舞まうことに、事務手続き上、異を唱えられる者はいない。学院は完全にロリカの支配下だ。

「えー？　ロリカ、そんな難しいお話、わかんないよー？」

　子供っぽい仕草で小首を傾かしげて、惚とぼけるロリカ。

　そう。あろうことか、ロリカはどうやら、こういうキャラで通すつもりらしいのだ。正体が大人のセリカだということを思えば、痛々しいことこの上ないのだが……

（畜ちく生しよう……ちょっと可愛かわいいとか思ってしまう自分を殺してえ……ッ！）

　人が外界から得る情報は、視覚が八割超。外見補正は偉い大だいであった。

「おい、てめぇ、いい加減に──」

　どうにもならない苛いら立だちを誤ご魔ま化かさんと、グレンがロリカの胸むな倉ぐらを摑み上げて凄もうとすると──

「ねぇねぇ、見て？　アレ」

「ええ、どう見てもＤＶね、ＤＶ」

「あんな可愛い子に……サイテー」

「子は親を選べないって本当ねぇ……可か哀わい想そうに……」

　ひそひそ……ひそひそ……

　グレン達を遠巻きに眺める生徒達が眉をひそめながら噂する。

　思わず手を止めてしまうグレンを前に、ロリカは確信犯的な微笑みを邪悪に浮かべていて……

「あのぉ……御お師し匠しよう様？　今すぐ解げ毒どく儀ぎ式しきを受けてくださいませんでしょうか？　もうお金とかいいですから」

　つい敬語になってしまうグレン。

「だぁめ、パパ。解毒は授業でやるんでしょ？　約束はちゃあんと守らないと、ママが怒おこっちゃうよ？　当分、ご飯抜ぬきにされちゃうよ？」

「あ、うん……そうですね。約束は守らんとアカンですよね……」

　本日の法医呪文ヒーラー・スペルの実験授業は、五限目……つまり、ラストだ。

「……胃が痛いてぇ……」

　あまりにも長すぎる今日という一日に、早くも辟へき易えきするグレンであった。




　人の口に戸は立てられぬ。

　ということで、一限目の授業のために、グレン達が教室へ入った瞬間。

「「「「おいおいおいおい、先生とアルフォネア教授の隠し子ってマジかよぉおおおおおおおおーーッ!?」」」」

　すでに噂を聞きつけていた生徒達の群れが、グレン達に押し寄せる。

「「「「きゃあああーーっ！　貴女あなたがロリカちゃん!?　きゃーーっ！」」」」

「「「「うぉおおおおおーーっ！　めっちゃ可愛いじゃん!?　マジ、パネェエエエエエエーーッ!?」」」」

　その愛らしい外見も手伝って、ロリカはたちまち生徒達の注目の的だ。

　その一方で──

「見み損そこなったぜ、先生ッ！　アンタは同志だと信じていたのにッ！」

「ああ！　男が母親や姉を愛し、大切に思うのは自然の感情ッ！」

「だが、実際に手を出していたなんて……マザコンの風上にもおけないやつめ！　許せんッ！」

「誰だれがマザコンだ、誰が!?」

　グレンはごく一部の性せい癖へきの男子生徒達の、非難の的であった。

「だーかーらっ！　違ちがうっての！　いいか？　お前ら、この見た目に騙だまされてんだよッ！　この痛々しいガキの正体はな──、────」

　グレンが必死に弁明しようとするも……肝心な部分で声が出ない。口がぱくぱくと無意味に動くだけだ。

「……？　正体はなんだよ、先生？」

（ぎ……制約ギアスだとぉ!?）

　制約ギアスとは行動制限の魔術だ。対象の精神に介かい入にゆうし、指定した行動をその対象から完全に奪うばう、呪のろいに近い術。

　今のグレンには『ロリカの正体を明かせない』という制約ギアスが課せられていたのであった。

（この女ぁ、いつの間に……ッ!?）

　頰ほおを引きつらせてロリカを睨にらみ付ければ、当の本人は傾けい国こくの大悪女もかくやと言わんばかりの邪悪な笑えみだ。

（そもそも、俺にこんなガキがいるなんて、流石さすがにどこをどう考えても年ねん齢れいが合わんだろうに……ッ!?）

　恐おそらく、セリカは暗示魔術も使っているのだろう。そのせいで、今の生徒達は、その根本的な矛む盾じゆんにまったく気付けないのである。

（セリカのやつ、マジで一体、何がしてえんだよッ!?　ド畜生めッ！）

　そんなグレンの煩はん悶もんを他よ所そに。

「みんな～、私、ロリカだよっ！　今日からよろしくねっ♪」

　にぱーっと、ロリカは媚こび媚びしい仕草と笑顔を周囲に振りまいて……

「ロリカちゃん……流石はアルフォネア教授の娘さんねぇ……将来、物もの凄すごい美人さんになるわぁ……」

「ああ、本当に可愛いわ……私もいつか、こんな娘が欲しいなぁ」

　女子生徒達はうっとりと夢見るような表情となり……

「や、やべぇ……ロリカちゃん、マジで可愛いな……」

「ああ……天使だ……」

「俺……年上派だったんだが……」

「ろ、ロリカたん、はぁはぁ……」

「ま、待て、ルーゼルッ！　帰ってこい！　気持ちはわかるが、あんな小さい子を相手に、そこまで逝ったら、それは人としてどうなんだッ!?」

「もう、ロリコンでいいんじゃないかな……？」

「ルーゼルぅうううううううッ!?」

　男子生徒達も新たに芽生え始めた感情と境地に悶々としている。

　クラス中が、まるで天使（中身は悪魔）のように可か憐れんなロリカの姿に、もうメロメロであった。

「思った以上の大だい惨さん事じだわ……」

　そんな一同を眺めながら、システィーナは教室の一角で頭を抱かかえていた。

「あ、あはは……私達にもいつの間にか制約ギアスがかけられていて、本当のこと言えなくなってるし……」

　あまりにも周到なセリカの所業に、ルミアも苦笑いするしかない。

「はぁ……となると、この状じよう況きようはあの人の確信犯というわけね……一体、どういうつもりなのかしら……？」

　ここまでするセリカの意図がまったく読めないシスティーナは、首を傾げることしかできない。

「……ん。やっぱり、かわいい」

　一方、リィエルは眠ねむたげな無表情のまま、相変わらずロリカの頭をなでまくっており……

　と、その時であった。

「何をバカ騒さわぎしておるか、貴様らぁああああああああああーーッ!?」

　ばぁんっ！　と教室の扉とびらが乱暴に開かれ、肩かたを怒いからせた男が怒ど鳴なりこんでくる。学院の魔術講師、ハーレイだ。

「もうとっくに授業開始時間だぞ！　散れッ！」

　ハーレイの登場に、ロリカを取り囲んでいた生徒達は蜘く蛛もの子を散らすように己おのれの席へと退散していく。

「グレン＝レーダス、貴様……この程度の生徒も御ぎよせぬようでは、やはり貴様がこの学院に在ざい籍せきする資格は……」

　そして、ハーレイはいつものように、グレンへ嚙かみつこうとするが……

「……？」

　グレンの腰こし元もとに、不安げ（演技）にぎゅっとしがみついているロリカを見つけ、眉まゆをひそめる。

「その娘むすめ……？　その髪かみと瞳ひとみは……フン、なるほど……そういうことか」

「あ、気付きました!?　さっすが、先せん輩ぱいッ！　やっぱり持つべきものは頼たよれる人生の先輩っすね!?　実は俺、先輩のこと、ずっと尊敬して──」

「貴様とあの魔女がそういう関係だったとはいささか予想外だったが……」

「……ぺっ！　ハ先輩ごときにちょっとでも期待した俺がバカでしたよ……もう帰れよ、ハ」

「何、その評価の大暴落!?　ていうか、私の名前がとうとう一文字に!?」

　グレンの神速の掌てのひら返がえしに、流石のハーレイもぎょっとして目を剝むく。

「ええい、とにかくだッ！　そんな年とし端はもいかない童わらべを学院内に入れるなど言語同断だッ！　神聖なる学び舎やを何だと思っている!?　ここは託たく児じ所しよではないッ！　最低でも後、五年勉強して出直してこいッ！」

「いや、でも、残念ながら、事務手続き的にはオッケーなわけで……わりとマジで不本意ですけど……」

「ならばこの私が試ためしてやろう、その童が本当にこの学院に足を踏ふみ入れるに相応ふさわしいか否いなかをなッ！　この私が相応しくないと判断した場合は即そつ刻こく、家に帰ってもらおうかッ！」

　そんなハーレイの物言いに、クラス中がざわめいていく。

「そうだな……この私と魔術問答をしてもらおうか、童よ」

　魔術問答。魔術理論に関する問題を互たがいに出し合い、それに答えていく……魔術の技量よりも知識を問う討論方式である。

　大人で超ちよう一流の魔術師であるハーレイが、子供に対してそんなことを言うということは、つまり……

「うへぇ、ハーレイのやつ、ロリカちゃんを追い出す気満々じゃねえか」

「大人げないですわね……」

「あんな小さな子相手に……」

　ひそひそと、生徒達が眉をひそめてささやき合う。

「ちょ、ちょ、先輩!?　それは、やめた方が……？」

　魔術問答と聞き、慌あわててグレンがハーレイを諫いさめにかかる。

「ほう？　貴様も人並みに親らしいな？　我が子がぼろぼろに打ち負かされるのは見たくないか？」

「い、いやぁ……そ、そういうわけではなくてですね……」

　グレンの説得も虚むなしく……

「いいよ？　まじゅつもんどー？　だっけ？　ロリカ、受けて立つよ！」

　ロリカがえっへんと胸を張る。

「ちょ!?　おま、何言って──」

「ほう？」

「ロリカ、パパとママにいっぱい、魔術のこと教わったもん！　だから、大だい丈じよう夫ぶ、勝負だよ、おじさん！」

「お、おじ……ッ!?　わ、私はまだ二十六……ええい！　大層な自信だな、この井いの中の蛙かわずめッ！　貴様に大海というものを教えてやるッ！」

　頭に血が上ったハーレイがロリカに食ってかかる……

「な、なんてことを……可か哀わい想そうに」

　と、生徒達。

「な、なんてことを……可哀想に」

　と、グレン。

「同じセリフなのに、同じ意味に聞こえない……言葉って面おも白しろいわね」

「あ、あはは……」

　そして、いつものように、システィーナがため息を吐つき、ルミアが曖あい昧まいに笑い……

「…………すごく、かわいい」

　状況を完全に無視し、リィエルはロリカの頭をなでているのであった。




　そして、一同が見守る中、早さつ速そく、ハーレイとロリカの魔ま術じゆつ問答が始まる。

（フン！　いくらあの魔女の娘とはいえ、貴様のような若じやく輩はいに、万に一つの勝ち目もあるものか！　年季の差というものを教えてやる！）

　カカカカ──ッ！

　肩を怒らせて、ハーレイはチョークで黒板に、魔術式を書いていく。

　無数の数字と記号とルーンの羅ら列れつで表された、黒板の端はしから端まで届く長ったらしいその式は……

「フン！　レスター導師の炎えん熱ねつエネルギーの導力算出に関する三号方程式だ。無論、私独自のアレンジが加えてあるがな！　これを解いてみせよ！」

「「「「うわ、殺やる気満々だぁ!?」」」」

「「「「大人げねぇええええ!?」」」」

　悲鳴を上げる生徒達。

「当然、魔導演算器も算盤アバカスも並列思考演算魔術の使用もなしだ……我が魔術学院の門をくぐりたいのなら、この程度はできてくれないとなぁ……？」

　くくく、と嫌いやらしい笑みを浮うかべるハーレイ。普ふ段だん、グレンやセリカに散々振ふり回されている恨うらみでも晴らしてやろうと言わんばかりだった。

「さぁ、さっさとこの式のαケースの特異点における近似数を出せ！　解けないようなら──」

　と、その時。ロリカが背せ伸のびして黒板の下の方に、ちょこんと小さく『１・１３』と書いていた。

「………………………………はい？」

　あんぐりと口を開けて忘ぼう我がするハーレイ。ロリカが書いた数字は、紛まごうことなくこの式の解答だったからだ。

「おじさん、どう？　合ってる？」

「…………うん、合ってる」

「やったぁ！　でも……この式すごいね！　特とく殊しゆ条件下とはいえ、おじさんは13％も火の出力を上げる式を作ったんだね！　ママもきっと驚おどろくよ！　やるじゃんって！」

　にっこり笑うロリカは無む邪じや気きそのもので……

「「「「ロリカちゃん、ＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥーーッ!?」」」」

　次の瞬しゆん間かん、クラス中が驚きよう愕がくと歓かん声せいに沸わいていた。

「ば、ば、馬ば鹿かな……ッ!?　この式は私の長年の研究成果の一つで……まだ、どこにも発表してないんだぞ……なのに、魔導演算器も算盤アバカスも並列思考演算魔術もなしに、暗算だけで解いただとぉ……ッ!?　こんな年端もいかない童が……ッ!?　ありえん!?」

「いや、だから、ハー……なんとか先輩、そいつの正体は──、──っだあああああああ、もうっ！　制約ギアスがうぜぇえええええええええーーッ!?」

　真っ青になるハーレイと、もどかしそうに頭をかきむしるグレン。

「じゃあ、今度はロリカの番だね？」

　無邪気に言い、グレンに向き直る。

「ねぇねぇ、パパぁ。ロリカを持ち上げて？　黒板の上に手が届かないの」

「はぁ……」

　グレンが諦あきらめたように、ロリカの両りよう脇わきの下を持ち、頭上に持ち上げる。

「……手加減してやれよ？」

「うん！」

　グレンの呟つぶやきに、ロリカが頷うなずいて。

　ロリカはチョークを掲かかげ、黒板の左上端から式を書き始めた。

「……ほう？　その式は時空間魔術に関する式か……」

　すぐさま、ロリカの書く式を看破したハーレイが、平静を取り繕つくろいながら眼鏡めがねを押し上げる。

「その歳としで時空間魔術に関する式を書けるのは見事……と言いたいが、まだまだ甘いな……その程度の院生向け教科書レベルの式なら……」

　平静を取り戻もどしたハーレイがそんなことを言っているうちに、グレンに抱かかえられたロリカは式を書き殴なぐるままに黒板の右上端に到とう達たつして……

「ねぇ、パパ、パパ、あっちあっち」

「はいはい」

　ロリカに促うながされ、グレンはロリカを抱えたまま再び黒板の左端に戻り……ロリカが一段目の式の下に、続きの式を書き始める。

　カッカッカカッカッカッ……

「ふ、ふん！　その程度の式なら」

「ねぇ、パパ、パパ、あっちあっち」

「……はいはい」

　カッカッカカッカッカッ……

「……その程度の式なら……」

「ねぇ、パパ、パパ、あっちあっち」

「…………はいはい」

　カッカッカカッカッカッ……

「……その……程度……」

「ねぇ、パパ、パパ、あっちあっち」

「………………はいはい」

　カッカッカカッカッカッ……

「……………………」

　カッカッカカッカッカッカッカッカッカッカッカカッカッカカッカッカッカッカッカカッカッカッカカカカッカッカッカッカカカカカ……

「ちょ、ちょっと待てぇええええええええええええええええーーッ!?」

　ついに悲鳴を上げるハーレイ。

「「「「…………」」」」

　あんぐりと口を開ける生徒達。

　やがて、黒板上に出現したのは、黒板を左上から右下までびっしり埋うめ尽つくす、超巨きよ大だいな式だったのである。

「平行世界間における相そう互ご時間流に関する第三者視点からの思考実験近似式だよ？　私が作ったの♪」

「い、今、なんと仰おつしやいました!?」

　衝しよう撃げきのあまり、思わず敬語になってしまうハーレイ。

「はい、おじさん。もし、この世界に所謂いわゆる、『神の視座』が存在すると仮定した場合、この疑似条件式下における二つの平行世界間の時間の流れは、世界周期にして第十三ピリオドまででどのくらい差が出るか……解いてみて♪　あ、世界の予定終末時間まで計算すると、ポイントあっぷしちゃうよ！」

　生徒達はもう、ロリカが何を言っているのかすら欠片かけらもわからなかった。

「手加減しろっつったろ……」

「え？　これ、暇ひまな時に遊びで考えた魔術式だよ？　パパ」

　頰ほおを引きつらせて、ロリカの脳天を拳こぶしでぐりぐりするグレンに、きょとんと首を傾かしげるロリカ。

「ひ、一ついいか……？　この式、解くに際して、魔導演算器や算盤アバカスや並列思考演算魔術の使用は……？」

　ハーレイが脂あぶら汗あせをだらだらかきながら、縋すがるように恐おそる恐る問うが……

「え？　要いるの？」

　ロリカはなんとも無邪気に、あまりにも残ざん酷こくな言葉を返した。

「い、い、い、いいだろう！　やってやる！　やってやるぞぉ！　わ、私は天才……そうだ、天才なんだッ！　この程度の簡単な問題……やってやるぅうううううううーーッ!?」

　声を裏返しながら、ハーレイが涙なみだ目めで超ちよう難問に立ち向かう──

　──そして、三十分後。

「ぜはぁー、ぜはぁー、ぜはぁー」

「すごいすごい！　おじさん、すごいね！　大正解！」

　見るからに憔しよう悴すいしきったハーレイを、ロリカが手を叩たたいて賞賛する。

「と、と、と、当然だ、こ、この私は、て、天才だからな……ッ！」

　震ふるえる声で強がるハーレイに……

「うん！　じゃあ、次の問題にいこっかおじさん！」

　ロリカはあまりにも残酷な追い打ちをかける。

「ファッ!?」

　びくりと身体からだを震わせるハーレイ。

「まじゅつもんどー？　は始まったばっかりだよね？　こんな簡単な問題じゃ……もっとやらないと、おじさん、私のこと認めてくれないよね？」

「そ、そ、そうだな！　わ、私はまだ貴様を認めたわけでは……ッ!?」

「じゃ、いっくよー？　今度は私からね？　お題は因果律運命論の永遠のテーマ、運命打破！　この条件の確定運命を覆くつがえすのに必要な理論的魔力量は？」

　カカカカッカッカッカカカカ──




　──略。




「まだまだ、いくよー？　次は概がい念ねん存在定義議論！　この条件で、召しよう喚かんに足る『悪魔』を理論創造してみて？」

　カカカカッカッカッカカカカ──




　──略。




「お次は白金術、生命神秘学から！　新しい生命をゼロから創造するのに必要なエネルギー総量を思考実験で……つまり神様をロールプレイして！」

　カカカカッカッカッカカカカ──




　略。略。略──




　──そして。

「はい、認めます……貴女あなたは、この学院に足を踏ふみ入れるに相応ふさわしい立派な魔ま術じゆつ師しの卵です……はい……」

　真っ白に燃え尽きたハーレイが、教室の隅すみで両りよう膝ひざを抱えて座り込み、ぶつぶつと呟いているのであった。

「やったぁ、パパ！　私、あのおじさんに、魔術師の卵として認められちゃった！　褒ほめて！」

「お前のような卵がいるか」

　グレンは頭痛を禁じ得ない。

「「「「ロリカちゃん、ＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥーーッ!?」」」」

「「「「よく頑がん張ばったわね、ロリカちゃーーーーーんっ！」」」」

　そして、クラス中から上がる、大歓声。可愛かわいすぎる容姿に、卓たく越えつした能力……ロリカはもうすっかりアイドルであった。

「こんな子供が……まさか……私を超こえる……私の才など所しよ詮せん、人の領域内……真の天才とはこれほどの……ぶつぶつ……ぶつぶつ……」

　一方、憐あわれなハーレイは、自分が越こえられない絶対的で絶望的な壁かべを見せつけられ、完全に心が折れていた。

「は、ハーレイ先生も間ま違ちがいなく天才なんだけどねぇ……」

「あはは……今回ばっかりは相手が悪かったね……」

　そして、いつものように、システィーナがため息を吐つき、ルミアが曖あい昧まいに笑い……

「ん……えらい」

　眠ねむたげなリィエルがロリカの頭をなでているのであった。




　そんなこんなで。

　幼女化したセリカ……ロリカをクラスに加えた一日が始まる。

　見た目は幼い子供でも、中身は大人……なにより『セリカ』である。

　当然だが、数百年を生きる伝説の魔術師であるセリカの『普ふ通つう』と、一いつ般ぱん的な魔術師の『普通』の基準は、天と地ほどの開きがある。

　それゆえに、グレンにとっては何かと頭の痛くなる時間が続く……




　召喚術の授業にて──

『ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯーーッ！』

「なんじゃあこりゃああああっ!?」

　演習場のど真ん中に出現した山のような竜りゆうの咆ほう哮こうに、グレンが絶ぜつ叫きようする。

「だ、誰だれだぁああああーーッ!?　ドラゴンさんを召喚しちゃったやつはぁああああーーっ!?」

「あ、ロリカだよ、それ」

「アホか!?　危険のない魔ま獣じゆうを呼べっつたろうが!?」

「えー？　だって、パパ。アレ、まだ知性を獲かく得とくする前のただの成竜アダルト・ドラゴン……雑ざ魚こだよ？　ちっとも危なくなんてな……」

「お前を基準に考えるな!?　戻もどせぇええええええええええーーっ!?」

『ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯーーッ！』

「「「「ロリカちゃん、ＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥーーッ!?」」」」

「「「「最高よぉおおおおーーッ！」」」」




　黒魔術の実じつ践せん授業にて──

　ずごぉおおおおおおおおおおんっ！

　ロリカが放った黒魔【ゲイル・ブロウ】の巻き起こした突とつ風ぷうが、的の人型ゴーレムと共に、その背後に林立していた森を根こそぎ吹ふっ飛ばす。

　空高く舞まい、豆まめ粒つぶのようになった木々と、丸まる裸はだかになった更さら地ちを前に、呆ぼう然ぜんと言葉を失う生徒一同。

「や　り　過　ぎ　だぁ、アホぉおおおおおおおおおおーーッ!?」

　グレンがロリカの頭を両手で摑つかんで激しくシェイクする。

「お前、子供になったせいで魔力がないって噓うそだろ!?　なんで護身用の非殺傷性攻性呪文アサルト・スペルであんなバカげた威い力りよくが出るんだよッ!?」

「やだなぁ、パパ、工く夫ふうだよ、工夫」

　ロリカがぺらりと一枚、紙を取り出す。そこには独自の改変によって魔改造された【ゲイル・ブロウ】の呪じゆ文もんと魔術式だった『何か』があった。

「少ない魔力でも呪文を工夫して、威力を増ぞう幅ふくすれば、あの程度……」

「余計なことすんな!?」

「「「「ロリカちゃん、ＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥーーッ!?」」」」

[image: ]

「「「「最高よぉおおおおーーッ！」」」」




　休み時間にて──

「ふひ、ふひひ……お嬢じようちゃあん、可愛いねぇ……？」

　廊ろう下かを歩くロリカに、怪あやしい男が声をかける。

　学院の魔術教授、ツェスト男だん爵しやくだ。

「君は……ロリカちゃんっていうのかい……ちょっと、おじさんといいことしてみないかい……？」

「いいこと？」

「痛かったり怪しいことじゃないよぉ……？　おじさんの精神支配魔術の練習に付き合って欲しいだけなんだよ……はぁ……はぁ……」

「いいよ？　おじさんの精神支配魔術がどの程度になったか、ロリカが試ためしてあげるね♪」

「ふ、ふおぉ……み、漲みなぎってキタァアアアアアアアアーーッ!?　それでは早さつ速そく……」

　やけに興奮気味のツェストに、ロリカがノコノコついていって……

「怪しい人についていっちゃ駄だ目めぇえええええええええええーーッ!?」

「ぎゃああああああああーーッ!?」

　猛もうダッシュしてきたグレンが、跳とび蹴げりでツェストを吹き飛ばす。

　そして──

「おい、こら、てめぇ、ツェスト……俺達の天使ちゃんに、何さらしてんじゃ……？　……ああ!?」

「お仕置きが必要ですわねぇ……」

　ロリカ親衛隊と化した生徒達が、ツェストをわらわら取り囲んでいく。

「ひ、ひぃーーッ!?　ま、待ってくれ、君達ぃ!?　私はただ、あの子のパパになりたかっただけで……」

「……斬きる」

　どこか据すわった目でリィエルがそう宣言し、いつの間にか錬れん成せいした大たい剣けんを振ふり上げて──

　背後で上がる断末魔の叫さけびを意識的に無視し、グレンがロリカに食ってかかる。

「お前さぁ、今の自分の姿と状態、わかってんのか!?　いつも通りの魔力が出せないんだろ!?　あんな変態についていって、万が一のことがあったらどうする気だ!?」

「えー？　もう、パパったら、心配性しようなんだから～～」

「ああああもうっ！　早く今日という日が終わってくれぇえええ!?」

　そんなグレンとロリカを……

「あはは、グレン先生、今日はロリカちゃんにべったりだね」

　ルミアが微笑ほほえましく見守っている。

「もう！　あの人もあの人です！　よくもまぁ、年とし甲が斐いもなくあんな子供の真ま似ねを……まったく、恥はずかしくないのかしら!?」

「ふふ、システィったら……ひょっとして焼き餅もち？」

「なっ!?」

「そうだよね……ロリカちゃんがいるせいで、今日は先生、システィにちっとも構ってくれないもんね？」

「な、な、な、違うわよ！　私が言いたいのは、そんなことじゃなくて！　あんな年甲斐のなさが問題だって言っているだけで！　決して……」

　真っ赤になって反論するシスティーナに、訳知り顔のルミアがくすくす笑うのであった。




　──そんなこんなで、五限目。

「やっと、解げ毒どく儀ぎ式しきの実践授業がやってきた……」

　生徒達が集まった魔術儀式室で、グレンが疲つかれたようにぼやいていた。

「ほら、おい……ロリカ……」

「ん？　なぁに？　パパ」

「それはもういいってんだよ……いい加減、学院中にかけた暗示とか魅み了りようとか制約ギアスとか……解いてくれよ。このまま、お前が大人の姿に戻ったら、ややこしいことになるだろうが……」

　グレンの至し極ごく真っ当な意見に。

「……、……やれやれ、そうだな。そろそろ潮時かぁ……」

　今までの子供の口調と仕草から一転、いつも通りのセリカが出る。

「私としてはもう少し、楽しみたかったんだがな……仕方ない」

　ぱちん！

　セリカが指を打ち鳴らすと。

　びくん！

　生徒達が身体からだを震ふるわせる。

「あ、あれ……今、何か……？」

「な、なんだか頭の中が急にすっきりしたような……？」

　不意に自分達を襲おそった不思議な感覚に、生徒達が目をぱちくりさせる。

「あっはっは！　お前達、今日は悪かったな。実は、全部、私の悪ふざけだったんだ……」

　と、いうわけで。

　セリカによる、この事態の種明かしが始まる。

　生徒達は呆ほうけたように、幼女化したセリカの説明に聞き入って……

「つまり……魔術薬による変身魔術の失敗で、子供の姿から戻れなくなった……と」

「だ、だよなぁ……やっぱ、アルフォネア教授の悪ふざけだよなぁ」

「そもそも、先生にそんな歳の娘むすめさんがいるなんて、年ねん齢れい的におかしいんだよなぁ……」

「な、なんで、疑問に思わなかったんだろ……俺達……？」

　それぞれ、それなりに納なつ得とくしてくれたようである。

「ふぅ……やれやれだぜ」

　安あん堵どの息を吐つくグレン。

「これで、後は、解毒儀式でセリカを元の姿に戻してやれば一件落着だ……ほら、来いよ、セリカ」

「おう、よろしく頼たのむぞ？」

　グレンが部屋の中心に描えがかれた法ほう陣じんの真ん中に、セリカの手を引いて連れて行った……

　まさにその時だ。

「ちょっと待ったぁあああああああああああああああああーーっ！」

　突然のちょっと待ったコールと共に、儀式室に駆かけ込む男が一人。

　ツェスト男爵であった。

「ちっ……まだ、死んでなかったのかよ……」

「ん……斬る」

　いきり立つ男子生徒陣やリィエル。

「ま、待て!?　君達、私の話を聞いてくれ、頼むッ！」

　青ざめながら、ツェスト男爵がまくし立てていく。

「私はこの解毒儀式には反対だぁああああああああああああーーッ!?」

「よし、リィエル。斬れ。俺が許す」

「ん」

　がしゃりと大剣を構えるリィエル。

「ひぃーーッ!?　だから、待ってくれ！　話を最後まで聞いてくれ!?」

　リィエルから下がりながら、ツェストは堂々と宣言する。

「とにかく、ロリカちゃんに関する全すべての事情は聞いたッ！」

「いつ、どこでだ？」

　ジト目なグレンの突つっ込みをスルーし、ツェストが言葉を続ける。

「君達ッ！　もう一度考え直してくれッ！　いいのか!?　今からこの解毒儀式を行えば……そこの幼ロ女リ天使ちゃんが永久に我われ々われの前から失われてしまうんだぞぉおおおおおおーーッ!?」

「……はぁ？」

「「「「ッ!?」」」」

　グレンが呆あきれたようにぼやき、生徒達がはっとしたように、目を見開く。

「その目で見よッ！　この奇き跡せきのように美しく、愛らしいロリカちゃんの神聖不ふ可か侵しんな御み姿すがたをッ!?　私はこの御姿だけで、パン三個はいけるッ！　その金糸のような黄金の髪かみから漂ただよう芳かぐわしい香かおりに与あずかるだけで、湖の水も飲み干せるだろうッ！　この幼さ故ゆえに許される一いつ片ぺんの穢けがれもない純じゆん粋すい無む垢くなる究極の美が失われるのは──まさに、人類の至宝の喪そう失しつと言っても過言ではないッ！　そうだろう、諸君ッ！」

「変態だ……」

　流石さすがのグレンもどん引きであった。

「諸君、許せるのか!?　グレン先生は、我らの天使を……ロリカちゃんを言わば、この世から抹まつ殺さつしようとしているのだぞッ!?　こんな悪逆非道を諸君らは看過するというのか!?　それが人間のすることなのかッ!?」

「おいおい……」

「頼むッ！　我が至言に少しでも共感を覚えたのならば……力を貸してくれ、諸君ッ！　この人類の至宝を破は壊かいしようと企たくらむ、この世全ての邪じや悪あく──グレン先生を打だ倒とうするためにッ！」

　ツェストはアジるだけアジって、ばっと両手を広げ、最後にこう宣言した。

「そうだ……これは神の名の下もとに行われる正義の戦い──聖戦ジ・ハードなのだぁああああああああああーーッ！」

　しん、と。

　静まりかえる教室。

　そして──

「……バカ野や郎ろうめ。誰だれが、お前の妄もう言げんに賛同なんかするかよ……お？」

　グレンは気付いた。

　クラス中の生徒達が、どこか据わったような目で、グレンに注目していることに。

「あ、あるぇー？　ま、ま、まさかとは思うが、お前ら……この変態の発言に共感なんてしてな……」

　と、その時だ。

　びゅごぉおおおおおッ！

　不意に、グレンを剛ごう速そく剣の一いつ閃せんが襲った。

「ひょええええええーーッ!?」

　辛かろうじて反応して身を引いたグレンの鼻先を大剣が掠かすめる。

　その仕し掛かけ人はもちろん……

「な、な、何しやがんだ、リィエルぅうううううううううーーッ!?」

　リィエルであった。

「わたしにはよくわからないけど」

　がしゃり、と大剣を構え直すリィエルの目は眠ねむたげだが、どこか据わっており……

「……多分、グレンが悪」

　そう断じて、再び斬りかかってくる。

「はいーーーーッ!?　何それ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、峰みね打うちだからッ！」

「大丈夫な要素が何一つねえッ!?」

「ロリカはわたしが守るッ！　いいいいいいやぁああああああーーッ！」

「ひぃいいいいいいいいいーーッ！」

　ぶんぶん。リィエルが繰くり出す剛速剣けんから、必死に逃にげ回るグレン。

　そんなリィエルを皮切りに──

「そ、そうだ……俺達は一体、何を考えていたんだ……ッ!?」

「ああ……ロリカちゃんの正体がアルフォネア教授だろうが何だろうが、関係ないことじゃないか……ッ！」

「そうだ……ロリカちゃんが永久に失われるなんて……それは、あってはならないことだ……ッ！」

「守ってみせる……ッ！」

　生徒達があらぬ方向に勝手に盛り上がっていって……

「皆みんなッ！　今こそ立ち上がれッ！」

「そうだッ！　俺達から、不当にロリカちゃんを奪うばおうとするグレン先生をやっつけろぉおおおおおーーッ！」

「「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　生徒達が一いつ斉せいに、グレンに躍おどりかかっていく──

「ふっざけんなぁあああーーッ!?　どうなってんだ、これぇーーッ!?」

　襲いかかってくる生徒達の攻こう撃げきを、体術で必死に捌さばきながら、グレンが悲鳴を上げる。

「おい、セリカッ!?　どうなってんだよ、これ!?」

「うーん？　学院全体にかけた魅了魔ま術じゆつの効果が、まだ解呪デイスペルしきれてないのかなぁー？　ひょっとして子供の姿のせいで……？　ふーむ……？」

　眼前のどんちゃんカオス騒さわぎを他よ所そに、セリカが吞のん気きに分ぶん析せきする。

「ええいッ！　だったら早く、解呪デイスペルしやがりゃあああああああーーッ！」

「おう、わかった。じゃあ、早く私を元の姿に戻してくれ」

「そんな暇ひまあるか、アホぉおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　疾しつ風ぷう怒ど濤とうのバトルロワイヤルの最さ中なか、グレンが絶ぜつ叫きようする。

「いいいいやぁああああーーッ！」

　剣を振ふり回して迫せまり来るリィエル。

「お義と父うさんッ！　娘さんをボクに下さいぃいいいいいいいーーッ！」

　どさくさに紛まぎれて、何かぬかしやがっているツェスト男だん爵しやく。

「「「「もう、ロリコンでいいやぁあああああああああああーーッ！」」」」

　常識を放ほうり捨てた生徒達──

　もはや、その場は止とどまるところを知らないカオスの極きわみであった。

「……これは酷ひどい」

　そして、いつものように、システィーナがため息を吐き……

「あ、あは、あはは……」

　ルミアが曖あい昧まいに笑うのであった。




　……そして。

　カオスの宴うたげの後で。

「やあっと、収しゆう拾しゆうがついた……」

　日は沈しずみ、すっかり暗くなった学院からの帰り道。

　グレンとセリカが連れ立って、帰路についていた。

「お疲つかれさん。大変だったな」

　悪戯いたずらっぽく笑いながら、セリカが言う。解げ毒どく儀ぎ式しきは無事に終わり、もうすっかりいつもの妖よう艶えんな大人姿だ。

「ちっ。誰のせいだと思ってんだ、誰の……」

　ふて腐くされたグレンが、もう顔も見たくないよと言わんばかりに、そっぽを向く。

「あの騒ぎで儀式室の修しゆう繕ぜん費用が、百リルだと！　まさに、骨折り損のくたびれ儲もうけだよ、ちっくしょう！」

「あはは、スネんな。お詫わびに、今晩の夕食は、お前の好きな物を作ってやるからさ」

　一方のセリカは、なぜかとても上じよう機き嫌げんであった。

「で、今日の夕食は何が食べたい？」

　そう穏おだやかに問いかけてくるセリカに、グレンはふと、浮うかんだ疑問を返した。

「なぁ……セリカ。お前、なんで、子供の姿になんかなったんだよ？」

「…………」

「お前が【セルフ・ポリモルフ】ごときを失敗とか、噓うそだろ？　絶対、わざとだったはずだ。お前……散々、引っかき回して……一体、何がやりたかったんだよ……？」

「…………」

　しばらくの間。

　セリカは無言だった。

　二人は黙もく々もくと並んだまま、歩を進めていく。

　やがて、グレンがその真意を問い詰つめるのを諦あきらめかけた頃ころ……

「……最近のお前さ」

　セリカがぼそりと語り始める。

「なんだか……生徒達にべったりじゃん？　すっかり、この私をほっぽっちゃってさ？」

「はぁ？」

「だからさ……私が生徒達より、ちっちゃくなれば……私にも、ちょっとは構ってくれるかなぁ……？」

　そう言って。

　グレンに振り向いて。

「……なんちゃって？」

　セリカは童女のように、悪戯っぽく笑うのであった。

「……ったく」

　そんなセリカに、グレンはため息を吐つきながら、頭をがりがりと搔かいて。

「今日は色々あり過ぎて、超ちよう、腹が減った。がっつり食いたい。芋いもと香こう草そうを詰めたローストチキンに、鮭さけのシチュー、ミートパイ、スコッチエッグ、フィッシュ＆チップス大盛り、パンはライ麦で。もちろん、お代わりの分もな……何でも作ってくれるんだろ？」

　ぷいっとそっぽを向きながら、グレンが不機嫌そうに、今夜のメニューを注文する。

「食後は、お前の淹いれた紅茶とお前が作った茶ちや菓が子しで、のんびりティー・タイムに付き合ってやる。……これでいいか？」

「いいぞ。流石さすがに少々、手間がかかるが……今夜は特別だ」

　くすり、と。

　セリカは満足そうに微笑ほほえんで。

　二人は並んで歩いて行く。

　仄ほのかな月明かりが、二人の行く先を白く優やさしく照らしていた。



















　とある日の深夜。

　本日の仕事を終えたジェシカ＝ヘステイアは、自室の執しつ務む机の椅い子すへ、疲れた身体からだを投げ出すように腰こしかける。

　しばらくそのまま、一息吐いて。

　最愛の娘むすめから月一で送られてくる封ふう筒とうの封を、ジェシカはランプの淡あわい光を頼たよりに、いそいそと切った。

　中に入っているのは小さな魔ま晶しよう石せきが一つ。ジェシカはそれを取り出すと、卓たく上じように据すえてある音声再生用の魔導器へ、そっとセットする。

『拝はい啓けい。お母さん、お元気ですか？』

　すると、その音声再生機のホーン部分から、うら若い少女の、透すき通るような声が響ひびいてくる。

　この魔晶石には、音声が録音魔術によって記録されている。ジェシカと娘の近きん況きよう報告のやりとりは、このような形で行われるのが慣例であった。

『そちらは相変わらず忙いそがしいのでしょうけど、お母さんは私と一いつ緒しよで身体の丈じよう夫ぶな方ではないので、あまり無む茶ちやをしないでくださいね？』

　娘の近況報告は、いつものようにそんな定型的な挨あい拶さつから始まった。

　日々、法医師としての激務に追われるジェシカにとって、この娘からの月一の近況報告は何物にも代えがたい、安らぎの一時であった。

　ジェシカは、用意していたティーセットでカップに紅茶を入れる。

　ふわりと室内に香かおる紅茶の味わいと熱を優ゆう雅がに楽しみながら、ジェシカは娘の声に耳を傾かたむけ続けた。

『……私のお母さんであり、私の法医師としての師し匠しようでもある貴女あなたの下もとを離はなれ、私がアルザーノ帝てい国こく魔術学院に就職してから、今月で一年です。思えば、あっという間ですね……』

（あの子が私の下を離れて、もうそんなに経たつのね……）

　紅茶の液面に己おのが瞳ひとみを映しながら、ジェシカがぼんやりと物思う。

（昔から病弱で、身体が弱かったあの子……どうせ一月保もたずに、音を上げて家に帰ってくる……当初はそう高を括くくっていたのに……）

『今の職場環かん境きようにもすっかり慣れました。法医師という仕事にもやりがいを感じています。そして、この学院でたくさん勉強して、いつかきっと、私の夢を叶かなえたいと思っています……』

（……夢、ね。あの子は今でも……）

　思い返せば、あの娘が我が家を出て行く時は随ずい分ぶんと揉もめたものだ。

　ジェシカは娘の再生音声を聞き流しながら、当時を振ふり返る。




　──身体の弱い貴女には絶対、無理だわ！　貴女は大人しく私の下で、助手をしていればいいの──

　──お母さん、いえ……ジェシカ先生！　私は絶対にやり遂とげます──




　半ば喧けん嘩か別れだったあの娘の出立も、今となっては良い思い出だ。

（頑がん張ばってるのね……）

　表面上は頑がん固こで口うるさい母親を装よそおいつつも、最近のジェシカは、自分が心の底では娘を応おう援えんしつつあるのを感じていた。ついに子離れの時期が来たのかもしれない。

（後は……誰だれか良い人を見つけてくれればいいのだけど……）

　そんな心配をするようになったあたり、私も歳としを取ったな……と苦笑い。

　どこかくすぐったい気分を飲み下そうと、ジェシカが紅茶のカップにそっと口をつけ、それを傾けた……

　……その時だった。

『それでは、お母さん。最後に一つだ──げっほぉおおおおーーッ！　ごっほぉおおおおおおーーッ!?』

　バジャッ！　ビチャビチャーーッ！

　不意に激しく咳せき込む音声に、粘ねん性せいの水を盛せい大だいにぶちまけたような、不ふ吉きつなノイズがアンサンブルした。

「ぶーーーーーーッ！」

　思わず、口に含ふくんだ紅茶を噴ふいてしまうジェシカ。

　今までの穏やかで優しい時間は一いつ瞬しゆんで終わりを告げ、ジェシカは慌あわてて音声再生機に取りすがる。

『ごぼっ!?　がはっ!?　う、あ、血がぁごっぶはぁあああーーッ！』

　ビチャッ！　ビチャビチャーーッ！

　ボタボタボタ……

「ちょ──あ、あ、貴女っ!?　大丈夫なのっ!?　ねえっ!?」

　これは魔晶石に録音された過去の音声である……そんなことも忘れて、ジェシカは再生機に向かって叫さけぶ。

『ま、まいったな……ごぼっ!?　収録中に発ほつ作さ──が、はぁあああああーーッ！　ごほっごほっげほっ！　はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　こ、これ……録とり直さな──ごぷっ!?』

　ビシャアッ！　ピチャチャ……

　音声再生機から淡たん々たんと再生される、娘の苦しげな息いき遣づかいと、どこをどう聞いても吐と血けつしているらしい音。

　否いや応おうなしに脳内再生される、その音声の向こう側の最悪の光景──

　ジェシカはバクバク心臓を鳴らしながら、震ふるえる手を祈いのるように組み、再生される音声に耳を傾け続ける……

『こひゅー……ひゅー……ごほッ！　クスリ……クスリはどこ……？　とりあえず録音……止め……なきゃ──』

　そして。

　一瞬の音声的空白の後……

　がたんっ！　ばったーんっ！

　がっしゃああああああああんっ！

　何者かが膝ひざを折って倒たおれる音と、盛大な破は壊かい音が再生されて……

　しーん……

　静せい寂じやく。それ以降、音声再生機からは何も再生されることはなかった。

「……………………」

　しばらくの間、ジェシカはまるで彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくして、呆ぼう然ぜんと沈ちん黙もくした音声再生機を眺ながめるしかなく。

　やがて、徐じよ々じよにジェシカの時が動き出し……我われに返っていき……

　そして。

「セシリアぁあああああーーッ!?」

　真夜中のヘステイア施せ療りよう院いんに、娘の名を呼ぶジェシカの悲痛な叫びが木霊こだまするのであった──




「なぁんで、俺がこんな目に……」

　アルザーノ帝国魔術学院にて。

　今日も今日とて色々あり、全身ズタボロになったグレン。

「ふふっ、今日も一段と手て酷ひどくぼろぼろになってしまいましたね……」

　そんなグレンの手を引いて歩く娘の名は、セシリア＝ヘステイア。

　歳は十九。線の細い、精せい緻ちに整った顔立ち。抱だきしめれば折れてしまいそうなほど、華きや奢しやで嫋たおやかな身体つき。足下まで届きそうなプラチナブロンドを緩ゆるく三つ編みにし、丈たけ長ながの白い法衣を身に纏まとった、儚はかなげな印象の娘だ。

　派手なセリカとはまた違ちがった方向性の美人であり、学院の誰もが認める、法医術のエキスパートであった。

「白しろ猫ねこのやつも、何もあそこまで怒おこらんでも……ぶつぶつ……」

「さぁさぁ、お入りくださいな、グレン先生」

　ふて腐くされたグレンを、セシリアは学院の医務室内へと誘いざなう。

　白一色で統一された清潔感のあるこの部屋が彼女の職場だ。彼女はここに常勤する法医師なのである。

「でも、セシリア先生……本当にいいんすか？　この程度の怪け我がだったら、俺、自分でも治せ……」

「ダメですよ」

　めっ！　と聞き分けのない子供を𠮟しかるように、セシリアが指を立てる。

「適当な処置で、痕あとが残ったらどうするんですか？　こういうことは、ちゃんと専門家に任せてくださいな」

　にこやかに笑うセシリア。
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　グレンとは同い年の同どう僚りようなのだが、普ふ段だんから何かと世話になっていることもあり、グレンはこのセシリアにだけはどうにも頭が上がらない。

「ま、まぁ……セシリア先生がそこまで言うなら……その、すまねっす」

「ふふっ、どうかお気になさらず。これが私の仕事ですから」

　こうして、セシリアはグレンを医務室内のベッドに腰こしかけさせると、てきぱきと治ち療りようを開始する。

　脱だつ脂し綿めんと消毒液を使って、丁てい寧ねいにグレンの全身の傷を消毒していき……

「うーん、この程度の傷なら……でも軽い火傷やけどもあるし……うん、治ち癒ゆの軟なん膏こうはステーロ霊れい薬やくを使いますね」

　小こ瓶びんから白い軟膏を、指ですくい取り、グレンの身体に塗ぬりつけていく。

　近代の法医呪文ヒーラー・スペルは、基本的に『対象の自己治癒能力を増ぞう幅ふくさせて、傷を癒いやす』という方式が主流だ。

　だが、その行こう為いは人体に異常な生命活動を促そく進しんさせるもので、被ひ施術者の身体からだには多大なる負担がかかってしまう。欠損や骨折など、ただ闇やみ雲くもに法医呪文ヒーラー・スペルをかけるだけでは、後こう遺い症しようが残ってしまうケースも多い。

　そこで、法医呪文ヒーラー・スペルの施術の際に、適切な前処理や、外科的処置、治癒補助薬の選せん択たくや調合などに長たけた専門家がいれば、治癒効率は格段に増し、身体の負担は極限まで軽減される。

　それが、魔ま術じゆつの中でも特に法医系の魔術に特化した術者達……法医師だ。

「《慈じ愛あいの天使よ・彼かの者に安らぎを・救いの御み手てを》」

　前処理を終えたセシリアが、粛しゆく々しゆくと呪文を唱える。暖かな光がグレンの身体を伝い──傷はあっという間に、綺き麗れいに治癒されていた。

「はい、終わりました」

　グレンの身体に残る余った軟膏を拭ふき取りながら、セシリアが笑う。

「ひゅう！　一瞬っすか……相変わらず、凄すさまじい腕うでっすね」

　普段、滅めつ多たに他人など褒ほめないグレンですら素す直なおに賞賛せざるを得ない、セシリアの卓たく越えつした技量だった。

「どうですか？　どこかおかしいところとか、ありますか？」

「いや……まったく。むしろ、前より身体の調子が良いくらいだ」

　無論、グレンもこの程度の怪我の治療は、自前の法医呪文ヒーラー・スペルで可能だ。

　だが、それなりに時間はかかるし、二、三日は皮ひ膚ふが引きつれたような違い和わ感かんが肌はだに残ってしまうものだ。

　法医術に関しては、ルミアもかなりいい線は行っているが、やはりセシリアにはまだ遠く及およばない。

「いやぁ、流石さすがはセシリア先生──」

　グレンが笑え顔がおで、心からセシリアを褒め称たたえようとした……その時だ。

「ごえぶほっ!?」

　突とつ如じよ、微笑ほほえむセシリアが吐血し──

　びしゃあっ！

　グレンの顔が真っ赤に染まる。

「せっ、セシリア先生ーーッ!?　ああもうっ！　これさえなけりゃあなぁああああああーーッ!?」

　グレンが頭を抱かかえながら、ぐらりと倒れるセシリアを介かい抱ほうする。

　卓越した法医術の技量を持つセシリア。その唯ゆい一いつにして最大の弱点は……極度の虚きよ弱じやく・病弱体質によって、些さ細さいなことで発作を起こし、喀かつ血けつして倒れてしまうということだった……

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……です……ちょっと、疲つかれただけ……ですから……」

　グレンの腕の中で白目を剝むいて、がくがくと震ふるえるセシリア。

「疲れただけで吐血してりゃ、世話ねっすよ!?　ああもうっ！　だ、誰だれか法医師の先生を呼べーーッ!?」

「はい……わ、私です……」

「そうだった!?」

　どうすりゃいいのよ!?　グレンが頭を抱えたくなった……その時だ。

　ばぁんっ！

　医務室の扉とびらが乱暴に開かれ、一人の女性が突然、姿を現していた。

　四十代半ばくらいの女性だ。眼鏡めがね越ごしの瞳ひとみは非常に理知的で鋭するどい。歳としを経たせいで、目め尻じりや口元に小じわも目立つが、若い頃ころは相当の美女だったであろうことが容易に窺うかがえる容姿だ。そして、何よりも特筆すべきことは……

「あ、あれ……？」

　グレンが腕の中のセシリアと女性を交こう互ごに見比べる。どこをどう見ても、女性にセシリアの面おも影かげがある。

「ひょっとして、アンタ……？」

　そんな予感を裏付けるように……

「お、お母さん……？　どうして……こんな所……に……？」

　セシリアが驚おどろきの表情で、そう呟つぶやいていた。

「まったく……貴女あなたって子は……」

　その女性──セシリアの実母ジェシカは、呆あきれたようにため息を吐つくのであった。




　ややあって。

「さ、流石、お母さん……凄すごい」

「う、上には上がいるんだな……」

　医務室では、すっかり元気になったセシリアが目を瞬またたかせ、グレンが口をあんぐりさせていた。

　あれから、ジェシカがセシリアに注射器で何らかの薬を打ち、ぼそりと一言呪じゆ文もんを唱えると、セシリアの体調はあっという間に回復したのである。

　セシリアの腕前が温ぬるく思えてしまうほど、ジェシカの法医術は懸けん絶ぜつしていたのだ。

「さて、落ち着いたところで、本題に入りましょう」

　ジェシカは懐ふところから小さな魔ま晶しよう石せきを一つ取り出すと、それをセシリアへと突つきつける。

「これは一体、どういうこと？　セシリア。説明してちょうだい」

「……？」

　当初、セシリアは何のことかわからず、小首を傾かしげるが……

「あ」

　やがて何かに気付いたように、笑顔のまま、額に脂あぶら汗あせを浮うかべた。

「ひょ……ひょっとして……いつものアレ……間違えて再収録前のものを、送っちゃってました……？」

「はぁ～～……」

　もの凄く大きなため息と共に、ジェシカは眼鏡を押し上げた。

「貴女の身体の弱さは生まれつきだけど……悪化してるわよね？」

「だ、大丈夫です、お母さんっ！　あの時の発ほつ作さ、実は普段と比べたら軽い方で……」

「軽いの？　……あれで？」

　眼鏡の奥で、ジェシカの瞳がさらに鋭さを増す。

「……あ、あぅ……」

　墓ぼ穴けつを掘ほってしまったセシリアが縮こまる。

　しばらくの間、医務室に重苦しい沈ちん黙もくが流れ……やがて。

「実家に戻もどりなさい、セシリア」

　ジェシカは淡たん々たんと告げていた。

　その言葉にびくりと、セシリアが身体を震わせる。

「やっぱり、こんな仕事、貴女には無理よ。実家に戻りなさい。貴女は身体に無理のない範はん囲いで、私の助手をしていれば、それでいいわ」

「そ、そんな……」

　だが、普段は少しふわふわしたところがあるセシリアが、珍めずらしく鬼き気き迫せまる表情でジェシカに詰つめ寄る。

「ダメです、そんなの！　私には夢があるんです！」

「夢のために寿じゆ命みようを縮めていたら、世話ないわね」

「そ、それでも、私は……ッ！」

　そして、セシリアはグレンへと縋すがるような目を向けた。

「そうだ、グレン先生からも、お母さんに何か言ってあげてください！」

「……わかりました。第三者としての率そつ直ちよくな意見を言わせてもらうぜ」

　そして、グレンは真しん摯しな表情で、セシリアに向き直ると、その細い両りよう肩かたに手を置き、言った。

「わりとマジで、実家、帰ったほうがいいと思います」

「ひどいですっ!?」

　がーん、と涙なみだ目めになるセシリアであった。

　そんなこんなで話は平行線。

　実家に戻れと主張するジェシカ。

　学院に居たいと主張するセシリア。

　そんな二人の激しい口論は両者一歩も譲ゆずらず、延々と続いていき……

「まぁ、言って聞かないのはわかっていたわ。貴女、私と似て、どこか頑がん固こなところがあるし……」

　ジェシカが根負けしたように、嘆たん息そくしていた。

「〝そうですね。そっくりかも〟」

「というわけで、条件よ。私は今日一日、貴女の傍かたわらで、貴女の仕事ぶりを監かん視しさせてもらうわ」

「〝お母さんが……？〟」

「それで、貴女が本当にこの学院の法医師として何も問題がないのなら、私はもう何も言わないわ。でも、もし問題があるのなら……貴女は夢を諦あきらめて、大人しく家に戻りなさい。いい？」

「〝わかりました。今日一日、私に問題がないことを証明してみせます〟」

「……本当に頑固なんだから」

　ジェシカはそんなセシリアを、呆れたようにちらりと流し見て……

「ま、こうして口論しているだけで、貧ひん血けつで倒たおれて口もきけなくなるような貴女にはとても無理だと思うけど」

「えーと、なになに……〝言わないでください〟……だ、そうです」

　ベッドでぐったりと倒れているセシリアに耳を寄せ、今の今までセシリアのか細い呟きを代弁していたグレンが、呻うめくように言った。

「うーん……こりゃ駄だ目めかも……」

　グレンもため息を吐くのであった。




　──というわけで。

　晴れた午後の空。暖かな日差し。

「セシリア先生、大丈夫ですか？」

「その、お話は聞きましたけど、あまり無理をなさらないほうが……」

　学院敷しき地ち内の魔術競技場へと向かう生徒達の流れの中に、グレン、システィーナ、ルミア、リィエルといった、いつもの面々と……

「大丈夫です。けほっ……ここで退ひくわけにはいきません。それに、これは私の仕事ですから……こほっ……」

　休んで、何とか歩ける程度には回復したセシリアの姿があった。

「次のグレン先生の授業は、魔術戦教練ですよね？　もっとも生徒達が怪け我がをする可能性が高い授業です。法医師が立ち会った方が安心ですよね？」

「まぁ、そりゃそうだけど……わざわざ自分を追い込まなくても……せめて大人しく医務室で座ってりゃ……」

　グレンが後方を振ふり返れば……

「…………」

　少し離はなれた場所で、ジェシカがぴったりとつけてきており、氷のような目で、セシリアを観察していた。

（明日をもしれない病弱なセシリア先生を実家へ連れ戻す……まぁ、母親としちゃ、当然の対処なんだろうな）

　何分、セシリアの将来（主に寿命的な意味で）にも関かかわるので、グレンも下へ手たなことは言えない。

　どうしたものかと悩なやんでいると。

「お願いします、グレン先生……ご迷めい惑わくかと思いますが、どうか私に力を貸してください……けほっ、こほっ」

　歩きながら、もう咳せき込み始めたセシリアが、そんなことを懇こん願がんしてくる。

「私……どうしても、この仕事を続けたいんです……」

「どうしてそこまで……？」

「……夢があるんです」

　くすり、と笑ってセシリアが答えた。

「以前、私、教師になりたかったと言いましたが……実はもう一つ大切な夢があるんです……」

「夢……っすか」

「はい……グレン先生は、今の帝てい国こくの法医治ち療りようの現場はご存じですか？」

「ええ、そりゃ、まぁ……」

　率直に言えば。法医治療は一いつ般ぱん的には普ふ及きゆうしていない。

　この国では、基本的に魔術の恩おん恵けいを受けられるのは魔術師だけであり、魔術と無む縁えんな一般人は、なかなかその恩恵が受けられないようになっている。

「魔術師ではない一般の人が法医治療を受けるには、法外なお金を払はらって個別に魔術師を雇やとうしかありません。それができるのはほんの一部の特権階級の方だけです」

「まぁな。法医系の魔術も元々、軍用魔術の一種だからな……」

　戦場で傷ついた兵士を、いかにいち早く使い物になるようにするか……それが法医術の始まりだ。結局、グレンが忌いみ嫌きらう、人を殺すための魔術なのだ。

「私の実家のヘステイア家は、公的な立場で法医治療を、一般の方々へ施せ術じゆつすることを許されている数少ない例外中の例外です。ヘステイア家は元々、法医術研究の大家であり、研究を進める過程で、施術対象の患かん者じやはどうしても必要になるので……」

　複雑な表情で続けるセシリア。

「そんな私の家でも、患者にいちいち守秘義務を守らせるための各種書類手続きや、一般医の紹しよう介かい文ぶんが必要だったり、それなりに高額の治療費がかかったり……法医治療を受けるハードルは、とても高いんです」

「…………」

「私が子供の頃ころ、お母さんはいつも嘆なげいていました……誰だれもが平等に、手軽に法医治療を受けられる『法医院』制度さえあれば……もっと多くの人々を救えたのにって……」

　そして、セシリアは空を見上げる。

　遠く眩まぶしい瞳ひとみで──

「私も、もっと多くの人を救いたい……お母さんの願いを叶かなえたい……だから、私はいつか、この国に『法医院』制度を作りたいと考えています」

「……ッ!?」

「もちろん、私は法医術の師し匠しようとしてお母さんを尊敬していますが……でも、実家に引きこもって、ただ法医術の研けん鑽さんを積むだけでは、この国に『法医院』制度を作るなんて、絶対に不可能なことです」

　細くも、強い意志が灯ともった声で。

「ここなら……アルザーノ帝国魔ま術じゆつ学院でなら……法医術の研鑽をしつつも、魔術に関する法律など、様々なことを学ぶことができます。講演会などを通して、私の考えを多くの生徒達に伝えることができます。魔術師としての位階が上がれば、魔術学会で様々な有力者に接せつ触しよくすることや影えい響きよう力を持つこともできます。そう、ここなら……」

　ここまで熱っぽく語って、セシリアは急に気き恥はずかしくなったのか、誤ご魔ま化かすように、くすくすと笑った。

「あ、あはは……なぁんて？　世間知らずな小こ娘むすめの大それた夢物語……病弱な自分一人の面めん倒どうすら見きれていないのに……グレン先生は、きっとそう笑われると思いますが……」

「……笑うわけねえじゃねっすか」

　グレンはそんなセシリアへ、穏おだやかで力強い笑えみを浮うかべていた。

「正直、立派だ。一見、輝かがやかしく見えるだけの幻げん日じつをなんとなく追いかけていた俺なんかと違ちがう……セシリア先生が信じて歩む道の先には、眩しい太陽のような意志を感じるぜ……」

「そうですよ、私も応おう援えんします！」

「はい！　頑がん張ばってください！」

　システィーナもルミアも、興奮気味に、セシリアを讃たたえる。

「そ、そんな……私なんて……」

　頰ほおに手を当て、赤くなるセシリア。

　そして……

「…………」

　そんなセシリアの背中を、遠くからジェシカが無言で見つめている。

「とにかくそういうことなら、わかったぜ、セシリア先生。アンタがカーチャンのお眼鏡めがねに適かなうよう、今日一日は俺達も全力で、セシリア先生のフォローに回らせてもらうぜ！　な？　いいだろ？　白猫、ルミア」

「もちろんよ！」

「はい。セシリア先生……私達、一いつ生しよう懸けん命めい、お手伝いしますので、何でも言ってくださいね？」

　快く応じるシスティーナ達に、セシリアが感極きわまって涙ぐんでいく。

　そして、セシリアは胸むな元もとで祈いのるように手を組んで──

「けほっ……ありがとう、皆みなさん……私、とても嬉うれしいです……」

　守ってあげたいこの笑顔であった──

「せ、セシリア先生、血、血……」

　──口の端はしから血が伝っていなければ、だが。

（しっかしまぁ、セシリア先生といい、白猫といい、ルミアといい……どうして俺の周りにはこう、信念持った、強く聡そう明めいな女が多いのかねぇ？）

　とりあえず、現実から目を背そむけ、グレンが苦笑いしていると……

「ん。……わかった。わたしもセシリアを助ける」

　リィエルがいつの間にか、高速錬れん成せいした大たい剣けんを肩かたに担かついでいて……

「だから……ジェシカ？　を、やっつける。それで全部、解決……」

「いつも通りのアホなお前に、なんか凄すげぇ安心するけど、止やめろぉおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　ジェシカに向かってすたすた歩くリィエルの尻しつ尾ぽのような後ろ髪がみを、グレンは手を伸のばしてひっ摑つかみ引っ張り戻もどすのであった。




「というわけで、お前ら。今日の魔術戦教練には、特別にセシリア先生に立ち会っていただくことになったぞ」

「二年次生二組の皆さん、よろしくお願いしますね？」

「「「「うぉおおおおおーーッ！」」」」

　軽く会え釈しやくして挨あい拶さつするセシリアに、生徒達──特に男子生徒が沸わいた。

　学院内新聞部が定期的に行う各種学内ランキング、その中でも『守ってあげたい儚はかなげな美人ランキング』で常に首位を独走するセシリアは、当然、年頃の男子達にとっては憧あこがれの的だ。

「よっしゃ！　セシリア先生に看みてもらえるなんて、今日は怪我し放題じゃねえかっ！」

「むしろ、怪我したいっ！」

　いつものようにカッシュを筆頭に、男子生徒達がバカ騒さわぎを始め……

「そこ、男子、うるさいですわ！」

　そんな浅はかな男子達に、ウェンディ達が目くじらを立てるのであった。

「ったく、こいつらは……」

　グレンがため息を吐つく。

「あのな、お前らも知っての通りだが……セシリア先生は、その……あまり身体からだが丈じよう夫ぶなほうじゃない」

「うっ……そうでしたね……」

「あまり、セシリア先生に負担をかけないよう、お前らも怪我には十じゆう分ぶん、気をつけて練習に励はげむよう──」

　グレンがそこまで言いかけた……その時であった。

「いえ、それには及およびませんわ」

　口を挟はさむ者がいた。ジェシカだ。

「いついかなる時も、傷ついた者を、己おのが命に代えても癒いやす……それが法医師です。法医師の体調を、癒やされる側が気き遣づかう必要などありません。その覚かく悟ごがないなら、最初から法医師になどなるべきではない……」

　淡たん々たんと述べるジェシカが冷ややかな目で、セシリアを流し見る。

「……ですよね？　セシリア先生」

　ざわざわ……

　ジェシカの突つき放すような冷たい物言いに、生徒達が困惑する中で。

「……はい」

　覚悟の瞳で、セシリアが頷うなずく。

「法医師は元々、戦場で兵士達と命運を共にする者です。最前線で命を懸かけて戦う代わりに、傷ついた兵士を一人でも多く癒やすことに命を費ついやす義務がある……貴女あなたにそう教わりました、お母さ……いえ、ジェシカ先生」

「いい返事ね。貴女のお手並み、期待しているわ」

　どこか挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべ、ジェシカは髪を搔かき上げるのであった。

「誰だろ、あの人……？　まさか、セシリア先生のお袋ふくろさんか……？」

「ほんわかしているセシリア先生と違って、なんかこう……見つめられるだけで、ゾクゾクするっていうか……」

「熟年の色気っつーか……美魔女ってあんなのかな……？」

「うふふ……ドＳ熟女もいいよね……ハァ……ハァ……結けつ婚こんしたい……」

「帰ってこい、ルーゼルぅううううううううううううーーッ!?」

　そんなバカ騒ぎしている生徒一同を尻しり目めに……

「セシリア先生……どうする？　ジェシカさん、完全にアンタを潰つぶしに来てるぜ？」

　グレンが苦い顔で、セシリアに耳打ちする。

「けど、お母さんが言っていることは事実です。この程度、乗り越こえられないようなら、法医師になんて……」

「セシリア先生……」

「大丈夫です、グレン先生。私……頑張ります」

　セシリアは朗ほがらかに笑った。

「今日は、私の法医師としての力をお母さんに証明するために……精せい一いつ杯ぱい、頑張ります！　この授業で傷ついた生徒達を皆、癒やしてみせます……この身が真っ白に燃え尽つきるまで！」

　グレンはセシリアの目を見る。その目は穏やかだが、揺ゆるぎない決意と信念に満ちている。

「わかりましたよ……セシリア先生がそこまでの覚悟なら、俺からはもう何も言いません」

「グレン先生……」

「月並みな言い方しかできねーけど……最後まで頑張ってください」

「はい！」

　グレンの激げき励れいに、セシリアは力強く応こたえるのであった。




　魔術戦教練の授業が始まる。

　本日は、一対一の決けつ闘とう戦を中心とした魔術戦の訓練だ。

　真理探究の手段とは言っても、魔術というものが、闘争と共に発展してきたのは紛まぎれもない事実。その辺は科学技術と変わらない。

　魔術自体が争いごと、厄やつ介かいごとを引きつける一種の運命的な重力であるのは誰だれも否定できない。ゆえに、戦いは苦手でも『魔術師の戦い方』は最低限、知っておかないといけない……そのための授業なのだが……

「よっしゃ！　勝ったぁーッ!?」

「ち、畜ちく生しようっ!?　も、もう一度だ、もう一度！　次こそはーーッ！」

　強さに憧れる若い生徒達にとっては、特に抵てい抗こうがないようであった。

　争いが苦手な一部の生徒達は、苦手な生徒同士で相手が怪け我がしないよう、おっかなびっくり手合わせしているが……多くの生徒達が、ここぞとばかりに魔術戦の勝負に熱中している。

「だからもうっ！　勝ち負けも大切だけど、それ以上に大切なことがあるでしょ!?　自分がどうして勝ったのか、負けたのか、そこを考察して、魔術師としての知ち恵えを高め──」

「そんなことより、システィーナ！　勝負だ！　今日こそ、勝つ！」

「人の話、聞きなさーいっ！」

　システィーナが説教するも、燃える生徒達にはまったく届かない。

　そんな風に、生徒達が全力で練習するものだから……

「……よっしゃ！　ギイブルから初めて一本取ったぜっ!?」

「痛いつぅ……僕としたことが……ッ！」

　非殺傷系呪じゆ文もんのみの魔ま術じゆつ戦訓練でも、怪我人は出る時は出る。

「って、おい!?　大丈夫か!?」

「ふん……問題ない。君の【ゲイル・ブロウ】で吹ふき飛ばされた時に、受け身を取り損そこなっただけだよ」

　かがみ込んで右足首を押さえ、悔くやしげに顔をしかめるギイブルに、カッシュが心配そうに駆かけ寄った。

「この程度……《天使の施──》」

　忌いま々いましそうに、ギイブルが法医呪文ヒーラー・スペルを口走ろうとすると。

「駄だ目めです」

　ささっと、セシリアがやってきて、ギイブルの口を、めっ！　と人差し指で封ふうじていた。

「そんな適当な処置をしてはダメですよ？　どうか私に任せてくださいな」

「なっ──ッ!?」

　思わず、ばっと、セシリアから離はなれるギイブル。

「ほ、放ほうっておいてください！　この程度の怪我なら僕一人で──」

「確かに痛みは引きますが、捻ひねったそこはクセになっています。同じ怪我を何度も繰くり返す羽目になりますよ？」

「う……」

　言葉に詰つまるギイブルを尻目に、セシリアはしめやかな手つきでギイブルの靴くつを脱ぬがせ、冷気の呪文で少し腫はれた足首の患かん部ぶを冷やしつつ、しっかりとテーピングをしていく。

「ふふっ、貴方あなたがこの授業での、私の最初の患者さんです」

「……悪かったですね……」

　表情こそ憮ぶ然ぜんとしているが、いつも口を開けば皮肉ばかりのギイブルも、この時ばかりは借りてきた猫ねこのように大人しい。

　そして──

「《慈じ愛あいの天使よ・彼かの者に安らぎを・救いの御み手てを》──」

　セシリアが丁てい寧ねいに法医呪文ヒーラー・スペルを唱えると、ギイブルの足の腫れは、あっという間に引いていった。

「……ッ!?」

「こんな短時間で……すげぇ……」

　自分達とは次元の違ちがう、セシリアの法医術の腕うで前まえに、ギイブルもカッシュも目を見開く。

「そのテーピングはしばらく外さないでくださいね？　大丈夫、動きを妨さまたげないように巻いてありますから。無理はしないでくださいね？」

　にっこりと笑うセシリア。

「……あ、ありがとう……ござい……ました……」

　ギイブルはセシリアを見もせず、ぼそぼそとお礼を一方的に呟つぶやき、カッシュと一いつ緒しよにそそくさと去っていく。

「おい、ギイブル……お前、なんか顔、赤くね？　……はっは～ん？　お前って、ひょっとして、ああいう年上のお姉さんが好みかぁ～？」

「う、うるさい！　誰がッ!?　それよりも次の試合だッ！　さっきみたいなラッキーはもうないからなっ！」

　そんなやりとりと共に去っていく二人の背中を、セシリアは微笑ほほえましく見送って……

　がぁくりっ！　突とつ然ぜん、膝ひざを折って、その場にくずおれていた。

「……どうやら……私はここまでのようです……」

「せ、セシリア先生ーーッ!?」

　慌あわててグレンが、真っ白になったセシリアを助け起こす。

　その白目を剝むいた虚きよ脱だつ的な表情は色々とアレで、口から霊れい魂こんが抜ぬけ出ているかのように幻げん視しされるほどだ。

「……燃え尽きました……」

「ちょ──限界、早い!?　早すぎるよ!?　まだ授業開始十分、一人目の患者でしょ!?」

「やっぱり……医務室を出て、強い日差しの下、ここまではるばる歩いてきたダメージが……ぼでぃーぶろーのように……」

「虚弱にもほどがある!?」

　グレンがちらりと後方を見る。

（やべ、ジェシカさん、見てる……めっちゃ見てらっしゃる──ッ!?）

　腕組みして冷ややかな視線を送ってくるジェシカに──

「立ちくらみ！　ただの立ちくらみだから、大丈夫ですよぉーーッ!?」

　聞かれもしないのに、グレンは焦あせって弁明の大声を上げていた。

「で、でもどうする!?　どこをどう見ても、これ、もう瀕ひん死しじゃねーか……こんな状態で法医師として授業に立ち会うなんて無理……」

　と、その時だ。

「グレン先生……こうなったら最後の手段……げほごほっ……か、鞄かばんを……私の鞄を……中から小こ瓶びんを……」

「鞄？　小瓶？」

　グレンは、セシリアの傍かたわらに置いてあった鞄を開く。中には、いかにも怪あやしい色合いの液体が詰まった小瓶が、ぎっちりと入っていた。

「こ、これは……？」

「じ、滋じ養よう強きよう壮そう剤ざいとか……栄養剤とか……高こう揚よう剤とか、興奮剤とか……とにかく色々混ぜて……私が魔術薬学の知識を総動員して作った……特製ポーション……それを……私に……」

　グレンが脂あぶら汗あせを垂らしながら、その謎なぞポーションを見つめる。

「効能は？」

「……元気が出ます」

「絶対、ヤバい系の薬ですよね？」

「……ヤバいです」
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　何とも言えない沈ちん黙もくが、二人の間を支配する。

「いやいや……無理でしょ……」

　グレンは頭かぶりを振ふって、鞄を閉じかけるが……

「お、お願いします、先生……ッ！」

　セシリアが震ふるえる手でグレンの手を摑つかみ、涙なみだを浮うかべて訴うつたえかける。

「わ、私……夢を……諦あきらめたく……ないんです……ッ！　お母さんに……一人前だと……認めて欲しいんです……だから……ッ!?」

　意識は朦もう朧ろうとしているようだが、その目には確かな強い意志がある。

　何者にも冒おかされない、眩まばゆき魂たましいの輝かがやき……太陽の意志だ。

（ったく……俺の周囲に居る女達は、皆みんな、強すぎるぜ……）

　そんなセシリアに、グレンも観念したように嘆たん息そくする。

「……わかりました。今から、貴女あなたにこの薬を飲ませますから」

「ありがとう……ございます……」

「死なないでくださいよ……？」

　そうして、グレンはセシリアの細いあごをそっと摘つまみ上げ、その半開きの口に小瓶をつけ、不気味な液体をセシリアの喉のど奥おくに流し込んでいく……

「ごくっ、ごきゅっ……ごふっ!?　んんん～～ッ!?　おごぉおおおおおおおおおおーーッ!?」

　喉が灼やけ付くのか、匂においがキツいのか。セシリアのまなじりが引きちぎれんばかりに、カッと目が見開かれ、セシリアは悶もだえ苦しみながらも、薬を飲み下していき……

「た……耐たえてくれ……頑がん張ばってくれ……ッ！　セシリア先生ッ！」

　グレンが苦く悩のうと苦く渋じゆうに満ちた、祈いのるような表情で、セシリアに薬を飲ませていき……そして。

　がばっ！　薬を飲みきったセシリアが、いきなり立ち上がり……

「うはｗｗｗｗｗｗ漲みなぎってキたぜぇえええええーーッｗｗｗｗｗｗｗ」

　ＭＡＸハイテンションとなったセシリアが、真夏の太陽の如ごとき圧あつ倒とう的な熱量を保つ笑え顔がおで奇き声せいを上げていた。

「身体からだが軽いｗｗｗｗ私ｗｗｗｗもう何も怖こわくないｗｗｗｗｗｗ最高にハイってやつだぁーーッｗｗｗｗｗｗｗ」

「……アカン」

　頭を抱かかえるしかないグレンである。

　と、そこへ。

「あの、セシリア先生？　リンが向こうで怪け我がをして……って……」

　やってきたシスティーナが、セシリアの変へん貌ぼうぶりに啞あ然ぜんとし……

「おｋｗｗｗｗ把は握あくｗｗｗｗｗｗ事故は医務室で起きてるんじゃないｗｗｗｗｗｗ現場で起きてるんですｗｗｗｗｗウッヒョオオオオオーーッ!?」

　セシリアが、リンの方へ向かってすっ飛んでいく。虚弱体質なセシリアとは思えない、アグレッシブな動きだ。

「な、何アレ……？」

　頰ほおを引きつらせてどん引きのシスティーナに、グレンが無言で毒々しい薬瓶を見せる。それで何があったか、システィーナは大体察したようだ。

「ど、どうするんですか……？　このままじゃ、セシリア先生が……」

「どうにもこうにも。セシリア先生に引く気はねえんだ……だったら、あれ以上、このヤバい薬を使わせないようにするっきゃねえだろ……ッ！」

「そ、そんなこと言ったって!?　どうしても怪我人は──ッ！」

「だったら、怪我人をなるべく減らすまでだぁあああああああーーッ!?」

　グレンが鬼き気き迫せまる表情で、魔ま術じゆつ戦の訓練に励はげむ生徒達の群れへと突つっ込んでいく──




「《雷らい精せいの紫し電でんよ》ーーッ!?」

「うわ──ッ!?」

　ロッドが撃うった雷らい閃せんが、カイに直ちよく撃げきするその瞬しゆん間かん。

「危なぁああああああああいッ!?」

　グレンがカイを庇かばうように割って入り──

　バチバチバチバチーーッ!?

「ふんぎゃあああああーーッ!?」

　感電したグレンが、ばたーんと倒たおれ伏ふす。

「せ、先生!?」

「お、おーい、ロッドよ……熱くなりすぎだ……今の少々魔力込めすぎだぜ？　これじゃ喰くらったやつが、倒れたときに受け身取れねえぞ……？」

「あ、その……すんません……」

　ぺこり、とロッドが頭を下げた、その時だ。

「《大いなる風よ》ーーッ!?」

「きゃああああああーーッ!?」

　別の場所で、ウェンディが虚こ空くうに大きく吹ふき飛ばされているのが見えて──

「さ・せ・る・かぁあああああああああああああああああああーーッ!?」

　グレンが白魔【フィジカル・ブースト】を魔力全開にし、空を舞まうウェンディを猛もう速度で追いかけ──

「うぉおおおおおおーーッ!?　ファイトぉおおお一発ぅうううッ!?」

　空中でウェンディをお姫ひめ様さま抱だっこの形でキャッチ──そのまま地面に墜つい落らくし、ずざざざざーーっ！　とグレンがソリのように全身で滑すべっていく。

「ふっ……大だい丈じよう夫ぶか？」

「え、ええ……貴方あなたのおかげで擦すり傷一つありませんでしたけど……」

　グレンの腕うでの中で微かすかに頰を赤らめるウェンディを放置し──

「いかんッ！　あいつら冷気系呪じゆ文もんを使いすぎてるッ!?　あのままじゃ凍とう傷しようになっちまうッ！　さらばっ！」

　グレンがさらに、怪我人が出そうな場所へ突とつ進しんしていく。

「うおおおおおおおおーーッ!?」

　広い競技場のあちこちを走り回り、極力怪我人が出ないように、生徒達をフォローしまくるグレン。

　当然、グレンはその余波で、生傷だらけのズタボロになっていくが──

「《慈じ愛あいの天使よ・彼かの者に安らぎを・救いの御み手てを》ーーッ！　《慈愛の天使よ・彼の者に安らぎを・救いの御手を》ぉおおおおおおーーッ！」

　走り回りながら自分に法医呪文ヒーラー・スペルを叫さけびまくり、セシリアに法医呪文ヒーラー・スペルを使わせる暇ひまを与あたえない。

「せ、先生……」

「セシリア先生のために……」

　システィーナもルミアも、そんなグレンの姿に、涙を禁じ得ない。

　だが、そんなグレンの自己犠ぎ牲せい溢あふれる尽じん力りよくをもってしても、完全に怪我人を防ぐことはできないわけで──

「お前はもう……治っている」

　どーん！　世紀末覇は者しや的な風格で、妙みようなポーズを決めているセシリア。

「すっげえ!?　先生が指先で、ちょこんと触ふれただけで!?」

「流石さすが、セシリア先生!?」

「ちくしょおおおおーーッ！　間に合わなかったぁあああああーーッ！」

「さぁ、皆さん！　怪我をした人はどんどん来てくださいねっ！　むしろ、もっと怪我をしてくださいねっ！　あっひゃはははははははははーーッ！」

「お願いだから、セシリア先生、もう無む茶ちやしないでぇええええーーッ!?」

　グレンの必死のフォローも虚むなしく。

　そんなこんなで授業は続いて──




「傷つき彷徨さまよえる子羊達、私の下もとに参じなさい。私は全すべてを癒いやします。私はアルファであり、オメガです。最初であり、最後です。私は渇かわく者には命の水の泉から、値かなしに飲ませましょう──」（ごっきゅごっきゅ）

「セシリア先生、それもう飲んじゃダメぇええええええええーーッ!?」

　セシリアの例のヤバい薬の服用を止めることはできず──




　そして──




「これで、よしと……ふふ、気をつけてくださいね？」

「ありがとうございます、セシリア先生……」

　治ち療りようが終わった生徒がぺこりと頭を下げ、授業に戻もどっていく。

　そんな生徒の後ろ姿を、微笑ほほえましく見送るセシリアがいた。

「ふぅ……やっぱり、法医師の仕事って大変だなぁ……」

　セシリアが流石に疲ひ労ろうを感じ、額の汗あせを拭ぬぐって息を吐はくと。

「頑張っているわねぇ……セシリア」

　少ししわがれた女性の声が、セシリアの背後から聞こえてくる。

　思わずセシリアが振り返ると……

「おばあちゃん!?」

　そこには、優やさしげに微笑む老婦人が佇たたずんでいた。

「お母さんだけじゃなくて、おばあちゃんもこっちに来てたんだ！」

　大好きな祖母の姿を見た途と端たん、セシリアは嬉うれしそうに笑う。

「ふふふ……セシリア。ずっと見てたわよ、貴女の今日の頑張りを……」

「そ、そうなんだ……なんだか恥はずかしいです……」

「でもね、セシリア……私の可愛かわいい孫まご娘むすめ……焦あせらなくてもいいのよ？　ジェシカは私に似て頑がん固こだけど……いつかきっと、そうやって頑張る貴女を認めてくれるわ……」

「そう……でしょうか……？」

「ええ、そうよ。自分を信じなさい、セシリア……」

「はい……おばあちゃん」

　ジェシカ同様、超ちよう一流の法医師だった祖母。その祖母に褒ほめられ、セシリアは誇ほこらしさで胸が一いつ杯ぱいになるのだが……

「……ところでおばあちゃん」

「なんだい？　セシリア」

「どうして、おばあちゃんはこんな場所に居るの？　おばあちゃんは確か、五年前に亡なくなってしまって……」




「セシリア先生ーーッ!?　帰ってこぉおおおいッ!?」

　大の字になって地面に倒れているセシリアを抱き起こし、ぺちぺちと頰を張るグレン。

「……ぶつぶつ……おばあちゃん……私も……そっちに……ぶつぶつ……」

「一体、何を見ているんですか!?　そっち逝いっちゃだめですよッ!?」

　うわごとを繰くり返すセシリアへ必死に法医呪文ヒーラー・スペルをかけるルミア。

　集まった生徒達が、心配そうにセシリアを取り囲んでいると──

「──はっ!?　こ、ここは……？」

　セシリアが不意に目を覚ます。

「気がついた!?　よ、よかった！」

「……おばあちゃんが……私に……こっちに来るのはまだ早いって……」

「よくわからんけど、バーチャン、グッジョブッ！」

　しばらくの間、セシリアは朦もう朧ろうとしていて、状じよう況きようを把握できないようであったが、やがて、徐じよ々じよに自分が置かれている状況を把握していく。

「……そう……ですか……私……やっぱり、倒れてしまったんですね……」

「ええ、無理が祟たたったんですよ……」

「えと……その、授業はもう……？」

「ええ、終わりました」

　グレンが気まずそうに、告げる。

「そう……ですか……」

　そして、そんな無念そうに打ちひしがれているセシリアの背中に。

「決まりね。実家に戻る準備をしなさい、セシリア」

　ジェシカの容よう赦しやない、冷たい言葉が浴びせかけられる。

「各種手続きは私がやっておくわ」

「そんな、お母さん……私は……」

　セシリアが縋すがるような目を、ジェシカに向けるが……

「やっぱり、貴女あなたには無理よ」

　切り捨てるような断言に、セシリアは何も言えなくなってしまう。

「…………」

　実際に結果を出せなかったのだ。セシリアは呆ぼう然ぜんと俯うつむき、寂さびしそうに立ち尽つくすことしかできなかった。

　重苦しい沈ちん黙もくが、グレンや生徒達の間にのしかかる。

「え？　セシリア、居なくなっちゃうの？　なんか寂しい……」

　リィエルのぼそりとした呟つぶやきに、誰だれもが答えられない。

　そして、ジェシカがセシリアや生徒達を置いて、その場から颯さつ爽そうと立ち去りかけ……

　不意に、ジェシカが足を止めた。

「……う……ぐっ……ッ!?」

　見れば、ジェシカは震ふるえながら胸を押さえ……苦しげに顔を歪ゆがめている。その顔色はみるみるうちに青ざめ、いまや脂あぶら汗あせでびっしょりであった。

「ま……、さか……？」

「……お母さん？　どうしたの？」

　セシリアが様子のおかしいジェシカに、問いかけるが。

「い、いえ……なんでも……ないわ……ッ！」

　ジェシカは拒きよ絶ぜつするように頭を振ふり、そのまま立ち去ろうと、一歩、歩を進め……

「──か、……」

　ぐらり、とジェシカの身体からだは傾かしぎ……そのまま、地面にどさり、と倒たおれ伏ふしてしまった。

　どう見ても、ただ事ではなかった。

「きゃあああーーッ!?　お母さんっ!?　し、しっかりしてッ!?」

　母であり師し匠しようでもある人の、突然の容態の急変。取り乱したセシリアが慌あわててジェシカに駆かけ寄り、抱き起こすが、意識を失ったらしいジェシカからは何の反応もない。

「な、何やってるんすか、セシリア先生!?　ダメだろ、急きゆう患かんをそんなに揺ゆすったら──」

「お母さんっ！　お母さぁんっ!?」

　グレンの言葉が届かないのか、セシリアは頭を振って泣き叫ぶだけだ。

「くそ……今のセシリア先生はダメだ！　ルミア！」

「は、はいっ！」

　グレンの指示を受け、動どう揺ようして取り乱すセシリアの傍そばで、ルミアがジェシカの容態を看みる。

「どうだ!?　何かわかるか!?」

「凄すごい脈みやく拍はく数……熱も……それに、何か生体マナの流れが変……？　だ、ダメです……多分、ただの体調不良じゃない……ジェシカさん、元々何か悪い病気を患わずらっていたようです！」

「それじゃ……？」

「はい、私の手には負えません……負えるとしたら……」

　ちらりと、ルミアが隣となりを見る。

「あ……ああああ……そ、そんな……どうして……？　いや……いやだよ、お母さん……ッ！　目を開けてッ！」

　ルミアの視線のすぐ先には、涙なみだ目めで震えるセシリアがいる。

「で、でもこんな状態じゃ……」

「…………ッ！」

　しばらくの間、グレンは苦く悩のうに満ちた表情で、取り乱すセシリアを見つめていた。

　だが、やがて意を決したように、セシリアへと身を寄せ……

　そして──

「すまねえ、許してくれ」

　ぱちん！　その音に、周囲の不安げな生徒一同が息を吞のむ。

　苦く渋じゆうの決断。グレンがセシリアの頰ほおを軽く張っていたのだ。

「グレン……先生……？」

　我われに返ったセシリアが、呆あつ気けに取られたように、グレンを見つめる。

「……目は覚めたっすか？　取り乱してる場合じゃねえぜ、先生。ジェシカさん救えるのは、なんだかんだ、アンタしかいねえんだ」

「…………」

「アンタはもっと大勢の人を救いたいんだろ？　ここでお袋ふくろさん一人救えなくてどうすんだ？　大だい丈じよう夫ぶ、アンタならきっとできるはずだ！　俺達だってできることを手伝う！」

「そ、そうですよっ！」

　その言葉をシスティーナが受ける。

「もし、治療に儀ぎ式しき級の大だい魔ま術じゆつが必要なら、私達が魔力をセシリア先生に提供しますから！　ね、皆みんなっ！」

　システィーナが振り返れば──

「お、おうっ！　もちろんだぜ！」

　カッシュも。

「わたくし達、なんだかんだで、いつもセシリア先生にお世話になっていますから当然ですわ！」

　ウェンディも。

「やれやれ。やるなら、さっさとやった方がいいんじゃないですかね？」

　ギイブルも。

　その他ほか、クラスの生徒達全員が、力強くセシリアへと頷うなずいていた。

　それを呆然と見つめていたセシリアの瞳ひとみに、徐々に理性の光が戻もどる。

「……すみません、つい取り乱してしまいました。そうです、こういう人を一人でも多く救うために私は──」

　そして、一つ深呼吸して……

「今から、お母さんの法医診しん療りようを開始します……皆さん、どうか、お力を貸してください」

　セシリアは、自身の知識・技術を総動員し、ジェシカの身体を様々な魔術的検査を駆く使しして、調べていく。

　そして──




　──医務室にて。

「……う……ん……？」

　ベッド上に寝ねかされていたジェシカが……ゆっくりと目を覚ます。

「あっ！　気がついたんですね、お母さんっ！　良かった……」

　その傍かたわらで、じっと看病していたセシリアがほっと息を吐ついた。

　しばらくの間、ジェシカは放心していたが、やがて、状況を把は握あくし、のそのそと身を起こす。

「そう……私は倒れて……限界が来るのは、もう少し先の話だと思っていたけど……歳としね、私も……」

　ジェシカが物もの憂うげに息を吐く。

「魔術性疾しつ患かん『枯こ渇かつ症しよう』です……お母さん、働き過ぎですよ……」

　セシリアがジェシカを気き遣づかうように病名をおずおずと告げた。

　ごく短期間で大量の魔術を行使すると起きる魔術性疾患に『マナ欠けつ乏ぼう症』というものがあるが、その『マナ欠乏症』になる寸前の魔力消費を、長期間恒こう常じよう的てきに繰り返すと、身体からマナが抜ぬけやすい体質……魔力が溜たまる霊れい的てきな器うつわたるエーテル体に、穴が空いたような状態となる。そうなると、何も魔術を使わなくても、ある時、突然、何の前まえ触ぶれもなく、身体からマナが急速に抜けていってしまうことがある。

　それが『枯渇症』。発症した場合、法医治ち療りようを迅じん速そくに受けなければ命に関かかわる、非常に重じゆう篤とくな疾患であった。

「妙みようね……『枯渇症』は滅めつ多たに発症しないけど、発症したら非常に厄やつ介かい……エーテル体に空いた霊的な穴を、心霊手術で塞ふさぎつつ、大量の魔力を補ほ充じゆうしなければならない……そんな高度な大儀式を、まさか貴女が……？」

「……はい」

　セシリアが静かに頷く。

「そう……腕うで、上げたのね……」

「私だけの力じゃありません。グレン先生やルミアさんが助手として力を貸してくれましたし……何より生徒さん達が皆、マナ欠乏症ぎりぎりまで、お母さんに魔力を提供してくれました」

「……随ずい分ぶんと信しん頼らいされているのね」

　ジェシカがセシリアを見る。セシリアの顔には色いろ濃こい疲ひ労ろうがあった。

　エーテル体を修しゆう繕ぜんするという儀式級の心霊手術を完かん遂すいしたのだ。セシリアが消しよう耗もうしきっているのは当然だ。

　そもそも大量の魔力を使用する大儀式魔術なのだ。一歩間ま違ちがえれば、セシリアの命だって危なかったはずだ。

　だが、心霊手術をやり遂とげたセシリアは──微笑ほほえんでいた。

　ジェシカが無事で良かった、と。目め尻じりに涙を浮うかべて喜んでいた。

（……私もそうだった。自分の手で誰かを救える……それがただ単純に嬉うれしかった……誰かを救えるなら、自分の命すら惜おしくなかった……）

　ジェシカはそんなセシリアの姿と在り方に、セシリアの法医師としての輝かがやきと、かつての自分の姿を、眩まぶしいほどに見た。

「……貴女、やっぱり私の若い頃ころにそっくりだわ。人を救うと向こう見ずだった頃の私に……」

「……え？」

　小首を傾げるセシリアに、ジェシカが淡たん々たんと言う。

「だからこそ、貴女は私の監かん視し下かに置きたかったのだけど……いいわ、セシリア。もう貴女の好きになさい。貴女の納なつ得とくのいく人生を歩みなさい……私もそうだったから。そう生きて後こう悔かいなどなかったから」

　言葉こそ淡々としたものであったが……ジェシカは微笑んでいた。

「お、お母さん？　それって……？」

「ええ。貴女を連れて帰るのは止やめたわ。貴女も一人前の大人なのだし、貴女の意思を尊重するわ。ここには貴女あなたを必要としている人達も多いみたいだし……ただ……」

　ふと、ジェシカは表情を陰かげらせて、懇こん願がんするような目をセシリアに向けて……

「身体を大切に……無む茶ちやだけはしないように……ね？　セシリア……」

　それは、今の今まで厳しい鉄の女を装よそおっていたジェシカの、初めての母親らしい表情であった。

「は、……はいっ！　お母さん……」

　セシリアは目尻に涙を浮かべて、頷くのであった。

　そんな母子達の様子を……

「はぁ～、一時はどうなるかと思ったが……どうやら丸く収まるようでなによりだぜ……」

「ええ、本当に……」

　部屋の隅すみで、グレンやシスティーナ達が、ほっとした表情で見守っている。

　そして、やがてジェシカとのやりとりを一通り終えたセシリアが、グレンの下もとへ嬉き々きとしてやってくる。

「グレン先生！　私、やりました！」

「ははは、よかったっすね」

　嬉しそうなセシリアの様子に、グレンも思わず表情を綻ほころばせる。

　高こう揚ようしているのか、セシリアは思わずグレンの手を両手で摑つかみ、ぶんぶんと上下に振ふって、はしゃいでいた。

「これも全部、グレン先生達のおかげです！　本当にありがとうございました！」

「いや、セシリア先生の力さ。俺達がやったことなんて些さ細さいな……」

「いえいえいえいえっ！　先生達がいなかったら──」

「こら、ダメだって、セシリア先生。あんまりはしゃぐと──」

　グレンが苦笑いで、はしゃぐセシリアに釘くぎを刺さそうとした──

　まさに、その瞬しゆん間かん。

「ごぶっはぁあああああーーッ!?」

　セシリアが盛せい大だいに血を吐はいて……

　ばしゃっ！　ビシャビシャ──ッ！

　グレンの顔を真っ赤に染め上げる。

　どうやら色々と限界らしかった。

「せ、セシリア先生ぇーーッ!?」

「……お、おばあちゃん……私、やりました……今、そっちに……」

「逝いっちゃダメぇえええーーッ!?」

　ばたんきゅー、と倒たおれるセシリア。

　感動の余よ韻いんは一転、てんやわんやの大おお騒さわぎとなるのであった。

「やっぱ、ダメかしらね、あの子」

　ジェシカはこめかみを押さえ、ため息を吐くのであった。



















　とある晴れた日。

　校舎外──アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院敷しき地ち内の、とある場所にて。

「──と、いうわけで、だ！」

　グレンが、その場に集合した二組クラスの生徒達へ言った。

「今日は『魔導探たん索さく術』の探索実習──お前らに、あの洞どう窟くつ遺い跡せきを探索調査してもらうっ！」

　グレンが指さす先には、苔こけ生むした岩いわ肌はだの崖がけの麓ふもとに大きくぽっかりと口を開けた人工洞窟の入り口があった。

　その洞窟は、アルザーノ帝国魔術学院がその敷地内で管理している古代遺跡の一つだ。

「古代の超ちよう魔法文明……その古代魔術エインシヤントや魔法遺産アーテイフアクトに関する調査・研究は『魔導考古学』と呼ばれ、魔術の発展と真理の探究を志す魔術師達にとって欠かせない永遠のテーマの一つだ！」

　グレンのどこか熱っぽい演説が、森の中に木霊こだまする。

「だが、古代の研究という性質上、『魔導考古学』を研究するなら、自分の足で古代遺跡に潜もぐらなきゃならねえ」

　だがな、と。グレンはやや表情を険しくして、さらに言葉を続けた。

「未み踏とうの地、獰どう猛もうな魔ま獣じゆう、行く手を阻はばむ仕し掛かけや罠わな、惑まどわす迷めい宮きゆう……遺跡探索ってのは、お前らの想像以上に危険がつきものだ。探索に挑いどむ魔術師はそれらへの対処法を熟知していなければならない」

　遺跡探索に必要な道具と物資を詰つめた背はい囊のうを背負った生徒達は、皆みな一様にやや緊きん張ちようした面おも持もちで、グレンの言葉に耳を傾かたむけている。

「それだけじゃねえ。地図作製、照明の確保、周囲の索敵、罠や仕掛けの探知、碑ひ文ぶんの解読、そして戦せん闘とう……探索における魔術師の仕事、全部ひっくるめたものが『魔導探索術』だ。あらゆる魔術技能・知識が試ためされる総合技術──まさに知ち恵え者しやとしての魔術師の力量が試されるってわけだ」

　生徒達を見回しながら、グレンがにやりと笑う。

「今日は『魔導探索術』を通して、お前らの魔術師としての実力向上を図はかる──そのための探索実習だ！　……何か質問は？」

　すると、生徒達の一人、柔やわらかな金きん髪ぱつが美しい、優やさしげな少女ルミアがおずおずと手を挙げた。

「あの、先生……この洞窟遺跡は本当に危なくないんですか？　未熟な私達でも大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　その点は他の生徒達の何人かも同じ思いだったらしく、うんうんとルミアの言葉に不安げに頷うなずいている。

「ふっ、大丈夫だ。この洞窟遺跡は元々、学院が生徒達の探索実習のために管理している訓練用の遺跡だ。命に関かかわるような危険なんて、万が一にもありえないから安心しろ」

「そうなんですか？　よかった」

　グレンの言葉に、ルミアが安あん堵どしたように息を吐つき、微笑む。

「また、以前みたいに変な事件が起きたらと思ったら、気が気じゃなくて」

「いや……あの『タウムの天文神しん殿でん』の一件は忘れろ……あんなこと、そうそうねーから。マジで」

　つい先月、とある遺跡探索中に起きた奇き妙みような事件を思い出し、遠い目をするグレンであった。

「と、とにかくだ！　お前らは事前に打ち合わせたパーティーで、あの洞窟遺跡内を自身の判断と裁量で探索するんだ！　いいな!?」

「「「「はーい」」」」

「そして、今回の探索実習のルールをもう一度確認するぞ！　パーティーごとに洞窟遺跡内を探索しつつ地図を作製し、洞窟内の各チェックポイントを探して回り、ゴール地点を目指すこと！　そして、何より忘れちゃならない重要なことは、もし洞窟内で『黄金苔』を発見したら、それを忘れずに採集・回収することだ！」

『黄金苔』とは魔法素材の一種だ。その名のとおり金色に光る苔であり、様々な魔術薬や魔術道具の材料になる貴重な素材であった。

「今回の実習授業の成績評価ポイントは以下の四つだ！　①作製した地図の精度！　②回ったチェックポイントの数！　③探索にかかった時間！　④『黄金苔』の採集量だ！　特に④！　④の『黄金苔』だぞ!?　とにかく『黄金苔』だからな!?　これが一番、得点配分高いからな!?　忘れるなよ!?」

　と、その時である。

「しつもーん」

　どこか猫ねこを想起させる銀髪の少女システィーナが、ジト目で手を挙げる。

「①から③まではいいとして……なんで④……『黄金苔』の回収にそこまで拘こだわるんですかー？」

　至し極ごく真っ当な疑問であった。

「確かにこの洞窟遺跡は定期的に『黄金苔』が発生することで有名ですけど……それにしたって①から③の探索技能配点より、④の『黄金苔』の採集配点が高くなるのは、なんか納なつ得とくできないんですけど」

　すると、グレンは露ろ骨こつにぎくりとして……

「ちょ、バカ!?　おま、そんなの決まってるだろ!?　え、ええと……うーんと……そ、そう、アレだっ！　『黄金苔』が発生するってことは、空気中の外界マナ濃のう度どが高い場所ってことだろ!?　つ、つまりそれを回収して分布データを集積なんかしちゃったりして、魔導演算器で回帰分ぶん析せき的な何かをすることによってだなーっ!?　遺跡内の霊脈レイ・ラインだか霊パ絡スだかの流れを、正確に算出するとかしないとか、そういう崇すう高こうで学究的な目的があって──」

　額から脂あぶら汗あせを滝たきのように流しながら、そんなことをまくし立てる。

「──つ、つまりだ！　俺はただ探索するだけのお前らと違ちがって、より高次元の魔術師的な見地からこの探索に向き合っているわけで──っ!?」

　だが、システィーナはそんなグレンを冷ややかに流し見て……

「そう言えば、先日の新聞で見ましたけど……今、魔術品市場では『黄金苔』が品しな薄うすで、その末まつ端たん取引価格が、えらーく高こう騰とうしてましたよね……？」

「ええええーーっ!?　うっそ、本当にーーっ!?　ぼ、ボクそんなの初めて知ったなぁーーっ!?」

「……まさかとは思いますが……私達を利用して『黄金苔』を集めて、売り捌さばくおつもりじゃ……？」

「さぁ、実習開始だッ！　実習開始ぃいいいいーーッ！　さっさとダンジョンに潜りたまえっ！　キミ達ぃっ！」

　キョドりながらグレンは、ぱんぱん！　と、手を打ち鳴らして強ごう引いんに話を打ち切り、生徒達を促うながす。

　当然、クラスの生徒達は皆、ジト目の呆あきれ顔だが……

「……グレン。『黄金苔』があると、嬉うれしいの？」

　ただ一人、事態を何も理解していない、青あお髪がみの小こ柄がらな少女リィエルが、きょとんとグレンを見つめ上げる。

「お、おう！　もちろんだ！　『黄金苔』がたーくさんあると、俺の懐ふところが温か──魔術研究が捗はかどるからなっ！」

「ん、わかった」

　声を裏返すグレンに、リィエルは無表情のままコクリと頷いた。

「わたしにはよくわからないけど……グレンのために、がんばって『黄金苔』集める」

「そ、そうかっ！　ふっ！　頑がん張ばれよ、リィエル！　期待してるぜっ！」

「……ん。任せて」

　よしよしと頭を撫なでられ、心なしか目を細めて嬉しそうなリィエル。

「悪い男に欺だまされて、貢みつがされる可か哀わい想そうな女の子の姿すぎる……」

　最も早はや、ため息を吐くしかないシスティーナであった。

「……リィエルは将来、変な男に欺されないように、絶対、私達が傍そばで見ててあげないといけないわね……」

「あ、あはは……」

　ジト目で呟つぶやくシスティーナに、さしものルミアも曖あい昧まいに笑うしかない。

「はぁ……いつものことですわ」

「まったく。どうでもいいですけど、もう潜っていいんですかね？」

「よっしゃあ！　『黄金苔』はともかく、冒ぼう険けんだぁあああああーーっ！」

「うう……緊張してきたよう……」

　ウェンディ、ギイブル、カッシュ、リンなどといった他の生徒達も、それぞれの思いを胸に抱いだきつつ……

「よっしゃ！　探索開始だ！　まずはカッシュがリーダーのＡ班行け！　その十分後に、ギイブルがリーダーのＢ班！　さらにその十分後にＣ班ってな感じに、どんどん行くぜ！」

　そんなこんなで、今回の遺跡探索実習の授業は始まるのであった。




　──そして。

　三、四人ずつのパーティーごとに、時間差で洞窟内へ続々と入っていく生徒達の様子を……

『…………』

　怪あやしい人ひと影かげが、遠くの岩いわ陰かげから密ひそかに窺うかがってほくそ笑えんでいたが……

　結局、グレン達は誰だれもその謎なぞの人影の存在に気付くことはなかった。




　──一方、洞窟内では。

「よっしゃーーっ！　最初にクリアするのは俺達のパーティーだーーっ！」

「なんの！　俺達だーーっ！」

　先行して洞窟内に進入したパーティーの生徒達が、血気に逸はやって猛もう然ぜんと探索を始めるが……

　それはすぐさま阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図へと変へん貌ぼうするのであった。

「ぎゃーーーーッ!?　魔力が吸われるぅううううううーーッ!?」

「ぐはっ……し、痺しびれ針が……」

「落とし穴ぁああああーーっ!?」

「ハァ……ハァ……俺が死んだら……俺の部屋のベッドの下にある書物を……何も言わずに処分してくれ……」

「ルーゼルぅううううううッ!?」

　無策で突つっ込んでいった生徒達は、たちまち洞どう窟くつ内に設置されている罠の洗礼を受けた。

　この洞窟遺い跡せきは生徒達の訓練用、この手の仕掛けは洞窟内の至る所に配置されているのだ。

「まったく……貴方あなた達は先生に習った探たん索さくの基本をもう忘れたの？」

　クラスメート達が死し屍し累るい々るいと倒たおれている傍を通りながら、システィーナがため息を吐いていた。

「あ、リィエル、そこ踏ふんじゃ駄だ目めよ……えーと、この反応は……多分、眠ねむりの魔術罠マジツク・トラツプがあるわ」

　システィーナ、ルミア、リィエル……いつもの三人娘むすめパーティーは、システィーナをリーダーに、探索魔術を振ふるいつつ、慎しん重ちように洞窟内を進む。

　かつん、かつん、かつん……

　洞窟内に、システィーナ達の足音が反はん響きようしていく。

　床ゆかや壁かべ、天てん井じようが立方体ブロックで敷しき詰つめられた洞窟内通路はほぼ真っ暗だ。その経路は複雑に入り組んでいて、まるで迷めい路ろのようになっている。

　丁てい字じ路ろを右に曲がり、階段を下り、小部屋を過よぎり……システィーナ達が手て探さぐりで探索を進めていると。

「ここは……？」

　ふと、違い和わ感かんを覚えたシスティーナが足を止めた。

　黒魔【トーチ・ライト】の光を灯ともした指先を、通路の先へと向ける。

　先方は、古代の壁へき画がが描えがかれた通路が真っ直すぐ延々と続いているようだ。深しん淵えんまで続いていそうなその直線通路には、まるで果てが見えない。

「どう？　システィ」

「……何か臭におうわね、この通路」

　測量魔術を使いながら丁てい寧ねいに地図を描いていたルミアの問いかけに、システィーナが神妙な顔で応じる。

　かりかり、かりかり……

　不意に、背後からそんな物音が聞こえ始める中で。

「まずは基本に立ち返りましょう」

「うん、そうだね」

　システィーナとルミアが手分けして、次々と探索系の呪じゆ文もんを唱える。

　黒魔【スペーシャル・パーセプション】。空間把は握あくの術。微び弱じやくな音波を放ち、その反響によって、ごく近きん距きよ離りの通路構造を魔術的に把握できる。

　黒魔【アキュレイト・スコープ】。遠えん隔かく視しの術。光を操作することで、視覚を遠方へ自在に伸のばせる。

　白魔【トラップ・サーチ】。罠わな探知の術。あらゆる罠は仕し掛かけ人の攻こう撃げき的悪意・害意が空間に残るため、それを拾うことで罠の存在を察知する……

　…………。

　かりかり、かり……

「……やっぱり空間が歪ゆがんでるわ。この先は無限ループよ。進んでも結局同じ場所に戻もどされるわ」

　システィーナは自分とルミアの魔術調査結果を合わせて、そう結論した。

「うーん……この先は順路じゃないのかな……？」

　ルミアはそう疑うが……

「ううん、この先に進めないのは構造的におかしいわ。チェックポイントの一つくらいはあってもいいはず」

　システィーナはルミアの地図とにらめっこしながらそう言った。

「ひょっとして……？」

　すると、少し閃ひらめいたシスティーナは黒魔【ディテクト・マジック】……魔力感知の呪文を唱えた。魔力痕こん跡せきを感知し、場に存在する魔術の力の有う無むを知ることができる術だ。

（……やっぱり、反応あったわ）

　システィーナは巧こう妙みように隠かくされた魔力痕跡の反応を注意深く辿たどり……近くの壁をゆっくりと手でなぞっていく。

　かりかり……かりかり……

　そして──

「……あった、これよ！」

　そこはただの壁画だが……検出した魔力の形から間違いない、そこには不可視の法ほう陣じんが描かれていたのだ。

「これが恐おそらく、無限ループを作り出している魔術罠マジツク・トラツプだわ！」

「じゃあ、それを解呪デイスペルすれば……？」

「ええ、この先に進めるわ！」

　罠を見破った喜びに、システィーナは嬉き々きとして、黒魔儀ぎ【イレイズ】で魔術罠マジツク・トラツプの解呪デイスペルを試みようとする。

　が──

（……待って。なんか……簡単すぎない？　こんなにあっさり……？）

「どうしたの？　システィ」

　不意に解呪作業の手を止めたシスティーナの横顔を、ルミアは不思議そうに見つめる。

（そもそも妙みようだわ。これじゃ罠の危険度が【トラップ・サーチ】の結果と微妙に合わない……ひょっとして……）

　すると、システィーナは解呪作業を取りやめ、白魔【センス・アップ】を唱え、身体からだの五感を研とぎ澄すました。

　頭上に？マークを浮うかべるルミアを他よ所そに、システィーナは聞き耳を立てながら、周囲の壁を叩たたいて、念入りに調べていき……

　かり……かりかりかり……

　──やがて。

「なるほど……こういうことね！」

　システィーナがとある壁を、ぐいっと力を込めて押すと。

　がちゃ……まるでその壁の一部が扉とびらのように割れて、押し開かれた。

「よしっ！」

　出現した新たな通路に、思わずガッツポーズするシスティーナ。

「やっぱり法陣の方はフェイクだったわ！　うわぁ、嫌いやらしい！　解呪デイスペルして突とつ破ぱしようとすればするほど、ドツボに嵌はまる仕掛けね！」

「隠し扉!?　すごい！　よくわかったね、システィ！」

「ふっふーん……伊だ達てにお祖じ父い様さまに鍛きたえられてないわ！　この程度の謎解き、どうってことないんだから！」

　ルミアが目を丸くして驚おどろき、システィーナが得意げに笑った。

「ふふっ、楽しそうだね、システィ」

「まあね！　『魔導探索術』は魔導考古学に必ひつ須す技能だし……こうしていると、なんかこう、夢に近付いてる気分になれるっていうか……」

　満まん更ざらでもなさそうにシスティーナが応じると、ルミアがにこやかに笑う。

「……先生に感謝しなきゃね？　先生はこの授業のために、何日も前から念入りに準備してたから」

　ルミアの言うとおり、なんだかんだで、グレンはこういう特とく殊しゆな授業では、生徒達が怪け我がや事故に巻き込まれないよう、ぶつくさ文句を言いながらも、いつも周しゆう到とうに前準備をするのである。今回のこの探索実習も例外ではない。

「そう言えば、先生……私達がこの探索に使用する物資集めやら、先生自らの事前探索やらで、ここ何日も家に帰ってないのよね……」

「そうだね」

「ま、まぁ、あいつの邪よこしまな目的はともかく……いつも私達のために一いつ生しよう懸けん命めいやってくれる点だけは……その……感謝してあげても……」

　システィーナがやや頰ほおを赤らめて、素す直なおに称しよう賛さんの言葉を口にしようとした……その時だ。

『うっひょーーッ!?　「黄金苔ごけ」がこぉおんなにぃいいいいいーーッ!?』

　ガリガリガリガリ──ッ！

　洞窟内のどこからか、そんなグレンの叫さけび声と、大はしゃぎで何かを削けずり取るような音が、反響してシスティーナ達の下もとへと響ひびいてくる。

　どうやら少しでも多くの『黄金苔』を集めるため、グレンもこの洞窟内に潜もぐってきているらしかった。

『ぎゃっはははははーーっ!?　こりゃあいつらが集める分まで合わせりゃ大もうけだぜぇええええーーッ！』

[image: ]

「前言撤てつ回かい！　まったくあいつったら、本当にロクでもないんだからっ！」

「あ、あはは……」

　かりかりかり……

「もうっ！　リィエルも、さっきからそんなにバカ正直に、『黄金苔』集めなくていいから！」

「……ん？　そうなの？」

　かり、かり、と。

　今の今までシスティーナ達の謎解きに我われ関せずだったリィエルが、きょとんと眠ねむたげな無表情を上げる。

　リィエルは周囲の壁かべや床ゆかに発生していた『黄金苔』を、せっせとナイフで削り取って瓶びんに採集していたのだ。

「そうなの！　あのおバカをつけあがらせちゃだめ！」

「ふふっ……リィエルったら、全身苔まみれだよ？」

「ん……」

　ルミアはリィエルを立たせ、手ぬぐいで拭ふいていく。

「よし！　とりあえず、この新しい通路の先を探たん索さくしてみよっか」

「うん、そうだね」

「……こけ。たくさん取れた」

　笑え顔がおで頷うなずくルミアと、どこか誇ほこらしげに瓶の中の『黄金苔』を見つめるリィエルを伴ともない、システィーナは新しい領域へと挑いどむのであった。




　そして──

「……な、なるほど……そういうことだったのですわね……ッ！」

　そんなシスティーナ達の様子を、後方の曲がり角から、ひっそりと窺うかがっていた者がいた。ウェンディである。

「くぅ……何度、解呪デイスペルしても無限ループにひっかかると思っていたら……隠し扉とは盲もう点てんでしたわっ！」

　ぜいぜいと肩かたで息をしているウェンディ。何度も何度も同じ場所を歩かされた彼女は疲つかれ切っていた。

「こうしてはいられませんわ！　テレサ！　セシルさんっ！　すぐにシスティーナ達の後を追い……」

　早さつ速そく、息巻きながらウェンディが後ろの仲間達を威い勢せい良く振ふり返る──

　──が。

「……あ、あれ……？」

　さっきまでそこにいたはずの、ウェンディのパーティーメンバーは……なぜか、そこにはいなかった。

「噓うそ……皆みなさんが消えた……？　一体どうして……？」

　突然の事態に、ウェンディが狼狽うろたえた……その時である。

　かつん……真っ暗くら闇やみの通路の先から……小さく足音がした。

「……え？」

　かつん、かつん、かつん……その足音は、闇の奥から、ゆっくりと確実に、ウェンディへと近付いてくる。

「て、テレサ？　セシルさん？　そ、それとも他のパーティーの方？　ひょっとして、先生……ですか……？」

　返事は……ない。足音の主は、無言でウェンディに近付いてくる。

「ひ……」

　恐きよう怖ふが……瞬しゆん時じにウェンディの心を握にぎり潰つぶした。まるで金かな縛しばりに遭あったかのように動けなくなる。

「だ、誰だれですの!?　そこにいらっしゃるのは……一体、誰……ッ!?」

　何度誰すい何かしても、その足音の主は無言。ただ『お前を逃のがさない』という意思だけは、その足音からひしひしと伝わってくる──

「あ、あぁ……あああ……ッ!?」

　やがて……ウェンディの指先に灯ともる魔ま術じゆつの光が、その人物を濃のう密みつなる闇の中から浮うかび上がらせ……

　ぬっ……と、ウェンディへその手を伸のばしてきて……

「嫌ぁああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　恐怖が絞しぼり出す金切り声と共に。

　ふっ……魔術の光が消え、辺りは奈な落らく色に塗ぬり潰されるのであった。




　そして……時は経たって。

　ゴール地点に設定した、洞どう窟くつ最深部の部屋内にて。

「皆、遅おそいなぁ……いくらなんでもちょっと時間かかり過ぎじゃない？」

　見事、無事にゴールしたシスティーナが、そんな風にぼやいていた。

「そうだね……何かあったのかな？」

　ルミアも心配そうに呟つぶやいた。

　今、このゴールにいるのは、システィーナ、ルミア、リィエルと……

「だっははははははははーーっ！　大量、大量ぉおおおーーっ！」

『黄金苔』を詰つめた瓶を抱だきしめ、ほくほく顔でバカ笑いするグレンだけだ。

「えらいぞ、リィエル！　お前もよくこんなに集めたなっ！」

「褒ほめて」

「おう！」（なでなで）

「……吞のん気きなんだから……」

　呆あきれたように、システィーナはグレンの下へと歩み寄る。

「ちょっと、先生！　いくらなんでも皆、遅すぎません？」

「ったく、こんな簡単な探索に手こずるたぁ、あいつらもまだまだだなぁ」

「それにしたって、ゴールしたのが私達だけだなんて、絶対、変です！　何かあったんじゃ……？」

　何か妙みような胸むな騒さわぎを覚えたシスティーナが、グレンへ必死に訴うつたえかける。

　すると、グレンはしばらくの間、面めん倒どう臭くさそうに頭をかいていたが……

「しゃーねぇ……そろそろ様子を見に行ってやるか……」

　グレンがどこか真しん剣けんな表情で、腰こしを上げ、立ち上がる。グレンもグレンなりに、いつまで経ってもゴールしない生徒達が気になっていたようだ。

「お前達はここで休んでろ」

「待ってください、先生。私も連れて行ってください。もし、皆が怪け我がをしているのなら……」

　ルミアがそう言った……

　その時だった。

『クックックックックッ……』

　不意に部屋内に、不気味な笑い声が響ひびき渡わたり、耳みみ障ざわりに反はん響きようした。

「な──ッ!?」

　いつの間にそこにいたのか。部屋の隅すみには、不気味な人ひと影かげがあった。

　全身をボロボロのローブで包んでいる。フードから覗のぞく、本来、貌かおがあるべき部分は深しん淵えんの闇色に染まり……真しん紅くの眼光だけが、この暗闇の中に、尚なお鋭するどく燃えている。そして、全身に纏まとうは黒い幽ゆう鬼きのオーラ……

　──明らかに只ただ者ものじゃない。

「……何者だッ!?　テメェは!?」

　ぞわり、と全身が総毛立つ中。

　グレンは咄とつ嗟さにルミアやシスティーナを背後に庇かばい、身構えた。

『我ガ墳ふん墓ぼヲ暴あばク、無礼者メ……我ハ《狂きよう王おう》……コノ墳墓ノ主ナリ……』

　地じ獄ごくの底から響くようなおどろおどろしい声が耳を蝕むしばみ、魂たましいを啄ついばむ……

「きょ、《狂王》だと……ッ!?」

　戦おののきながらも、グレンは表向き強気の姿勢を崩くずさず、問い返す。

「何の話だ!?　墳墓!?　馬ば鹿かな、ここはただの探索練習用の──」

『呪のろワレヨ、愚おろカナル者。災わざわイ在レ、無知ハ罪ナリ。貴様ノ生徒達ハ皆、コノ我ガ預カッタ──』

「なん……だと……ッ!?」

　今度こそ、グレンは足あし下もとが崩ほう落らくするような感覚を覚えた。

『ククク……アノ罪深キ子羊ラノ魂ハ我ガ下げ僕ぼくタル《魔ま竜りゆう》復活ノ生いけ贄にえニシテクレヨウ……』

「て、テメェ!?　俺の生徒に──手ぇ出してんじゃねえよーーッ！」

　だんっ！　激げき昂こうしたグレンが床を蹴けり、疾しつ風ぷうの挙動で、その《狂王》に猛もう然ぜんと殴なぐりかかるが──

　グレンの拳こぶしは、身体からだは、《狂王》をするりと素す通どおりしてしまう。

「……幻げん影えいか!?　クソッタレ！」

『貴様等らハ愚カダガ、我ハ海ヨリモ慈じ悲ひ深イ王ナリ。故ゆえ、一度ダケ機会ヲクレテヤロウ……』

　ゴゴゴゴゴ……

　不意にグレンの背後で物音がした。

　振り返れば、壁の一部が割れ、新たな通路が道を開けていた。

「な……ッ!?　未探索領域!?」

『《王ノ玄げん室しつ》……我ノ眠ル場所ヘト来ルガイイ……ソシテ見事、我ヲ滅めつシテミセヨ……サスレバ、アノ子羊達ヲ貴様へ返シテヤロウ……ッ！』

　そう一方的に言い捨てると《狂王》の姿は陽炎かげろうのように揺ゆらぎ、ゆっくりと消えていく……

『外ニ助ケヲ求メヨウナドトハ思ワヌコトダ……アノ子羊ドモノ命ガ惜おシクバナ……ッ！　フハ、フハハハハハハハハハハハハハハ──ッ！』

　こうして。《狂王》は耳障りな哄こう笑しようを上げ、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすグレン達を残し、消えていくのであった。

「あわ、あわわわ……た、た、大変な事になっちゃった……ッ!?」

　我われに返ったシスティーナが真っ青になりながら、キョドっている。

「畜ちく生しようッ！　《狂王》だとぉ!?　ここが古代文明の王の墓だったなんて聞いてねえぞ!?　ええい、学院の連中の目は節穴か!?」

　グレンも頭を抱かかえるしかない。

「ていうか、なんで俺達、遺い跡せき潜もぐったらいつもこうなんだよ!?」

「ど、どうするんですか、先生ッ!?　このままじゃ、み、皆が──」

「どうするもこうするも──ッ!?」

　と、その時だ。

「グレン」

　リィエルがどこか真剣で神妙な表情で、グレンの袖そでを引いていた。

「大事な話。……見て」

「なんだ!?　何があった!?」

　すると。

　すっ……リィエルは新しい瓶びん詰づめの『黄金苔ごけ』をグレンに差し出して……

「……こけ。またいっぱい集めた。褒めて」

「って、お前!?　今まであの《狂王》ガン無視で苔集めしてたの!?　ブレなさ過ぎだろ!?」

　いつも通り過ぎるリィエルの頭を両手で鷲わし摑づかみして、激しく左右にシェイクするのであった。

「とにかくだ！　俺はあのクソ《狂王》に攫さらわれた生徒達を助けに行く！　お前達はここで──」

　待ってろと言いかけて……

「「「…………」」」

　システィーナ、ルミア、リィエルが何か物言いたげに見つめてくることに気付く。

「……いや、無ぶ粋すいだったな」

　こんな切羽詰まった状じよう況きようだというのに、グレンはふと相好を崩した。

「あの『タウムの天文神しん殿でん』の一件すら乗り越こえたお前達だ。また、俺に力を貸してくれるか？」

「え、ええっ！　もちろんよっ！　その……こ、怖こわいけど！」

「はい。私達で力を合わせて、皆を助けましょう」

「……ん。わたしにはよくわからないけど」

　口々に決意を語る三人娘むすめ達。

　こうして、グレン達は、突とつ然ぜんの緊きん急きゆう事態……《狂王》に攫われた生徒達を救うため、未み探たん索さく領域へと足を踏ふみ入れるのであった。




　グレンが一行の先頭に立ち、未探索領域の通路を突つき進んでいく。

〝皆みんな、待ってろよ。必ず俺が助け出してやるからな。この命に代えても。〟

　無言でそう語る、揺るぎない覚かく悟ごと使命感に燃えるその背中。

（……相変わらず、こういう時だけ格好いいんだから……）

　それを前にしたシスティーナの胸は、こんな状況で不ふ謹きん慎しんだと知りながらも、つい高鳴ってしまう。

（うーん……それにしても……）

　ふと、システィーナは考える。

（……未探索領域……古代の王の墳墓……《狂王》……攫われた子供達……魔竜復活の生贄……これどっかで聞いたことあるような……？）

　そんなシスティーナの微かすかな疑問に答えが出る暇ひまもなく。

　やがて、一行はとある部屋へと辿たどり着いていた──




「……白しろ猫ねこ」

「……何よ？」

「そう言えば……《狂王》のやつ……ここ墳墓だって言ったよな？」

「……言ってたわよね」

　その部屋に続く通路の入り口付近で硬こう直ちよくしていたグレンが、もう一度、指先に灯ともした魔ま術じゆつの光を部屋内へと向け、その中の様子を窺うかがう。

　我等の眠りビ・アトラ・フオを妨げる者ザバ・フーブロに災いあれ・ザス・ウイア──そんな古代語の呪じゆ詛そが、壁かべや床ゆか、天てん井じように、びっしりと刻まれた部屋だ。

　そして、ずらり……と。その部屋内には無数の石せつ棺かんが異様な威い圧あつ感かんと共に、所ところ狭せましと並んでいた。

「つまりアレって……棺ひつぎだよな？」

「棺ね。間ま違ちがいなく」

「えーと……じゃあ、棺の中に……誰だれかいらっしゃると思う？」

「……い、いらっしゃるんじゃない？　だってここ未探索領域だし……」

　しばらくの間。

　グレンとシスティーナは仲良く並んで硬直していて……そして。

「ふっ……俺は──生徒達あいつらのことを決して忘れない──」

「早ッ!?　諦あきらめるの早ッ!?」

　虚こ空くうに生徒達の顔を幻視しつつ爽さわやかな笑え顔がおで引き返していくグレンに、システィーナが神速で組み付いた。

「ちょっと待ちなさいよ!?　さっきまでの教師としての覚悟とか信念みたいなの、どこ行ったのよ!?　私のときめき返して!?」

「無理無理無理無理カタツムリ！　こんなとこ足踏み入れたら、絶対、呪われるって!?　絶対、正気を削けずる何かヤバいものが出るって！」

「ば、ばっかじゃないの!?　まさか怖いんですか!?　ま、魔術師が呪いとか死し霊りようとか怖がるなんて、恥はずかしいと思わないんですか!?」

「そういうお前だって、膝ひざ、滅め茶ちや苦く茶ちやガクブルしてんじゃねーか!?　少しは隠かくしてから言えっつーの!?」

「こ、これは寒いだけですーっ！　ああもう、ここ、寒いなーーっ!?」

　部屋の入り口付近で、尻しり込ごみしたグレンとシスティーナがみっともなくぎゃーぎゃー言い合っていると……

　ぎぃ……ばたん。

　ぎぃ……ばたん。

　何か妙みような音が響ひびき渡わたってくる。

「何事!?」

　ぎょっとしたグレンが、部屋内を覗のぞき込めば……

「うーん……」

　なんと、ルミアが並ぶ棺の蓋ふたを一つ一つ開けて、中を覗き込んでいた。

　ぎぃ……ばたん。

　白魔【フィジカル・ブースト】でも使用しているのだろう。ルミアは重たい石の蓋を軽々開閉していた。

「──って、ちょっと待てぇえええええええええええええーーッ!?」

「な、何やってるのよぉおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　グレンとシスティーナが慌あわてて猛ダッシュで部屋内へ駆かけ込み、次の棺の蓋に手をかけようとしていたルミアの後ろに組み付き、取り押さえる。

「きゃっ！　先生!?　システィ!?　ど、どうしたんですか!?」

　意外そうに問いかけてくるルミア。

「どうしたもこうしたもねぇええええええええーーッ!?」

「そ、そんないかにも不衛生で不浄そうな棺、開けちゃ駄だ目めでしょ!?　呪のろわれちゃったらどうするの!?」

「そうだっ！　そーゆーのに入ってるバカ共は、ロクなもんじゃないってのが定番なんだぞ!?」

「でも、皆が閉じ込められているかもしれないし……一応、確かく認にんした方がいいかなって思って……」

　顔を真っ青にしてわめき立てる二人に、ルミアが微笑ほほえんで言った。

「その甲か斐いはありましたよ。あの棺の中に、皆はいませんでした」

「皆はって……じゃ、じゃあ……何がいたのよ？　やっぱミイラ？」

「ううん、ちょっと意外で驚おどろいちゃったけど、中にいた御お方かたは──」

「いーや、言わなくていい！　言わなくていいぞぉおおおおーーッ!?　それ、聞いたら、正気ＳＡＮ値が削れる類たぐいのネタだろ、絶対!?」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感を覚えたグレンとシスティーナがぶんぶん首を振ふる。

「あはは、まさか。中にいらっしゃった御方はただの冒ぼう瀆とく的な──」

「嫌ぁああああああああーーッ!?」

　天然って怖い。グレンとシスティーナが頭を抱えていると──

『オノレ……我ラノ寝しん所じよヲ暴あばク不敬者共ヨ……』

『汝なんじ等らニ災わざわイ在レ……』

『『『災イ在レ……ッ！』』』

　室内におどろおどろしい無数の怨えん嗟さの声が、どこからともなく反はん響きようし始める。それはまるで魂たましいを直接鷲摑み、汚お染せんするような呪わしい響きで──

『『『汝等ニ災イ在レェエエエッ！』』』

「「ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいーーッ!?」」

　グレンとシスティーナが仲良く抱だき合って情けない悲鳴を上げた。

「くっそぉ……どうする!?　このままじゃルミアが……ッ！」

「祟たたり殺されちゃう……ルミアが……どうしたらいいの……ッ!?」

『言ッテオクガ、貴様等モ同罪ダカラナ……？　聞イテオレバ、我等ト、我等ノ寝ね床どこヲ、散々愚ぐ弄ろうシテカラニ』

「「デスヨネ、すみませんでしたぁああああああああああーーッ!?」」

　ルミア以上にヤバいことをやってしまったことに、ようやく気付いた二人であった。

「い、いくらだ!?　いくら欲しいんだ!?　じ、地じ獄ごくの沙さ汰たも金次し第だいっていうだろ!?　な!?　か、金ならセリカがいくらでも払はらうから──」

「お祖じ父い様さまごめんなさい！　志半ばで祟り殺される不ふ甲が斐いない私を許してぇえええええええーーっ!?」

　パニックの二人を前に、ルミアがきょとんと目をぱちくりさせて……

「えーと……よくわからないんですけど、ここに眠る彼らを怒おこらせちゃったのがいけないんですよね？　多分」

　ぶんぶんぶんぶんっ！　と、首を縦に振りまくるグレン達。

「わかりました。私に任せてくださいね？」

　すると、ルミアは一歩前に出て、謎なぞの怨嗟の声の主達に向かって、真しん摯しに訴うつたえかける。

「ごめんなさい、皆さん。静かに眠りについていたところを起こしてしまって。全すべて私の責任です。お怒いかりは、どうか私に向けてください」

「ちょ──おま──ッ!?」

「でも、大切な友達が攫われてしまったんです。私達は皆を助けに行かなくてはいけなくて……後できちんと供く養ようしますから、今はここを通してください、お願いします」

　そして、ぺこりと頭を下げる。

　すると。

『『『…………』』』

　それで溜りゆう飲いんが下がったのだろうか。

　謎の声はたちまちなりをひそめた。

「……ふふっ、よかった。ちゃんと話したら、わかってくれたみたいです」

　そして、ルミアは聖印を切って静かに祈いのりを捧ささげるのであった。

「お、お前、ひやひやさせんなぁ」

「そ、そうよ……もし彼らがルミアの嘆たん願がんを聞き入れてくれなかったらどうするつもりだったのよ……？」

　そんなグレン達の問いに。

「え？　浄化ほろぼしますよ、彼らを」

　にっこりと穏おだやかに笑いながら、しれっとそう返すルミア。

　グレン達は絶句するしかない。

「……ねぇ、ちょっと白猫さん？　なんなの、あの子？」

「私もたまに、あの子のことがよくわからない……」

　そして、その時。

「グレン」

　リィエルがまた、どこか真しん剣けんで神妙な表情で、グレンの袖そでを引いてきて。

　すっ……新しい瓶びん詰づめの『黄金苔ごけ』をグレンに差し出した。

「……こけ。またいっぱい集めた」

「お前、まだやってたのかよ!?　いい加減、苔から離はなれろ──っていうか、それ、どっから集めた!?　この部屋に『黄金苔』なんて見当たらな──」

「あの棺の中。たくさん生えて……」

「捨てろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」




　そんなこんなで、グレン達はおっかなびっくり先へ進んでいき──

　また、大部屋へと出る。

「へっ……今度は、またわっかりやすい障害がいやがるぜ……ッ!?」

　そこには、鎧よろいを纏まとい、大剣を構えた巨きよ大だいな骸がい骨こつの騎き士しが、出口を塞ふさぐように、ずーんと突つっ立っていた。

　その騎士は、グレン達を認識するや否いなや、剣を振り上げ、グレン達に一歩一歩、ゆっくりと近付いてくる。

　恐おそらく、戦せん闘とうは避さけられまい。

「へっ……正直、ああいう野や郎ろうが一番わかりやすくていいぜ！　人間じゃねえから手加減もいらんしな！」

　ぱん！　拳こぶしを打ち鳴らし、グレンが不敵に笑って前に出る。

「白猫！　ルミア！　援えん護ご頼たのむぜ！　リィエル！　行くぞッ！」

　そう叫さけぶや否や、グレンが騎士に向かって素す早ばやく突とつ進しんする。

「先生！　《その剣に光在れ》！」

　システィーナが黒魔【ウェポン・エンチャント】を唱えると、グレンの拳に魔ま力りよくの光が宿り──

「《光在れ・穢けがれを祓はらい給たまえ・清め給え》！」

　かっ！　ルミアが唱えた白魔【ピュアリファイ・ライト】の浄じよう化かの光が、髑どく髏ろの騎士を怯ひるませ──

「ぉおおおおおおおおおおーーッ！」

　グレンが騎士の懐ふところへ飛び込み、拳で打ちかかる。

　騎士も、光に怯みつつも剣を巧たくみに振るい、グレンを迎むかえ撃うつ。

（ぐ──ッ!?　こいつ、強つえぇ!?）

　幾いく度どとなく拳と剣が激突する中、グレンは騎士の実力に戦せん慄りつする。

「先生!?」

　たちまち騎士の嵐あらしのような連れん撃げきに押され始めるグレンに、システィーナが悲鳴を上げるが──

「──大だい丈じよう夫ぶだっ！」

　グレンが紙かみ一ひと重えで剣をかわし、相手の勢いを利用して、騎士の足をひっかけて転ばせ──

　刹せつ那な、素早く跳とび下がって叫んだ。

「今だリィエルッ！　行け──ッ！」

　それは帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団特務分室執しつ行こう官かん《戦車》のリィエルならば、確実に仕留められる超ちよう・絶好の機会──

　──だったが。

「……あれ？」

　リィエルの追撃がない。

「お、おい!?　リィエル！　お前、何やって──」

　グレンがぎょっとして、振り返れば……

　かりかりかりかりかりかり……

　リィエルは我われ関せずと部屋の隅すみに座り込み、『黄金苔』を集めていた。

「って、苔集めしとる場合かぁあああああああああああああーーッ!?」

　猛もうダッシュでリィエルの下もとに詰め寄り、そのこめかみを両拳で挟はさみ、ぐりぐりぐりっと抉えぐるグレン。

「見て、グレン。……こけ」

「お前、空気読め!?　お敵さんいらっしゃるじゃないの!?」

「……敵？　どこ？」

「あああああああもうっ!?　このおバカぁあああああーーッ!?」

　と、その時、転てん倒とうしていた騎士が起き上がり──グレンとリィエルに向かって、もの凄すごい速度で突進してくる。

「先生！　危ないッ！」

「ちぃ──ッ!?」

　グレンは咄とつ嗟さにリィエルを抱かかえ、その場から素早く跳び離れた。

「あ……」

　リィエルが手を伸のばす。

　その手の向かう先の床ゆかには、今までリィエルが一いつ生しよう懸けん命めい集めた苔の詰まった瓶が置き去りにされていて……

　その場所に、騎士が無む慈じ悲ひに剣を振ふり下ろす。

　がっしゃあああんっ！　無残に割れ砕くだけ、四散する苔の瓶……

「────────ッ!?」

　常に能面なリィエルにしては珍めずらしく目を見開いて、そんな様を見つめる。

「ちぃ──ッ!?」

　靴くつの裏で地を削けずりつつ、グレンはリィエルを抱えたまま、システィーナ達の場所まで下がった。

「大丈夫ですか!?　先生！」

「ああ、問題ねえッ！」

　呆ぼう然ぜんとするリィエルをぽいっと手放し、グレンは再び拳を構えて、少女達を庇かばうように前へ出る。

「だが、奴やつこさん思った以上にやる！」

「みたいですねっ！」

「白猫、ルミア、長期戦も覚かく悟ごしてくれ！　大丈夫だ、お前らは絶対に俺が守る！　この命に代えてもな！　いくぞ、皆みんなであいつを倒──」

　グレンが決死の覚悟を固めた──その時だった。

　どっがぁああああああああんっ！

　突然、グレン達の眼前で、騎士が文字通りバラバラの粉々に砕け散った。

「……へ？」

「あれ……？」

　死闘の予感に身構えていたグレンとシスティーナが、拍ひよう子し抜ぬけしたように目を点にする。

　もうもうと上がる粉ふん塵じんと、散らばる騎士の残ざん骸がいの中心には……

「……………………」

　奇き妙みような威い圧あつ感かんと迫はく力りよくを背負いつつ、無言で大剣を振り下ろした格好のリィエルがいた。

「えっと……あの、リィエルさん？」

　硬こう直ちよくするグレンの前で、リィエルが幽ゆう鬼きのようにふらりと立ち上がり……

　くるり、とグレン達を振り返る。

　その顔は……

「うぅ……」

　いつも通り眠ねむたげな無表情ではあったが……目め尻じりに涙なみだが浮うかんでいた。

「……こけ。せっかく集めたのに……台無しになっちゃった」

　そして、服の袖でぐしぐしと目元を拭ぬぐい始める。

「ぐすっ……」

「ああ、泣かないで、リィエル……残念だったね……苔はまた集めよう？　私も一いつ緒しよに手伝ってあげるから……」

「……うん……うん……」

　リィエルを抱だきしめて頭を撫なで、慰なぐさめるルミア。

　そんな微笑ほほえましい光景を他よ所そに。

「…………」

　グレンは粉々になった騎士の鎧の欠片かけらを一つ拾って見つめる。

　一体、いかなる威力の斬ざん撃げきを受ければ、これほどまで粉ふん砕さいされるのか。あれほどの一撃は、グレンが軍の現げん役えきの時ですら見たことはなかった。

「……お化けの十倍、怖こえぇ……」

「…………うん」

　さしものシスティーナも、グレンの妄もう言げんに同意するしかなかった。




　そして──

　ガチャガチャガチャ！

「くっそぉおおおーーッ！　この扉とびら、開かねえええーーッ！　さっき拾ったこの鍵かぎで開くはずなのにーーッ!?」

　ガララ……

「あ、これ、引き戸になってるみたいですよ？」

「──なんだそりゃ!?」




「お、宝箱発見！」

「でも、周囲にやたら散らばっている人骨……その宝箱はきっと罠わなね！　ふふん、そんな単純でわかりやすい罠に私達がかかるわけが──」

　がじがじがじ──ッ！

「ぎゃーーッ!?　まさかのミミックだったぁあああああーーッ!?　嚙かまれたぁあああああーーッ!?」

「──って何で開けるのよ!?　バカですか、貴方あなたはっ!?」




　数々の仕し掛かけや障害を、四人は力を合わせて乗り越こえて──




「だから同時にスイッチ押さなきゃ駄だ目めだって何度も言ってるだろ!?　白猫、お前、押すのが遅おそいんだよ!?」

「ち、違ちがいます！　私が遅いんじゃありません！　先生が早いんですっ！」

「なんだと!?」

「何よ!?」

「あはは……落ち着いてくださいね、二人とも……」




　ついに──

「ここが最深部……あの《狂きよう王おう》が言ってた《王の玄げん室しつ》だ……」

「はぁ……はぁ……やっと……」

　疲つかれきったグレン達が、ようやく最後の扉の前に到とう達たつしていた。

　グレン達はその扉の前で一息吐つきつつ、これから起きるであろう《狂王》との戦いに備え、作戦会議とその前準備を念入りに行っていき……

　そして、やがて。

「よし、行くぞ、お前ら！」

　グレンは意を決したように最後の扉を開き、《王の玄室》へと進入した。

　祭さい壇だんを中心に、広々とした儀ぎ式しき場じようのような空間が広がるそこには──

『ヨク此処ここマデ来タナ……我ガ墳ふん墓ぼヲ荒あラス背徳者達ヨ……ッ！』

　相変わらず異様なオーラを纏まとって佇たたずむ《狂王》の姿と──

「せ、先生、あれ！」

「ああ！　わかってる！」

　部屋の奥にある牢ろう屋や、その中に閉じ込められた、憐あわれな生徒達の姿──

「くっ……テメェ……ッ!?」

　それを目まの当たりにしたグレンの血が、瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうした。

「助けに来たぞ、お前らっ！　安心しろッ！　お前らは俺が絶対に助け出す！　俺の命に代えてもだッ！」

　激情のままに叫さけんで、グレンが《狂王》に向きなおる。システィーナ、ルミアも緊きん張ちようのままに身構える。

　最も早はや、問答は無用──

「いくぜ、《狂王》──ッ！」

『フハハハハッ！　来ルガイイッ！』

「うぉおおおおおおおおおーーッ！」

　速そつ攻こうで決める！　と、ばかりにグレンが《狂王》へ突とつ進しんした。

　そして、すかさず愚ぐ者しやのアルカナを引き抜き、固有魔術オリジナル【愚者の世界】──自分を中心とする一定効果領域内の魔術起動スタートアツプを封ふう殺さつする術を起動する。

　一方、グレンには、すでに考えられる限りの戦せん闘とう補助呪じゆ文もんが付呪エンチヤントされており、万ばん全ぜんの状態であった。

　これこそが、グレン達の作戦……《狂王》対策であった。

　古代の王というからには、相当な魔ま術じゆつの使い手のはずだ。経験上、正面からまともに魔術戦をやれば不利──ならば、魔術を使わせなければいい。

　そして【愚者の世界】の効果からは、いかなる者も逃のがれられない。最早、《狂王》はカカシも同然。

　だが──

『《愚おろカナリ》ッ！』

「な、何ぃっ!?」

　──なんと《狂王》は魔術を撃うってきたのだ。

　飛んでくる光こう弾だんを、グレンは辛かろうじて横へ跳とび転がってかわす。

　どぉおおおおおおおんっ！　床に着弾し、盛せい大だいに上がる爆ばく炎えんと爆風。

「う、噓うそ……」

「馬ば鹿かな……ッ!?　テメェ、なんで魔術を使えるんだよ……ッ!?」

　信じられない思いで《狂王》を睨にらみつけるグレンとシスティーナ。

『クククク……何な故ぜダロウナ……？』

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで圧あつ倒とう的強者のオーラを放ち、悠ゆう然ぜんと立ちはだかる《狂王》。

　想定を遥はるかに超こえる強敵を前に、グレンの心臓が戦せん慄りつに凍こごえた。

「せ、先生……どうしよう……？」

「ちぃ……ッ!?」

　震ふるえる拳こぶしを構えるグレン。

　最早、状じよう況きようは果てしなく不利だった。

「それでも、俺は──ッ！」

　尚なお、勝利への道を探さぐらんと、グレンは鋭するどい瞳ひとみで《狂王》を睥へい睨げいし──

　今、手持ちの戦力で何ができるか──脳を限界稼か働どうさせて検けん索さくし、不退転の意志をもって、死闘に挑いどむ覚悟を固める──のだが。

「ほら、先生……早く《狂王》やっつけてくださいよ……」

「とんだ茶番だ……ぶつぶつ……」

　そんなグレンに、奥の牢屋の中からどこか投げやりな声が届いた。

　グレンのクラスの生徒達の声だ。

　よく見ると、よほど暇ひまだったのか、彼らは牢内に座り込み、トランプなどに興じている始末である。

「──って、おい!?」

　緊張感なさ過ぎる連中に、グレンが首をかくんと傾かたむけて抗こう議ぎする。

「ちょ、お前ら！　もう少し何か俺に言うことないの!?　俺はお前達を助けるためにだな──ッ!?」

「えー？　だって……なぁ……？」

「はぁ……」

　生徒達からは相変わらず、疲れたような反応が返ってくる。囚とらわれた緊張感や恐きよう怖ふはまるでない。

　……事ここに至り、グレンはようやく、何か変だと気付き始めた。

「……おい、《狂王》……お前、一体、何なんだ……？」

　すると。

『クックックックッ……流石さすがニソロソロ潮時カ……良イダロウ……刮かつ目もくスルガイイ！　我ガ正体ヲ──ッ！』

　不意に《狂王》の全身から真っ黒な霧きりが立ち上り──《狂王》から闇やみのオーラとローブが霧む散さんしていき──

　そして──

　その下から現れた、その正体は──

「ふっ……」

　闇の中に煌きらめく豪ごう奢しやな金きん髪ぱつ。尚妖あやしく輝かがやく真しん紅くの虹こう彩さい、美の女め神がみもかくやと言わんばかりの妖よう艶えんな肢し体たい──

「げぇーーッ!?　せ、セリカぁああああああああああああーーッ!?」

　学院の魔術教授、世界最高位の第七階梯セプテンデ魔術師たるセリカ＝アルフォネアその人であった。

「って、ちょ!?　まさかお前が、これ全部仕組んだっていうのか!?」

「ふっ。その通りだ。私の【イクスティンクション・レイ】を利用して、新たな探索領域を掘ほってな！　いやー、霊素皮エテリオ・膜処理コーテイングのないタイプの遺い跡せきだったから掘りやすかったわー」

「貴重な古代遺跡に、何してくれちゃってんの!?　バカじゃねーの!?　お前ッ!?」

　得意げに胸を張るセリカに、グレンが吠ほえかかる。

「ちなみに、各種仕掛けや敵や小道具は、学院の魔導工学教授オーウェル＝シュウザーに融ゆう通ずうしてもらった。魔導人形とか、幻げん影えいとか、本物そっくりの作り物とか、全部そんなん」

「あのアホ、後でぶん殴なぐってやる！」

「後、お前の【愚者の世界】が効かないのはアレだ……昨夜、お前に気付かれないように、予あらかじめアルカナを偽にせ物ものにすり替かえておいたからだ」

「確信犯かよ!?」

　そして、そんなグレンとセリカのやりとりを前に、システィーナは激しく脱だつ力りよくしながら言った。

「あー、そうだ……何か引っかかってたんだけど……やっと思い出したわ」

「どうしたの？　システィ」

「いえ……未探索領域、古代の王の墳墓、《狂王》、攫さらわれた子供達、魔ま竜りゆう復活の生いけ贄にえ……この設定って、ライツ＝ニッヒ著作の小説『狂王の試練』の丸パクリじゃない……」

「あ、あはは……そうなんだ……」

「なるほどね……人一倍、敵意や悪意に敏びん感かんなはずのリィエルが、今回いまいち反応鈍にぶかったのは、仕し掛かけ人が教授だったせいなのね……」

　そんなやりとりを他よ所そに。
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「ていうか、セリカ！　お前、なんでこんなアホなこと、うっちゃらかしたんだよっ!?　俺に何の恨うらみがあるんだっ!?」

　グレンがその核かく心しんを衝つくと……

「……お前、この数日間、この私を完全に放置しただろ」

　ぼそり、と。セリカから、そんな妙みように低い呟つぶやきが返ってきた。

「こうして、お前と面と向かって顔合わせるの……本当に数日ぶりだし」

「は……？」

「連れん絡らくもまったく寄よ越こさなかったし……こっちから何度、通信魔術かけても出ないし……家にも帰らなかったし……外食ばっかしてたし……」

「いや……だから、俺、探索実習の準備で忙いそがしくなるって言った……」

　頰ほおを引きつらせながら、グレンが弁明するが……

「うるさいうるさいーーっ！　お前のような薄はく情じような息子はもう知らん！　ふーんだ！　私はもう闇落ちしたんだもんっ！　薄情なお前にお仕置きするために、古代から蘇よみがえった《狂きよう王おう》になったんだもんっ！　さぁ覚かく悟ごしろ！」

　よほど、グレンが構ってくれなかったのが寂さびしかったのか……セリカがまるで子供のように手足をばたつかせ、涙なみだ目めで駄だ々だをこねていた……

「だもん、じゃねぇよ……なんなんだ、このくっだらねえ事件……」

　幕開けと幕引きのギャップが酷ひどすぎる。あまりのバカバカしさに、思わずがっくりとその場に両手両りよう膝ひざをついてしまうグレン。

「もう、先生！　早く、アルフォネア教授と仲直りしてくださいまし！」

「ていうか、教授を放置したらこうなるって元々わかってただろ!?　なんで放置するんだよっ!?」

「そうだそうだ、責任取れーーっ！」

「何、この俺が悪いみたいな流れ」

　必死にここまで来たのに、あまりにも浮うかばれないのであった。

「さぁ……グレン、お仕置きタイームの始まりだ！　《死ね》！」

「ちょ、待っ──ぎゃあああああああああああああああーーっ!?」

　ちゅっどぉおおおおおおおーん！

　グレンの断末魔の叫さけびと壮そう絶ぜつなる爆発音が辺りに反はん響きようするのであった。

「もう何なのこれ!?　泣きたい！」

「派手にやられてるわね」（棒）

　システィーナが、自分の足あし下もとに真っ黒焦こげになって転がってくるグレンを見て、他ひ人と事ごとのように呟く。

「お、おい、白猫！　あの子こ煩ぼん悩のう、なんとかしてくれよ!?」

　ばっと跳はね起きて、グレンがシスティーナに迫せまる。

「わ、私じゃ無理ですってば！　それに、下へ手たに先生を援えん護ごしたら、私までお仕置き対象になっちゃうじゃないですか!?　嫌いやですよ、そんなの！」

「ひっど!?」

「ですが……まぁ……アルフォネア教授の怒いかりを静める方法くらいは……いくつか心当たりありますけど……」

「え!?　マジで!?」

「ええ。その……なぜか、あんまり勧すすめたくない方法なんですけど……」

「いいから教えろ！　むしろ教えてください！　お願いします白猫様！」

「……仕方ないですね……このままじゃらちが明きそうにありませんし」

　必死すぎるグレンの姿に、システィーナはため息を吐ついて、グレンへその方法を、そっと耳打ちする。

「はぁ!?　ンな方法で本当に──」

「いいから！　とりあえず言ってみてくださいっ！」

　そう言って、システィーナがグレンから離はなれていき──

「おやおやぁ？　可愛かわいい教え子との相談は終わりかなぁ……？」

　ずんずんと、目の据すわったセリカが魔王の行進でやってくる。

（って、おいおい、本当にこんな方法上う手まくいくのか……？）

「あまり長引かせてもアレだから、そろそろトドメと逝いこうか……」

　セリカが頭上に両手を掲かかげ、凄すさまじい魔力（とても痛そう）をその手に集め始めていて……

「ま、待ってくれ！」

　もうどうにでもなーれ。

　グレンは一か八ばちかの賭かけに出た。

「……なんだ？　遺ゆい言ごんか？」

「いや、その……わ、悪かった！　最近、忙しくて構ってやれなくて！」

「ふん、今さら謝っても……」

「そこでだ！　普ふ段だんからお前にはお世話になっているし、その感謝の意味も込めて、今度、俺と一いつ緒しよにディナーでもどうだ!?　無論、俺の奢おごりで！　しかも白猫が、超ちよう良い店、紹しよう介かいしてくれるっていうしさ!?　な!?」

　すると。

　セリカの動きがぴたりと止まった。

「「…………」」

　しばらく、場を沈ちん黙もくが支配して。

　そして……

「グレン……」

　ごごごご……と、擬ぎ音おんが聞こえてきそうなオーラを纏まとうセリカが、グレンをぎょろりと睨にらむ……

「はい、なんでしょう？　お師し匠しよう様」

　裏返った声で応じるグレン。

　やっぱ、駄目か……？

　グレンが、恐きよう怖ふと緊きん張ちように背筋を凍こごえさせていると──

「よく考えてみれば……お前って、ここ数日間、本当に頑がん張ばってたよな！」

　そう語ったセリカは──

「うん！　私も鼻が高いぞっ！　さ、授業も終わったし、皆みんなで帰ろうっ！」

　先ほどの魔王のような雰ふん囲い気きから一変、まるで無む邪じや気きな女神のように眩まばゆい笑えみを浮かべていて──

（（（（あ、そんなんでいいんだ））））

　その場の誰だれしもが、がっくりと脱力するのであった。




　──後日。

　やたらハイテンションで子供のように大はしゃぎするセリカと一緒に、フィーベル家御ご用よう達たしの超高級料理店で食事することになったグレン。

　無論、その代金で、グレンが今回の探たん索さく実習で得た『黄金苔ごけ』の儲もうけなど、一発で吹ふき飛んでしまうことになるのは、言うまでもない。



















　──殴なぐられ、吹き飛ばされた全身を、浮ふ遊ゆう感かんが支配していた。

　脳を震ふるわせる衝しよう撃げきは、まるで閃せん光こうか。

　意識も思いも記き憶おくも。自我を構成する一いつ切さい合がつ切さいが、彼方かなた虚こ空くうの果てへと吹き飛ばされ、世界の全すべてが白はく亜あに染め上げられる。

　時間からも空間からも切り離されて、彼方へ飛んだ我が識が、白き世界の果てにて垣かい間ま見みたのは──なぜか、ただひたすらに過去の残ざん滓し。色いろ褪あせたモノクロの記憶。

　──ああ、思い出す。

　一度は深い絶望に見み舞まわれても、それでも、神の恩おん寵ちようと加護を信じていた日々。

　あの頃ころの自分は、なんて愚おろかで、盲もう目もくで、そして──幸せだったことか──




　…………。

　……。




「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　あ、ありがとうございましたっ！」

　少年は荒あらい息を堪こらえ、額を流れる汗あせを拭ぬぐう。全身を気け怠だるく蝕むしばむ疲ひ労ろうを堪えながら背筋を正し、うやうやしく頭を下げて謝辞を述べた。

　歳としの頃十四、五歳ほどの少年だ。

　少し長めの黒くろ髪かみを、うなじで一つに束ねている。その程ほどよく整った相そう貌ぼう……特に優やさしげな瞳ひとみからは、少年の穏おだやかな内面や気質が滲にじみ出ており、まだ年相応のあどけなさを残しつつも、どこか大人びた印象を見る者に与あたえる。

　同年代としては比ひ較かく的てき背の高い、恵めぐまれた体格に纏うは詰つめ襟えり型の司祭服。

　どうやらこの少年は、この年ねん齢れいにして資格を持った司祭らしかった。

「ほっほっほ……また随ずい分ぶんと腕うでを上げましたね、アベル」

　そんな少年の前には、同じく司祭服に身を包んだ一人の初老の男がいた。

　どこまでも穏やかな笑み、どこまでも慈じ愛あいに満ちた深い瞳。長い年月を経て刻まれた皺しわには貫かん禄ろくがあり、見る者が思わず背筋を正すような〝徳〟に満ちている。

　広い肩かた幅はばや、しゃんと伸のびた背筋、大地に根を下ろしたかのような体幹は、年齢や弱々しさをまるで感じさせず、むしろ、歴戦の古ふる強つわ者もののような印象を周囲へ与えた。

「やはり、若さというものは素す晴ばらしい。主が人に与えたもうた可能性の光に満ち輝かがやいています。僅わずか十四歳にて既すでにこの技量……驚おどろきを隠かくせません。この分では、そう遠くない将来、貴方あなたは私を簡単に超こえてしまうのでしょうな」

「いえ、そんなことはありません。パウロ師父」

　アベルと呼ばれた少年が、恐おそれ多いとばかりに首を振ふった。

「僕などまだまだです。まだまだ師父の足あし下もとにも及およびません。一体、どうしたら師父のように強くなれるのか……浅せん慮りよにも愚ぐ考こうする毎日です」

　そして、アベルはどこか苦く悩のうするように俯うつむいた。

「こうして師父の教えを受け、力をつけていく都度、僕は痛つう烈れつに感じるのです。僕と師父の間にある懸けん絶ぜつとした力の差を。才能の差を。ひょっとして僕は何者にも成れず、中ちゆう途と半はん端ぱに終わってしまうのではないかと……そう思うと苦しくて堪たまらない時があります」

　すると、パウロが諭さとすようにアベルへ言った。

「焦あせりは禁物ですよ、アベル」

「師父……」

「第三章五十七節、〝万ばん理りに王道なく、主は自らを助くる者を助く〟……貴方が辿たどっているのは、私が数十年かけて歩んだ道。……ゆえに一歩ずつで良いのです。歩み続ければ、きっとその先に主の導きがあります。主は貴方を常に見守っていらっしゃるのに、他ほかでもない貴方自身が貴方を見限ってはなりませんよ。可能性の光は、神の光。誰しもに平等に降り注いでいるのです」

「は、はい……」

「そして、何よりも肉体の強さより、心の強さを尊ぶのです。辛つらい時は初心を思い出しなさい。貴方がなぜ力を求めるのか、なぜ強くなりたいのか。その思いと直じかに向き合い、ひたすら力を研とぐことのみに専心する愚者となりなさい。目を閉じ、耳を塞ふさぐは傲ごう慢まんの罪ではありますが、その直ひた向むきなる愚かしさはきっと主もお許しになることでしょう」

「は、はいっ！　ありがとうございます！」

　そんなパウロの言葉に、アベルは迷いが晴れたようにぱっと表情を明るくし、より一層深々と頭を下げるのであった。

「ふふ、よろしい」

　と、パウロが穏やかに微笑ほほえみながら、そう告げた……その時であった。

「「「「アベルお兄ちゃ～～んっ！」」」」

　子供達の元気な声と、

「お疲つかれさま、アベル。……今日も随分と頑がん張ばっていたわね」

　優しげな娘むすめの声が、アベルの耳に届いた。

　その声に振り返れば、今までパウロ師父との日課の鍛錬で狭せまくなっていた視野が一気に広がり、世界の光景が目に飛び込んでくる。

　ここは、とある片かた田舎いなかの街外れにある教会の前庭だ。

　教会敷しき地ちの周囲は雑木林に囲まれ、表に面する通りは閑かん散さんとしている。

　孤こ児じ院いんも兼かねている教会の建物は煉れん瓦が造りの二階建てで古ふる臭くさく、その壁かべには蔦つたが絡みついている。

　そんな教会の玄げん関かん口から、先程の元気な声の主達が、アベルに向かって一いつ斉せいに駆かけ寄ってくるのが見えた。

　その数──九人。

「お兄ちゃん！」

「おっと、ディーン、リタ、ああ、クライブまで。あはは……そんなに一斉に飛びかかってこられたら、僕、倒たおれちゃうよ」

　アベルは九人の幼い子供達に取り囲まれ、取り縋すがられ、苦笑いを零こぼすしかない。

「ふふ、我が慢まん我慢。この子達は皆みんな、貴方が大好きで、遊んでもらいたかったのに……パウロ様との鍛錬があるからって、ずっと遠慮して我慢してたんだから」

　すると、最後にゆっくりとやってきた娘が、くすくす笑いながら言った。

　アベルより二、三歳年上の娘だ。その顔立ちにはどこかアベルの面おも影かげがある。

　風にたおやかに揺ゆれる長い髪と、優しげな眼まな差ざしがまるで聖画のように美しい。
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　控ひかえめに言って、こんな片田舎にはもったいないほどの美少女であり、深窓の令れい嬢じようと言われても誰だれも違い和わ感かんを覚えないだろう。もし、綺き麗れいに着き飾かざって作法を覚えれば、貴族の社交界でも高いレベルで通用する器量と華はなの持ち主であった。

　ただ惜おしむらくは、そんな彼女が身に纏まとうのは、野や暮ぼったく飾り気のない修道服であったということか。

「アリア姉さん？」

　子供達の相手をするアベルにそう名前を呼ばれると、その修道服の少女──アリアは嬉うれしそうに笑った。

「それにアベルったら、最近はパウロ様との魔ま術じゆつの鍛錬に夢中で、私にもあんまり構ってくれなくなっちゃって……お風ふ呂ろもいつの間にか一いつ緒しよに入ってくれなくなっちゃったし……お姉ちゃんとしてはちょっと寂さびしいかな？」

「も、もう！　姉さんったら！　子供みたいなこと言わないでよ！」

　甘えるようなアリアの上うわ目め遣づかいに、アベルが顔を赤らめて反論する。

「あはは、ごめんごめん。それにしても……私達姉弟が、この教会に……パウロ様に引き取られてから、もう五年かぁ……」

「…………」

　遠い目をしながら古びた教会を見上げるアリアに、アベルが思わず押し黙だまる。

　アベルやアリアがこの教会にお世話になることになった切っ掛かけを思い返せば……必ずとある記憶に行き着いてしまう。

　それは、アベルもアリアも未いまだに夢に見ては、激しくうなされてしまうほどの辛く哀かなしい過去の記憶であった。

　アベルもアリアも、実はこの街の出身ではない。もっと辺境の農村出身だ。

　あの頃の生活は決して楽ではなかったが、おおらかで気の良い村人達と、何よりも優しい父と母に囲まれ、アベルもアリアも幸せだった。

　あの村は皆、信心深く、毎日のように教会に通っては神への祈いのりを捧ささげ、誰もがこの平へい穏おんがいつまでも続くことを信じて疑わなかった。

　そして、忘れもしないその日は、年に一度の夏げ至し祭さい──『ヨハンの火祭り』。

　村の皆が、楽しいお祭りと美お味いしいご馳ち走そうを前に沸わき立っていた時……その悲劇は起きたのだ。

　理由や原因は未だにわからない。祭りに盛り上がる村を、突とつ然ぜん、強大な力を持つ三体の大悪魔がどこからともなく現れ、襲おそったのだ。

　一流の魔術師や悪魔祓いエクソシストですら手に余る、強大な概がい念ねん存在達だ。

　戦う術を知らぬ、平和な辺境の村人達に為なす術すべなどなかった。

　悪魔達が振るう豪ごう腕わんに、強大な魔力に、誰もが抵てい抗こうする暇ひまもなく瞬しゆん時じにばらばらに砕くだかれ、肉につ塊かいへと変えられ、溢あふれる鮮せん血けつの海が大地を朱しゆに染め上げた。

　神に捧げるために焚たかれた篝かがり火びは、村の全てを焼き尽つくす業ごう火かと化した。

　村人達が土地の恵みに感謝を捧げる晩ばん餐さんは、悪魔達が村人達の魂たましいを片かた端はしから暴食する冒ぼう瀆とく的なサバトへと成り果てた。

　あの日、アベルとアリアが目まの当たりにしたのは、掛け値なしの地じ獄ごくだったのだ。

　父と母が、その身を犠ぎ牲せいにしてアベルとアリアを村の外へ逃がしてくれなかったら、二人の魂もとうの昔に、悪魔の底なしの胃い袋ぶくろの中に収まっていただろう。

　だが、幼い二人の足では、そう遠くまで逃にげられるものではない。

　二人はついに、追つい跡せきしてきた三体の大悪魔に追い詰められてしまう。

　そんなあわやというところで駆けつけたのが、パウロ＝セインズ──パウロ師父だ。

　旅の巡じゆん礼れい司祭であり、超ちよう一流の魔術師であり悪魔祓いエクソシストでもあったパウロは、激しい戦いの末に見事、その三体の大悪魔を退け、幼いアベルとアリアを救ったのである。

　そして、その戦いの後、パウロは巡礼の旅を止やめ、身寄りのないアベルとアリアを引き取った。この片田舎の街の教会の牧師を務めつつ、同時に孤児院も経営することになったのだ。

　当初、教会の住人は、パウロ、アベル、アリアの三人だけだったが、今やディーン、リタ、クライブ、ルーチェらを筆頭とする幼い九人の子供達を、パウロがどこからか引き取ってきて教会の住人に加え、パウロは本当の父のように彼らに接し、彼らを愛した。

　両親を喪うしなった、棄すてられた……子供達は皆、心のどこかに傷を負った者ばかりだが、共に手を取り合って日々を過ごすうちに乗り越こえ、本当の家族となった。

　今や、この教会やこの街は、アベルやアリア達にとって、第二の家、第二の故郷になりつつあったのだ。

「…………」

　自分に組み付いてくる子供達の相手をしながら、アベルが遠い目でそんな過去へ思いを馳はせていると。

「ねぇ、アベル」

　アリアがアベルの顔を覗のぞき込むように聞いてくる。

「アベルは、どうしてそんなに強くなりたいの？」

「それは……」

「貴方はとても心優しい反面、虫も殺せそうにないほど気弱で……戦いなんてまったく向いてない子だと思ってたのに。でも、最近の貴方あなたの、魔術の鍛錬や戦せん闘とう訓練への取り組みは、怖こわいくらいに真しん剣けん……ひょっとしてアベルは、帝てい国こく軍の魔導士になりたいの？　若い男の子が皆そうするように……将来はこの街を離はなれて、帝都へ行きたいの？」

　そんなことをどこか寂さみしげに聞いてくるアリアに、アベルが思わず言葉を詰つまらせていると。

「ほっほっほ……心配はいりませんよ、アリア」

　パウロが穏おだやかな笑えみを浮うかべながら、歩み寄ってくる。

「アベルはただ、貴女あなた達を守りたい……それだけなのです」

「えっ？」

　アリアがきょとんとしてアベルを見ると、アベルがどこか気き恥はずかしそうに顔を赤くして、そっぽを向いた。

　そして、ぼそぼそと呟つぶやく。

「……今でも思うんだよ。もし、五年前のあの時……僕に力があれば、父さんや母さんを……村の人達を守れたんじゃないかって」

「アベル……」

「あの時は、パウロ師父が運良く駆けつけてくれたから、僕と姉さんは無事だったけど……パウロ師父がいなかったら、僕は姉さんすら守れなかった。もし、僕がパウロ師父のように強かったら、あんなことには……そう思って……」

「アベル……駄だ目めよ。歴史に〝もし〟なんてないの。囚とらわれたら駄目よ。拾えた命の重みを、神の思おぼし召めしを、助かった幸運を、素直にパウロ様と神様に感謝しなきゃ」

　心配そうに言うアリアを安心させるように、アベルは微笑んだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、姉さん。それはわかってる。だから、僕が力をつけるのは、今度こそ姉さんや皆を……家族を守ってあげたいから……それだけなんだ。もう二度と、皆をあんな目に遭あわせない……僕が守ってみせる。僕はそのために強くなるんだ」

「あ、アベル……」

「ほっほっほ……姉離れができない可愛かわいい弟の成長に、とても驚おどろいているようですね、アリア。そう、この年とし頃ごろの若人わこうどの成長はとても早い。少し目を離したうちに、身も心も信じられないくらいに成長するものです」

　パウロはどこまでも優やさしい父親のような表情で、アリアとアベルを見守っていた。

「しかし……成長と言えば、最近のアベルの上達ぶりには目を見張るものがあります。正直、現時点でもアベルの魔術師としての腕うで前まえは、帝国軍でも通用するでしょう。軍に入隊すれば、将来はやがて〝英えい雄ゆう〟と呼ばれる存在になるやもしれません」

「だっ、駄目ですよ！　パウロ様！　アベルは絶対に軍になんかあげませんからねっ！　そんなの、私が絶対に許しませんからねっ！」

「だ、大丈夫だよ、姉さん……僕は別に軍人になりたいわけじゃないんだから……」

「ほっほっほ……これは弟離れが必要なのはアリアの方だったわけですな」

　そんなやりとりをするアリア、アベル、パウロに、周囲の九人の子供達がほんのちょっと不満そうに取り縋った。

「ねぇねぇ、アリア～、パウロ様～、お腹なか空すいたよぉ～」

「ご飯まだぁ～？」

「おお……申し訳ありません。もうこのような時間になっていたとは。私としたことが、アベルの鍛たん錬れんに夢中で気付きませんでしたな。……アリア」

「はい、さっそく夕ご飯の準備をします。……アベル、皆をお願いできる？」

「うん、わかったよ姉さん。僕は子供達の相手をしているよ」

「ふふ、お願いね」

　──こうして。

　今日も平へい凡ぼんで平和な教会の一日は、つつがなく終わるのであった──




　アベルの毎日は、何事もなくゆっくりと過ぎていく。

　夜は、パウロ師父直々に魔術の薫くん陶とうを受け、様々な魔術の呪じゆ文もんを勉強する。

　昼は、パウロ師父との実戦的な魔術戦の鍛錬を行う。

　その好こう々こう爺や然とした立ち居振ふる舞まいとは裏腹に、アベルに鍛錬を課すパウロの指導や教えは、忘れてはならない戦いの凄せい惨さんさを魂に刻むかのように厳しいものだ。

　ゆえに、アベルの修しゆ行ぎようは、とても辛つらく苦しい時もあったが、アベルを厳しくも丁てい寧ねいに指導するパウロ師父の教えには、根底に愛があった。

　アベルが何か一つできるようになる度たび、パウロはまるで自分のことのように喜んだ。

　それに何よりも、アベルは誰よりも強く、聖人君子であるパウロのことを、心の底から心しん酔すいし、尊敬していた。パウロのようになりたいと思っていた。

　それに──




「今日は、私の買い物に付き合ってくれて、ありがとうね、アベル」

「あはは、うちは大所帯だし。荷物持ちならいつでも引き受けるよ」

　たとえば、こうして街中で、両手にたくさんの食料品を抱かかえながら、柔にゆう和わに微笑ほほえむアリアの隣となりを並んで歩く時──




「頑がん張ばってるわね、アベル。でも、あまり無理をしては駄目よ。少し休きゆう憩けいしない？」

「……ありがとう、姉さん」

　こうして真夜中に、眠ねむい目を擦こすりながら机に向かって魔ま術じゆつの勉強をしている時、アリアが気き遣づかうように紅茶を運んでくれる時──




「おめでとう、アベル！　おめでとう！　司祭資格の神学試験合格、おめでとう！」

「あ、ありがとう、姉さん……」

「これでアベルも今日から立派な牧師様ね！　こんなに若いのに、あの難関試験に受かるなんて、私も鼻が高いわ！　さすが、アベル！　すごいすごい！」

「ちょ……ね、姉さん!?　街中で抱だきついちゃ……皆みんな、見てるから……ッ!?」

　こうして、アベルのささやかな成功を、アリアがまるで自分のことのように喜んで、アベルを祝福してくれた時──




　──そんな何気ない平和で平凡な日常を、アリアと共有する度、アベルは思うのだ。

　この姉を守りたい、と。

　一度は失ったけど、やっと取り戻もどしたこの平和な日常を守っていきたい、と。

　だから、どんなに難しい修行も課題も、アベルは耐たえられた。全すべて受け入れられた。

　そして、そんな鍛錬に明け暮れる日々の合間に、アベルは子供達と遊んで、面めん倒どうを見て、アリアの家事を手伝って、最大限、家族を支える。

　忙いそがしくも充じゆう実じつした、誰だれかと共に笑い合える幸せな日々が、ゆっくりと過ぎていく──

　ゆっくりと。




　──そして、それは、そんな穏やかな日々の中でのことだった。

「……〝一を切って、九を救う〟……ですか？」

　教会の裏手の少し薄うす暗ぐらい雑木林の中。

　本日の修行課題、攻性呪文アサルト・スペルの早はや撃うち鍛錬の休憩時間にて。

　尊敬するパウロ師父の口から出た思いがけない言葉に、アベルは目を瞬またたかせていた。

「左様。言葉を濁にごさず言えば、確実に救える大多数を救うために、救える見込みの薄い少数を見捨てる決断をする。誰を救って、誰を救わないかを決める。……誰かを守る戦いをする者ならば、常に念頭に置かなければならないことなのです。救う者はより多くを救うため、常に現実を見み据すえ、理想との折り合いをつけ、そこから決して目を離してはなりません。……なにせ、我われ々われは全てをお救いになる全知全能の神ではないのですから」

　穏やかながらも厳しい口調で、パウロはそうアベルに伝えた。

「……師父の口から、あの『アルベルト＝フレイザー』みたいな言葉が出るなんて、思ってもみませんでした」

　すると、いつもパウロの教えには素直なアベルが、ほんの少しだけ不満げに反論した。

「僕はそんなのごめんです。最初から誰を救って、誰を救わないかを決めるなんて。僕は絶対に皆、見捨てません。全力で十を救ってみせます」

「ほっほっほ……その心意気や尊し。決して忘れてはなりませんよ、アベル」

　だが、語気強く反論するアベルに、特に気分を害することもなく、パウロは穏やかに微笑みながら応じていた。

「……師父……？」

「そう、それで良いのです、アベル。神ならぬ人の身が、決して妥だ協きようで安易な取捨選せん択たくなどしてはなりません。安易な選択は人の命を軽くしてしまう行こう為い……そのようなことは、それこそ神の御ご意い思しに背そむく行為と言えるでしょう」

「だ、だったら──」

「ですが、現実として在るのです。……そういう選択をせねばならない時が」

「…………」

「残念ながら……この私も、かつての救済巡じゆん礼れいの旅路の中、幾いく度どとなくそういう決断を迫せまられた事があります」

　実感と迫はく真しんの籠こもったパウロの言葉に、アベルが押し黙だまってしまう。

「たとえば……そうですね。〝私かアリアか、貴方はどちらかしか救えない〟……そんな状じよう況きようになったら、貴方はどちらを救うことを選びますか？」

「そ、そんなの決まってます！　僕だったら、絶対に二人とも助ける方法を考えて──」

「ほっほっほ。選択、と言ったでしょう？　それは答えにはなっていませんよ、アベル」

「……ッ！」

　パウロの指し摘てきに、アベルが納なつ得とくいかなそうに目を伏ふせる。

「すみません、厳しい事を言ってしまって。ですが、考えに考え抜ぬき、足あ搔がきに足搔き抜いた……人事を尽つくし抜いた果てに、そういう選択に直面することがある……それを決して忘れてはなりません。全てを救いたいと願う貴方の優しさは尊いものですが、それが時として枷かせになることもある。誰かを守るために戦うとはそういうことなのです」

「ですが……」

　無論、聡そう明めいなアベルには、わかっていたのだ。

　師父が言わんとしていることを。理り屈くつではわかっていた。

　だが、どうしても心が受け付けない。

　脳のう裏りに浮うかぶは五年前、まるで地じ獄ごくのようだったあの懐なつかしい故郷の光景。

　父さんと母さんを救えたら。あの村の人々を全員救えたなら。全てを救えたならば。

　……きっと、今でも皆、変わらず幸せでいられたのだ。たまにアリアが、夜、自室で一人泣いているのを、扉とびら越ごしに無力な気分で聞くしかないこともないのだ。

　やはりアベルも、心の奥底では、まだ過去を乗り越えきれていないのかもしれない。

　アベルは──全てを救いたかったのだ。そのための力が欲しかったのだ。

「アベル。いずれ、貴方あなたにもわかる時がきっと来るでしょう」

　だから、そんなパウロの言葉を前に、アベルは拒きよ絶ぜつするように押し黙るだけだ。

「……納得いきませんか？」

　そして、そんなアベルの内心を察したように、パウロが変わらず穏おだやかに問いかける。

「はい……申し訳……ありません……」

　思えば、尊敬する師父に逆らったのは、これが初めての経験かもしれない。

　物分かりの悪い子供である自分に、どのような𠮟しつ責せきが飛んでくるか。

　ひょっとしたら、パウロはもうこんな自分に愛あい想そを尽かして、戦い方を教えるのを止やめてしまうかもしれない。

　アベルが覚かく悟ごしてそれを待ち構えていると……

「ならば、強くなりなさい」

　パウロはそんなアベルへ、優やさしく、そして力強くそう言うのであった。

「！」

　意外なパウロの言葉に、アベルが目を見開いた。

「そう。強くなるのです。誰よりも、私よりも。何よりも。……どこまでも。貴方と貴方の周囲を襲おそうあらゆる理り不ふ尽じんに抗あらがえるように。……貴方の最近の迷いはそれでしょう？　大だい丈じよう夫ぶです。心配せずとも貴方は強くなれます。身も、心も」

　まるで心の奥底を見み透すかされたように、アベルははっとする。

「し、しかし、師父……それは……」

「選択は人事を尽くし抜いた果てに現れる、と言ったでしょう？　ならば、その人事を尽くせる段階で救えるくらいに、力があればいい。強くあればよいのです」

「……ッ！」

「ははは、懐かしいですね。かつて、私も師に命の取捨選択について教えられた時、貴方と同じように反発したことがあります。私も若かったのです。ですが、師も今の私と同じ言葉で、私を激げき励れいしたものです」

「そんなことが……？」

「無論、現実は甘くありません。……私には無理でした。ですが、アベル。貴方なら、それを為なせるやもしれません」

「師父……」

「自信を持ちなさい。貴方の魔術の才は、きっと神が賜たまわした天てん賦ぷのもの。きっとこの美しくも残ざん酷こくなる世界において、何かしらの意味を持つものだと私は確信しています。

　貴方ならば、私や私の師が到とう達たつしえなかった領域に……十を救う救世主になれるやもしれません。なれずとも、そこへ至ろうとする心と道が尊いことは疑いようもなく、その魂たましいの旅路にて、多くの救いを人々にもたらすことでしょう。

　今はそれを信じて、自分を見限らず、自分を磨みがき上げることに専心するのです。されば、神はいずれ、きっと貴方の前に、貴方が為すべき道をお示しになるでしょう」

　そして、パウロはアベルの肩かたに手を置き、慈いつくしむように言った。

「〝目を啓ひらき、信じ求めよ。されば与あたえられん〟……貴方をもっとも信じてあげられる者は他ほかでもない、貴方自身なのですから。どうか頑張ってください。……貴方という素す晴ばらしい弟で子しを得たことは、私の喜び。貴方は私の誇ほこりなのですから」

　そんなパウロが、アベルを見つめる瞳ひとみは、どこまでも深く澄すんでいた。

　そして、そんなパウロの言葉に感極きわまったアベルは、自然と頭を下げていた。

「これからも……どうか、ご指導ご鞭べん撻たつ、よろしくお願いします！　師父！」

「ふふ、こちらこそ。……それでは、今日はここまでとしましょうか」

「はい！」

　そんなやりとりをして。

　アベルとパウロは、肩を並べて教会へと戻るのであった。




「……今日は、こんなことがあったんだ」

　その夜。教会の厨ちゆう房ぼうで、アリアの食器洗いの手伝いをしながら。

　アベルは嬉き々きとして、昼間のパウロとのことを話していた。

　先さき程ほど、パウロや子供達、この教会の皆が揃そろっての賑にぎやかな晩ばん餐さんも終わり、今や狭せまい厨房の流し台は、使用済みのお皿や器うつわで一いつ杯ぱいになっている。

　それをアリアが外で汲くんだ井い戸ど水みずと、藁わらの束たわ子しを使って一枚一枚丁てい寧ねいに洗い、それを受け取ったアベルが、椅い子すに腰こしかけながら布で綺き麗れいに拭ふいていた。

「パウロ師父は、やっぱり凄すごい方だ。……戦いの腕うで前まえだけじゃない。あの人はとてつもなく大きな人間なんだよ」

「ふふ、そうだよね。なにせ、私達のために、こんな孤こ児じ院いんを運営しちゃうくらいなんだもの……パウロ様がいなかったら、私達どうなっていたことか」

　アリアもまるで自分が褒ほめられたかのように、嬉うれしそうに首しゆ肯こうした。

「パウロ様はこの街の教区を取り仕切る牧師として、街の人達からの信しん頼らいも厚いし……人生に迷える様々な人々の相談を受け、日々真しん摯しに導いていらっしゃるわ。

　この街にやってきた当初はよそ者扱あつかいだったけど、今やパウロ様はもうすっかりこの街の顔役だもんね。週に一度のパウロ様の説教会には、街の人達がパウロ様の話を聞くために、大挙して押し寄せてきて大変だもの」

「うん。それに、目の前の取捨選択に、子供のような拒絶を返した僕なんかとは違ちがって、いつだって、師父はもっと遠くを見ているんだ。僕も、あんな風に、誰かを導ける大きな人になれたらな……」

　そこまで熱っぽく言って、アベルはふと我に返ったように目を伏せ、ため息を吐ついた。

「だから、正直、不安なんだ……本当に、僕は追いつけるのかな？　あの人に」

　食器を拭く手を止め、アベルはぎゅっと拳こぶしを握にぎり固めて、それを見つめる。

　昼間の尊敬すべき師父の言葉を反はん芻すうする。

「最近、師父の指導で力を付ける度たびに……強さ、戦いというものを理解する度に、痛つう烈れつに感じるんだ……師父と僕との間にある、懸けん絶ぜつとした格の違いと差を」

「アベル……」

　すると、アリアも食器を洗う手を止め、アベルの横顔を見た。

「師父は……本当に凄い人だ。東方で身につけたという格かく闘とう技ぎの腕前も、そこいらの魔ま術じゆつ師しなんかとは比ひ較かくにならない魔術の技量も。もしそう望んだなら、師父はきっと〝英えい雄ゆう〟と呼ばれるような一ひと角かどの人物になったに違いないんだよ……」

　そして、アベルはふぅと息を吐いた。

「そんな師父が、僕に才能があるって言ってくれているけど……正直、僕は師父に追いつける気がまるでしないよ……本当に僕は強くなれるんだろうか？　師父のように誰だれかを守れる人になれるんだろうか……？」

　すると、何を思ったのか。アリアが、アベルへ真っ直すぐ向き直る。

「ねえ、アベル」

　アリアは懐ふところから何かを取り出し、それをアベルに見せた。

　銀十字のペンダントだ。

　目を瞬かせるアベルの背後に、アリアが無言で微笑ほほえみながら歩み寄る。

　そして、腕を伸のばして、背後からアベルの首にその銀十字のペンダントの鎖くさりをかけ、その首の後ろで鎖の留め具を合わせた。

「姉さん、これは……？」

　首元にかかった銀十字を呆ほうけたように見つめるアベルに、アリアが答えた。

「私からのプレゼント。アベル、こないだ、司祭の資格を取ったでしょう？」

「うん……言葉は道具で、聖書は道具箱。人々の心に刺ささった苦しみという釘くぎを、言葉の釘抜きで引き抜けるように。僕らのように、不幸にも道を見失った人達を少しでも救えるように……そう思って……」

　すると、そんなアベルを、アリアは背後からそっと抱だきしめ、呟つぶやいた。

「ふふっ、本当に凄いよね、アベルは……」

「姉さん？」

「私が守らなきゃと思っていた可愛かわいい弟は、私を置いてどんどん先に行ってしまう。貴方はどんどん成長していく」

「…………」

「焦あせっちゃ駄だ目めよ、アベル。パウロ様も仰おつしやったのでしょう？　自分を信じろって。貴方がなすべきことをなせって。今はそれでいいじゃない」

　押し黙だまるアベルに、アリアはさらに言葉を続けた。

「それに……貴方は今でも十じゆう分ぶんに強いわ」

「そんなことは……」

「あるわ。だって、私はこの五年間、〝どうか、この新しい家族が壊こわされることがありませんように〟って……神様に祈いのることしかできなかった」

「！」

「私は……あの日、私達を襲った不幸に目と心を塞ふさぎ、今でもベッドの中で泣いて震ふるえながら、忘れよう、忘れようとしている毎日……あんなに大好きだったお父さんやお母さんのことも、村の人達のことも……今はもう、私の心を縛しばる枷かせにしかならない……」

「姉さん……」

「アベルみたいに、あの凄せい惨さんな過去をちゃんと受け止め、乗り越え、そして、新しい今を守るために一歩を踏ふみ出す……そんな強さは私にはなかった。……なかったの」

　ほんの少しだけ。

　耳元でささやくようなアリアの声に、湿しめったものが混じった。

「だから、アベル。貴方は強いよ。……そして、強くなれる。お姉ちゃんが保証するわ。だって、貴方は……私の自じ慢まんの弟なのだから」

　そんなアリアの言葉に。

　アベルは、どこか、安あん堵どするような感覚を覚えるのであった。

「……ありがとう。姉さんがそう言ってくれるなら……僕はまだ頑がん張ばれそうだよ。うん、そうだね……姉さん達は、僕が絶対に守ってみせるから」

　そんな風に迷いを吹ふっ切ったように言うアベルに。

「ふふふ……でも、人を救うのも、私達を守ってくれるのもいいけど、忘れないでね？　私には貴方あなたがいないと意味がないの。だから……」

「自分を大切に、でしょ？　……大丈夫、わかってるよ。無理はしないさ」

　そうして、アベルが首を回して振ふり返り、アリアと互たがいの吐と息いきが感じられるような距きよ離りで微笑みあった……その時だった。

「ねー、ねー、アベルおにーちゃーんっ！　アベルおにーちゃーんっ！」

　この教会孤児院の住人では最年少の少女ユイが、どたたたーっ！　と、無ぶ遠えん慮りよに厨房へ駆かけ込んでくる。

　すると、アベルとアリアの二人は慌あわてて、さっと離はなれ、平静を取り繕つくろった。

「な、ななな、何かな？　ユイ」

「あれー？　アベルおにいちゃんとアリアおねえちゃん、くっついて何やってたのー？」

「な、ななな、何でもない、何でもないの！　それで、どうしたの？　ユイ！」

　顔を真っ赤にしたアリアが、洗い終わった皿を洗いながら、慌ててまくし立てた。

　すると、その幼さゆえだろう。特にアベルとアリアの様子に疑問を挟はさむこともなく、ユイはにぱっと笑って、ねだった。

「ねぇねぇ、ご本読んで～～っ！　皆みんな、おにーちゃんにご本読んでほしいって～～っ！　今はパウロおとーさんもいないから～～っ！」

「ああ、本かぁ……でも、今は食器洗いの手伝いの最中だしなぁ……」

　ちらりと、アベルがアリアを流し見ると。

「べ、別にいいわ。後は私一人でもできるし。アベルは子供達の相手をしてて」

　アリアは気を遣つかってそう言ってくれた。

「わかったよ。……ごめんね、姉さん」

「いいの。貴方はいつも勉強や鍛たん錬れんで疲つかれた身体からだを押して家事を手伝ってくれるし……それよりもほら、早くユイ達のところへ行ってあげて」

「うん。じゃあ……」

　アベルは今てがけていた皿を拭き終わると、ユイに手を引かれ、厨房を後にする。

　だが、その出入り口でふと足を止め、アリアへ振り返った。

「そう言えばさ、パウロ師父はどこへ行ったんだっけ？　夕食が終わった後、すぐに姿が見えなくなっちゃったけど……師父から何か聞いてる？　姉さん」

　ぷくりと浮うかんだ些さ細さいな疑問を、何気なくアリアへと投げる。

「ああ、それなら……なんでも、急に遠くから古い知り合いが訪ねてきたらしいの。なんでも火急の相談事があって、とにかく内密に話をパウロ様に聞いて欲しいらしくて。今、懺ざん悔げ室でその人の話を聞いてらっしゃるわ」

「はは、師父らしいや」

　街中の人達から何かと頼たよられているパウロのことだ。

　街外の人からはるばる頼られても、なんらおかしなことではない。

　そう思って、アベルはユイの後を追って、教会の談話室へと向かうのであった。




「……さて、今日はどの本を読めばいいのかな？」

　談話室には、この教会に引き取られた九人の子供達が集まっていた。

　全員が五～十歳ほどの幼い子供で、皆、アベルのことを兄と慕したっている。

　そして、そんな子供達が、あの本がいい、この本がいいと、やいのやいの大おお騒さわぎしはじめ、半ば喧けん嘩かになりかけた頃ころ……

「こらこら、喧嘩しちゃだめだ。いつものように順番にしようね？」

　アベルが苦笑いしながら、子供達を宥なだめた。

「ええと……となると、今日、本を選ぶ順番の子は……」

「ユイだよー」

　にぱっ！　と屈くつ託たくなく笑いながら、ユイが手を挙げた。

「そっか、ユイの番だったね。それで？　ユイはどの本を読んで欲しいのかな？」

「んっとねー、んっとねー」

　アベルが優やさしく問いかけると、ユイはしばらく迷ったように考えて。

「この本ー」

　やがて、書しよ架かから一冊の本をよいしょと引き抜ぬいて、アベルの前に掲げた。

「それは……」

　その本の表紙を見たアベルが、微かすかに目を細める。

　その本のタイトルは『偽いつわりの英雄・アルベルト＝フレイザー伝記』とあった。

「はぁ……その本か……」

「あれ？　どうしたの？　アベルおにーちゃん」

「この本、嫌きらいなのー？」

　ほんの少し滲にじみ出たアベルの気の進まない様子を、子供特有の敏びん感かんさで感じ取ったユイや子供達が小首を傾かしげる。

「い、いや……そんなことはないよ？　……どうしてもその本がいいのかい？」

「うん！　だって、他ほかの本飽あきちゃったしー」

「ねぇねぇ、読んでよ、にーちゃん！」

「はやく！　はやく！」

　タイトルの〝英雄〟という言葉に心引かれてしまったのだろう。

　その場の子供達の興味は、ユイが持ってきた本に完全に集中していた。

「そ、その本は……えーと、あの、ユイ？　他の本じゃ駄目かな？」

　アベルが頰ほおを少し引きつらせながら、そう提案するが。

「えー、やだーっ！　ユイ、この本がいい！　みんなは好きな本、おにーちゃんに読んでもらえたのに、どうしてユイはダメなのーっ!?」

　ユイはそう言って、ぷっくーと膨ふくれ始めるし……

「にいちゃん！　その本読んでよ！　英雄の話なんだろ!?」

「すっげーよ！　英雄、すっげーよ！」

　ディーンやクライブなどは、もうすっかりその気のようであった。

「……やれやれ」

　まぁ、仕方ないな、とアベルは思った。

　正直、アルベルト＝フレイザーの半生は、子供に聞かせるような内容じゃない。

　だが、これもまた一つの大人へ至る勉強なのだろう。

（なるべく、かみ砕くだいて、ソフトに語ってあげるか……）

　そう考えて、アベルは本を受け取り、ソファーに腰こしかけた。

「さ、皆、おいで」

　アベルの隣となりにユイが座り、周りに子供達が集まってくる。

　アベルは本を開き、その内容をかみ砕きながら、ゆっくりと読み上げ始めた──




　──。




　アルベルト＝フレイザー。

　その名は、他の歴史上に名だたる英えい雄ゆう達と異なり、伝承や歴史書、記録、ましてや教科書などには、まず挙がらない。

　彼の名を知っている者は数少なく、その道の専門家でなければ、その名を目にしたり、口にしたりすることは、まずないだろう。

　どこぞの歴史マニアの好こう事ず家かが書いたような、こういう稀き覯こう本ぼんを読まなければ、彼の名を知ることは、普ふ通つうの生活を送っている分にはまずありえない。

　彼は歴史の闇やみの中に葬ほうむり去られ、忘れられてしまった〝知られざる英雄〟なのだ。

　──さて。彼について語る者は、必ず彼のことを〝偽りの英雄〟と呼ぶ。

　なぜか？

　それは、彼が英雄として駆け抜けた軌き跡せきが、所業が、あまりにも人の道を外れた非情で非道のものだったからだ。

　なるほど、確かに彼は多くの者達を救った。救世主だった。

　だが、その救った大勢の者達の裏で、無数の罪も無き人々が犠ぎ牲せいになったのだ。

　冷れい酷こく無比、数字の信しん奉ぽう者しや──彼を形容する言葉として、それ以上の言葉はない。

〝九を救うために、一を切る〟。

　それがアルベルト＝フレイザーの生しよう涯がい変わらぬ主義主張だった。

　しかし、その主義主張が、彼の心の奥底からの願いだったなら、より多くの人々を救いたいという思いから発生したものならば、まだ良かった。

　だが、違ちがった。

　彼は、復ふく讐しゆう鬼きだったのだ。

　彼は、憤ふん怒ぬと絶望と憎ぞう悪おに取り憑つかれ、一生それを祓はらえなかった。

　彼の幼少期、彼の家族を皆みな殺ごろしにした仇きゆう敵てきを追うために、彼は戦っていた。

　彼が〝九を救うために、一を切る〟というやり方で、人々を救っていたのは、そのやり方が、もっとも効率よくその仇かたきに辿たどり着く手段であったからに他ならない。彼にとって人々の救済は目的ではなく、手段であった。

　こうして、復讐を果たすために仇を追って彼は戦い続け、救い続け、殺し続けた。

　その存在を、国が隠いん蔽ぺいしてしまうほどの非道なやり方で、救い続け、殺し続けた。

　ただひたすら復讐のために、走り続け、戦い続けた。

　当然、誰だれも彼もが彼を恐おそれ、疎うとみ、彼は誰からも理解されなかった。

　救った相手からも恐れられ、遠ざけられた。

　それでも、彼は戦い続けて、戦い続けて、戦い続けて──

　結局、最後には、彼が唯ゆい一いつ心を許していた友に背中から銃じゆうで撃うたれ、その血ち塗まみれの生涯の幕を呆あつ気けなく下ろすことになる。

　その非道さゆえに、誰もが彼の偉い業ぎようを忘れ、彼の悪行だけを心に刻みつけて。

　あらゆる記録から、忌いむべき者としてその名前を抹まつ消しようされて。

　そして、結局、彼は仇に届くこともなく、その悲願を何一つ果たせず。

　ただ一人、孤こ独どくな荒こう野やに朽くち果てることになる。

　花の一本すら誰も手た向むけぬ、寂さみしげな荒野に、ただ一人──




　──。




「……これにて、偽りの英雄アルベルト＝フレイザーの話は終わり……って、うわぁ」

　ぱたん、と本を閉じたアベルが気付けば、周囲の子供達の様子は、最も早はや完全にお葬そう式しき状態であった。

　誰もが表情暗く放心し、どんよりとしている。

　ユイなどは目め尻じりに涙なみだを浮かべて、洟はなをすすっていた。

　アベルは大分、話をソフトにかみ砕いて読み上げたつもりだったが、それでも、幼い子供達には衝しよう撃げき的な内容だったらしい。

　まぁ、無理もない。この年頃の少年少女なら、英雄というワードから想像するのは、もっとこう華はな々ばなしく、かっこいい、憧あこがれの物語であったはずなのだから。

（こ、これが『剣けんの姫ひめエリエーテ』とかの話だったらなぁ！　やっぱり、無む理り矢や理りにでも止めておくべきだったかなぁ!?）

　後こう悔かい先に立たずである。

　さて、これはどうフォローしたものかな……アベルがため息を吐つきながら、頭を悩なやませていると。

「ねぇねぇ、アベルおにーちゃん……」

　ユイがぼそぼそとアベルに問いかけてくる。

「なんだい？　ユイ」

「その……アルベルトは……どうしてそんなにフクシュウしたかったの？　アルベルトは結局、一体、何がやりたかったの……？」

「さぁ、僕にはよくわからないな」

　アベルは複雑な表情で頭かぶりを振ふった。

「それだけ深く喪うしなった家族の事を愛していたのかもしれない。むしろ、気が触ふれて、もう復讐以外の道を見失っていたのかもしれない。でも、どんなに僕達が推察をしても結局、この本にも書かれていたとおり、誰も彼のことを理解できなかったし……ひょっとしたら彼も彼自身のことがわかっていなかったのかもしれない。……死人に口なし。真相は闇の中ってやつかな」

「その……アルベルトのたった一人のお友達も？」

「そうだね。その友人はどうだったんだろう？　わかっていたから、アルベルトを救うために止めたのかな？　それとも、やっぱりわからなかったから、アルベルトが怖こわくて止めたのかな？　どっちも正しい気がするし、間違っている気もするね」

「そ、そんな……そんなの……そんなのって……」

　感受性の高い子供ゆえだろう。ユイの目尻から一筋の涙が頰を伝った。

「そうだね。アルベルト＝フレイザーには……あまりにも救いがない」

　アベルはユイの頭をなでながら、言った。

　すると、ユイは突とつ然ぜん、アベルの腕うでにぎゅっとしがみついてくる。

　まるで、どこかに行ってしまうアベルを、ここに留とどめようとするかのように。

「……どうしたの？　ユイ」

「ねぇ……アベルおにーちゃん……英雄になるんだよね？」

「！」

　微かに目を見開いて、アベルはユイの言葉の続きを待った。

「パウロおとーさんが言ってた……アベルおにーちゃんは、いつか〝英雄〟になるかもしれない、すごい人だって……どんどん強くなってるって……」

「…………」

「アベルおにーちゃんも……強くなりすぎて……いつか、英雄になって……アルベルト＝フレイザーみたいな、可か哀わい想そうな英雄になっちゃうの……？」

　ユイも、アベルがかつて両親を不幸な事故で失ったことを知っている。

　だからこそ出てきた、子供ならではの発想なのだろう。

　幼い顔を青ざめさせ、心の底から心配と不安に揺ゆれているユイに。

　アベルは、穏おだやかに優やさしく笑って、そんなユイの頭をなでた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。僕は絶対に、アルベルト＝フレイザーみたいにはならない」

「本当に……？」

「ああ、本当さ。ま、まぁ、僕が英雄になれるかどうかという話は置いといて……」

　こほん、と気き恥はずかしそうに咳せきをして、アベルは言葉を続けた。

「なるほど、確かにアルベルトの生涯は悲劇的だね。これ以上ないくらいに悲ひ惨さんだった。だけどね……それは仕方ないことなんだよ。アルベルトは一つ、致ち命めい的てきな間違いをしてしまったんだ」

「……間違えた……？」

「そう。〝復讐は何も生まない〟……そんな簡単で当たり前なことが、アルベルトは最後の最後まで理解できなかったんだ」

　目を瞬またたかせるユイに、アベルは言った。

「それにね。それに……彼には結局、真の仲間がいなかったんだ。心の底では、例の友人すら信用していなかった。自分一人で全すべてを背負おうとしていた。これじゃ、悲劇的な最さい期ごになっても仕方ないさ。自じ業ごう自じ得とくなんだよ」

「アベルおにーちゃんは大丈夫なの……？」

「大丈夫さ」

　アベルはユイを安心させるように、胸を張って答えた。

「確かに、僕もアルベルトみたいに、昔、大切な家族を失ったよ。でもね……僕が今、こうして強くなりたいのは、姉さんやユイ達……皆みんなを守りたいからなんだ。決して、復讐のためなんかじゃない」

「…………」

「それに、僕は心の底では友人すらも信用していなかったアルベルトと違って、一人じゃない。僕にはユイや姉さん、パウロ師父……そして、皆がいる」

　アベルが周囲の子供達の顔を順々に見回しながら、力強く言った。

「皆がいる限り、僕は決して道を間違えないよ。大丈夫、僕はアルベルトみたいになんか決してならないから」

　すると、ユイが涙を拭ぬぐいながら、安あん堵どしたように笑って言った。

「本当の本当に……？」

「ああ、本当さ。約束する」

「じゃあ、おにーちゃんは、皆から感謝される本当の英えい雄ゆうになるんだね!?」

「う、うーん？　僕が英雄……？　そ、それは無理だと思うけど……」

「ねぇねぇ！　もし、おにーちゃんが英雄になったら、ユイのことお嫁よめさんにして！」

　苦笑いするアベルの腕にユイが、がばっと組み付くと。

「あっ、ユイずるい～～ッ！　リタもアベルお兄ちゃんのお嫁さんになりたいのに！」

「あーん、ルーチェも～～っ！」

　リタ、ルーチェ、アイリーン、ルル……他の女の子達も、次々とアベルの身体からだに抱だきついてくる。

「こ、こらこら!?」

「ねぇ、アベル兄ちゃん！　それよりも、正義の魔ま法ほう使つかいゴッコやろうぜ！　僕、正義の魔法使いで、アベル兄ちゃんは魔王ね！」

「ちょっと、待てよ、クライブ！　正義の魔法使いは僕にやらせろよ～っ！」

「いや、今日こそは僕の番だよっ！」

　すると、そこにクライブ、ディーン、マックス、ロイ……男の子達も加わる。

「う、うわぁ！　君達、ちょっと落ち着いて──ぎゃああああーーッ！」

　子供達の、子供特有の謎なぞの圧あつ倒とう的パワーに、アベルが為なす術すべもなく、もみくちゃにされていると……

「あらあら、モテモテね。アベル」

　にこやかなアリアが、お盆ぼんにティーセットとお菓か子しを用意して現れる。

「そのお嫁さん候補……私も立候補しちゃおうかな？」

「か、からかわないでよ、姉さん」

「ふふ、ごめんね」

　すると、アリアは楽しそうにくすりと笑い、テーブルの上に、ティーセットを置いた。

「さぁ、皆。アベルお兄ちゃんを放してあげて。食後のデザートの時間よ」

　その途と端たん。

「「「「わーい、ケーキだーっ！」」」」

　子供達の興味は、完全にアベルからテーブルの上に並んだケーキへと移っていた。

　その現金な様子に、アベルは苦笑いするしかない。

「あらあら、フラれちゃったわね、アベル」

「あはは、そりゃ姉さんの作ったケーキが相手じゃ分が悪いさ……身を引くしかないよ。それに、かくいう僕も甘い物、特に姉さんが作ったお菓子は大好きだからね」

「ふふ。今、お茶を淹いれるわ。貴方あなたもゆっくり休んでね」

「ありがとう、姉さん」

　こうして。

　アベルと、アリアと、九人の子供達の穏やかな夜は、ゆっくりと過ぎていく──




　──教会には『懺ざん悔げ室』というものがある。

　二つの小さな木製ボックス部屋が連なったもので、そのそれぞれの部屋の出入り口には扉とびらがあり、それを閉めれば中の人物の姿は見えなくなる。

　二つの部屋と部屋の間の壁かべには小窓があり、それぞれの部屋に入った人物同士の話し声が通るようになっている。室内には防音加工が施ほどこされ、牧師が内密に相談者の懺悔や相談を受けるには最適の空間であった。

　そんな懺悔室の中に、今、二人の人物が入っていた。

　一人は、この教会の管理者にして司祭、パウロ＝セインズ牧師。

　そして、もう片方の部屋にいるのは、真に奇き妙みような人物であった。

　民族的な紋もん様ようが刺し繡しゆうされたローブを全身にゆったりと纏まとった、中年の紳しん士しだ。

　目ま深ぶかに被かぶったフードと黒くろ髪かみが、紳士の顔を半分以上覆おおい隠かくしているため、その造作はよく窺うかがえないが……その立ち居振ふる舞まいや気品から、その男が相当に社会的身分の高い貴族出身であることが、なんとなくわかる。

「いやはや……それにしても、貴方様とこうして直接会うのは、本当に何年ぶりのことでしょうか？　アイザック＝ル＝バーチス男だん爵しやく殿どの……」

　小窓越ごしに、パウロが穏やかにその紳士……アイザックへ話しかける。

「ははは、アイザック、か。随ずい分ぶんと懐なつかしい名前だ」

　すると、紳士はさも面おも白しろそうに口元を歪ゆがめた。

「私が、こうなってから、そう呼ばれるのは本当に久しいよ、パウロ。それに今の私は社会的には死人。領地・爵位持ちの貴族でもなんでもないからね。違い和わ感かんが凄すごいよ」

「ふむ、そうですか……ならば、やはりこうお呼びするのがよいですかな？」

　すると、パウロは少し間を空け、さもありなんとばかりに言った。

「──大導師様」

　すると、紳士──アイザックは苦笑いしながら、自然と返す。

「好きに呼べばいいさ」

　すると、パウロはうやうやしく小窓越しに、アイザックへ問いかける。

「では、改めて大導師様……一体、今日はどのような御ご用よう向きでしょうか？」

「まずは、そろそろ、〝私〟に限界が来そうなことを、貴方に伝えようと思ってね」

「ほう？　《継けい魂こん法》の耐たい久きゆう限界が、今期も訪おとずれましたか」

「ああ。まだ時間に余よ裕ゆうはあるが……後、もう二、三年くらいだろう。まぁ、仕方ないことだ。なにせ、前回の継魂からもう数十年が経過している」

「次の継魂者の目め処どは立っておられるのですかな？」

「それは心配ない。次の〝私〟の目星は、付いているよ」

「ほっほっほ、それはなによりです」

　穏やかに微笑ほほえむパウロへ、アイザックが告げる。

「候補は、とある魔術師の名家の当主でね……おまけに、彼は『メルガリウスの天空城』に対する並々ならない興味と執しゆう念ねんを抱いだいている。魔術の才も凄すさまじい」

「なるほど……条件はぴったり、というわけですな」

　すると、パウロは小首を傾かしげながら続けた。

「しかし……ただそれだけを伝えるために、わざわざ遠路はるばるこんな辺境にお越こしくださった……とは考えにくいのですが？」

「当然。パウロ……君に新しい使命を与あたえようと思ってね」

　そして、アイザックはパウロへ告げた。

「すぐに隣りん国ごく……レザリア王国へと飛んで欲しい。そこの聖エリサレス教皇庁の、とある枢すう機き卿きようポストを君に用意してあるのだよ。……後は……わかるね？」

　その言葉に、パウロは全てを察したように、頷うなずいた。

「……成る程ほど。ついに動き出すのですな。……貴方様が何千年という時間をかけて、この世界に張り続けた物語の伏ふく線せん……その回収の時、終幕に向かって」

　すると、アイザックは静かに頷いた。

「しかし、急な話で心苦しいな。君はこの地でとある研究を行っていたのだろう？　それを使命のために放ほう棄きさせるのは、同じ魔術師としてはなんとも……」

「ご安心を。私の研究は、すでに完成しているのですよ。ええ……予想以上の成果が出ました。何の後こう顧この憂うれいなく、次なる使命へ向き合えます」

　そんなパウロの言葉に、アイザックが意外そうに肩かたを揺らした。

「ふむ？　すでに完成しているとな？　となると、君という男にしては珍めずらしい。なぜ、それを実行せず、今までこんな辺境の片かた田舎いなかに留とどまっていたのだ？」

「ははは、実はもう一人、興味深い逸いつ材ざいを見つけましてな……何、ただの戯たわむれです。なんでしたら、今夜にでも件くだんの儀ぎ式しきを実行し、次なる仕事に取りかかりましょう」

「そうか。君がそう言うのならば、もう何も言うまい」

　すると、もう話は終わりだとばかりに、アイザックが立ち上がった。

「それでは、後の事は頼たのんだぞ。パウロよ」

「ええ、全てこの私にお任せを。〝天なる智ち慧えに栄光あれ〟──それでは、またいつか。……大導師様」

　パウロがそううやうやしく口走り、ふと小窓越しに隣となりの部屋を覗のぞき込むと。

　そこには、もう誰だれの気配もなかった。




　…………。




　──その夜、草木も眠ねむる二の刻限。

　奇くしくも、魔を退ける戦天の加護もっとも薄うすき第三の日の新月。

　その時、アベルがふと目を覚ましたのは……虫の知らせだとしか言い様がなかった。

「……？」

　余程深い眠りの中からの、唐とう突とつの覚かく醒せいだったためだろう。

　アベルは霧きりがかかったように胡う乱ろんな意識の中、机に伏ふせていた頭を起こす。

　どうやら魔術の勉強の途と中ちゆうで寝ね落おちしてしまったらしい。机の上には呪じゆ文もん書や、魔術式を写し書きしていた羊皮紙、インク壺つぼに羽根ペンがそのまま置かれている。

　照明として使っていた燭しよく台だいの蠟ろう燭そくはすでに燃え尽つきかけており、非常に弱々しい火の揺ゆれる明かりが、べったりと塗ぬり潰つぶすような闇やみを微かすかに払はらっている。

　周囲を見回せば、ここはこの教会でアベルに宛あてがわれている私室。木製の机、寝しん台だい、魔術や神学関連書しよ籍せきが収まった本ほん棚だな以外は何もない、手て狭ぜまで殺風景な板張りの部屋だ。

　なんてことはない、見慣れた景色のはずだ。

　だが、その時は──そのいつもの風景が違ちがって見えた。

　空気が、異質な物へと変へん貌ぼうしていたのだ。

　まるで、この教会その物が、巨きよ大だいで絶望的な妖よう魔まの胃い袋ぶくろの中に吞のみ込まれてしまったかのような──生理的・本能的な恐きよう怖ふが、その闇から毒のように滲にじむかのようだった。

　ここは魔界。絶望の死地と、アベルの魂たましいがそう直感した──その時。

　どくん。

　アベルの心臓が一つ悲鳴を上げると共に、その胡乱なる意識が完全に覚醒する。

「……姉さん……？　皆みんな……？」

　なぜ、自分はそう呟つぶやいてしまったのか？

　確信はない。ほとんど直感だった。

　身近に迫せまる濃のう厚こうな死を忌き避ひする本能と、背筋が凍いてつくような絶望の予感に衝つき動かされ……アベルは燭台を手に取って席を立ち、私室を後にした。




「……どうなって……いるんだ……ッ!?」

　どくん、どくん、どくん……

　アベルの心臓は最も早はや、早はや鐘がねのように脈打ち、今にも破れてしまいそうだった。

　全身を蝕むしばむ悪お寒かんは、真冬の北海を寒中水泳しているかのよう。

　喉のど奥おくからは過呼吸気味の吐と息いきが、ひゅーっ、ひゅーっと吹ふき抜ぬけては、教会内の廊ろう下かに寒々しく木霊こだまし続ける。

「子供達は……姉さんは……師父は、一体、どこへ……？」

　子供達が寝ているはずの大部屋には、誰一人居なかった。

　アリアの寝室も、もぬけの殻からだった。

　そして、当然のようにパウロの部屋にも、パウロの姿はない。

　真っ暗な教会内に、アベルただ一人。

　アベルは弱々しい燭台の光を頼たよりに、皆の姿を捜さがし求めて、教会内をまるで幽ゆう鬼きのように徘はい徊かいし続けた。

　教会の住人達の居住区は当然、礼拝堂のある内陣インナー、祭室を巡めぐる周歩廊、袖しゆ廊ろう、身廊、側廊、鐘しよう楼ろう塔とう、前室、前庭、裏庭まで……教会敷しき地ち内の隅すみ々ずみまで歩き回った。

　だが……誰の姿も見つけることはなく、何かしらの致ち命めい的てきで絶望的な予感だけが、指数関数的に高まっていく──ただ、異質な空気がアベルの魂に危機を告げる。

（なんだ……なんなんだ……？　嫌いやな予感がする……早く皆を見つけないと……取り返しのつかないことになる気がする……五年前のあの時みたいに……ッ！）

　敷地内を一通り回ったアベルは、礼拝堂へと戻もどってきていた。

「皆……どこへ行ったんだ？　こんな真夜中に……」

　すると。

　その時、礼拝堂の祭さい壇だんを見上げるアベルは気付いた。気付いてしまった。

　その位置から見上げる祭壇の十じゆう字じ架かと、奥のステンドグラスが重なって作る光景が、いつもと少し違う。十字架が僅わずかに左にずれている。

　反射的にアベルが祭壇の足あし下もとを見れば……

「！」

　確かに、祭壇がほんの少しだけ左にずれている。床ゆかには祭壇を動かした跡あとがある。

　ほとんど直感のままに、アベルがその重たい祭壇を横から押し動かすと……

「な……ッ!?」

　祭壇の床下には、地下へと続く階段があった。

「地下室……？　この教会に、そんなものがあったのか……？」

　そんなことアベルは全然、知らなかった。パウロから一言も聞いていない。

「…………」

　行くな。進むな。見て見ぬ振ふりをしろ。背を向けて全すべて忘れろ。

　なぜか、本能がそうアベルの心に警けい鐘しようを鳴らしている。

　だが……アベルは何かに取り憑つかれたかのように、その階段を下り始めるのであった。




　かつん、かつん、かつん……冷たく響ひびく階段を下りる靴くつ音おと。

　どくん、どくん、どくん……一歩下りる度たびに強くなる心臓の鼓こ動どう。

　より酷ひどくなっていく過呼吸。歪む世界。ねじれる方向感覚。遠くなっていく音。鼓こ膜まくが破れそうなほど耳鳴りが酷い。心音が五う月る蠅さい。黙だまらせたい。

　全身から冷や汗あせを滝たきのように流しながら……それでもアベルは延々と階段を下りていって……下りていって……下りていく。

　そして。

　やがて、地の底まで下りきったような錯さつ覚かくと共に階段が尽き、アベルの目の前に一つの鉄の扉とびらが現れる。

「…………」

　アベルは自身の血の流れる音を聞きながら、その扉を眺ながめ……

　しばらくして、意を決したようにその鉄の扉に手をかけた。

　……鍵かぎはかかっていない。

　アベルは、冷や汗を拭ぬぐい、大きく深呼吸して、その鉄の扉をゆっくりと押し開いた。

　ぎぎぎ、と軋きしんだ鉄の音と共に、その扉は開かれる。

　扉の向こう側に広がるは、恐おそろしく天てん井じようの高い、広大な地下室。

　そこで、アベルが見たものは──

「──ぁ」

　床に描えがかれた、吐はき気がするように禍まが々まがしい造形の魔術法ほう陣じん。それに吐き気を催もよおすような闇の魔力が漲みなぎって循じゆん環かんし、その恐るべき機能を執しつ行こうしている。

　その法陣の霊点レイ・スポツトに沿って、九つの逆さ十字が立っている。

　──さも外げ道どうで鬼き畜ちくな所業が他にあろうか。

　その逆さ十字に、太い釘くぎを無数に打たれて架かけられているのは、九人の子供達──アベルの愛いとしい弟達や妹達だ。

　釘を打たれた子供達の手足から流れる血が、まるで生き物のように蠢うごめいて逆さ十字を伝い落ち、下の魔術法陣へと吸収されていく。

　そして、そんな部屋の四隅には、誰かも知れぬ白骨死体が無数に折り重なり、山となって堆うずたかく積み上がっている──

「ぁあああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　そのあまりにも冒ぼう瀆とく的で悍おぞましい、残ざん虐ぎやく無む慈じ悲ひなる光景に、アベルの精神は堪こらえきれない悲鳴を上げて、割れ砕くだけた。

「アベル！」

　だが、粉々になりかけていたアベルの心を繫つないだのは、アリアの悲痛な叫さけびであった。

「アリア姉さん!?」

　我われに返れば、アリアは黒の花はな嫁よめ衣い装しようとヴェールを纏まとい、魔術法陣の中心でうやうやしく祈いのりを捧ささげるように跪ひざまずいていた。

　黒い花嫁衣装の長い裾トレーンは、やはり呪のろわれた無数の釘で地面に縫ぬい付けられており、それがアリアの身体からだを呪的に縛しばって、動けなくしているようであった。

「ど、どうしたの!?　い、一体、何があったの……ッ!?」

「来ちゃダメ、アベルッ！　貴方あなたも、私に〝吸われて〟しまうわッ！」

　鋭するどいアリアの制止に、駆かけ寄りかけていたアベルの足が止まる。

「私のことはどうでもいいのッ！　そんなことよりも……皆を……ッ！　皆は、まだ生きているから……ッ！」

　必死の形相を浮うかべるアリアの指し摘てきに、アベルがはっとしたように周りを見る。

　動どう揺ようして気付かなかった。確かにアリアの言うとおり、九人の子供達は最早、虫の息だが──まだ息があった。早く適切な法医処置を施ほどこせば助かるはずだ。

「聞いて、アベル！　今、私は私の意思とは関係なしに、あの子達の魂を吸ってるの！」

　だが、唐突なアリアの暴ばく露ろに、アベルの思考は上う手まく回らない。

「は……？　な、なんで……そんなことに……？」

「あのままじゃ、あの子達は皆、死んでしまうわ！　それだけじゃない……その魂は私の内に囚とらわれ、死後の魂の救済すら訪おとずれないッ！　永遠に苦しみ続けてしまうのッ！」

　意味がわからない。意味がわからない。意味がわからない。

　どうしてこんなことになってしまっているのか、アベルの思考がまるで現実についていけない。

「早く……早く、あの子達を助けて……お願い……ッ　そう──」

　そして、続くアリアの言葉に、アベルは世界が完全に崩ほう落らくするような感覚を覚えた。

「──私を、殺して！」

「な──」

　しばらくの間、アベルは絶句して。

　やがて、じっくりと時間をかけて、その言葉の意味を咀そ嚼しやくして。

　その意味が、ようやく理解を結像した──次の瞬しゆん間かん。

「嫌だぁああああああああああああああああああああああーーッ！」

　アベルの口から飛び出したのは、まるでだだっ子のような拒きよ絶ぜつの叫びであった。

「なんで!?　なんでだよ!?　なんで僕が姉さんを殺さなければならないんだッ!?」

「この儀ぎ式しきを止める方法は、もうそれしかないの！　お願い、わかって──」

　わめき散らすアベルに、アリアは涙なみだを流しながら懇こん願がんする。

「私、あの子達を喰くらいたくないッ！　殺したくないのッ！　私を殺せば……私一人を犠ぎ牲せいにすれば、あの子達は助かるのッ！　だから──」




〝九を救うために、一を切る〟──

　アリアを魔ま術じゆつで射い貫ぬいて殺せば、子供達は助かる──つまりそういうこと。




「嫌だ、嫌だ、嫌だぁああああああああああああーーッ！」

　アベルはヒステリックに叫びながら、アリアや子供達を縛る魔術法陣へと取り付いた。

「そんなアルベルト＝フレイザーみたいな真ま似ねできないッ！　僕は、姉さんも、子供達も救うんだッ！　十を守るんだッ！　僕はそのために強くなったんだ──ッ！」

　そして、呪じゆ文もんを唱えた。

「《終えよ天てん鎖さ・静せい寂じやくの基底・理ことわりの頸くび木きは此処ここに解放すべし》──ッ！」

　黒くろ魔ま儀ぎ【イレイズ】。

　アベルは、魔力で解呪式を、呪われた魔術法陣の上に直接書き連ねようとする。

　だが──

　ばちぃっ！　魔術法陣に触ふれた途と端たん、その指が弾はじき返された。

　呪いの逆流が起き、アベルの身体のあちこちを破は壊かいし、血の華はなを派手に咲さかせる──

「ぐっぁ……ッ!?　ゴホッ！　あぐぅ……な、なんだこれ……？」

「アベル！　ダメよ！　貴方じゃこの魔術法陣を解呪できないわ！　だって、わかるでしょう!?　この法陣を作ったのは──」

「黙っててよッ！　僕はこの命にかえても皆みんなを……姉さんを……ッ！」

　何もかもを拒絶し、アベルはひたすら猪いのししのように、魔術法陣へと向き合い始めた。

　だが、何度やってもダメだった。アベルの解呪技術では、この魔術法陣を解呪することはおろか、術式に触れることすら不可能だった。

　無論、今のアベルの技量ならば、粗あら方かたの呪いは解くことができよう。それを専門とした解呪師としても立派にやっていけるだろう。

　だが──目の前の呪われた魔術法陣は、次元が違ちがった。

　あまりにも格が違う。アベルと、その魔術法陣を組んだ術者の実力が、命をかけた努力や根こん性じよう程度では、どうしようもないくらいに懸けん絶ぜつしていたのだ。

「ぐぁあああああああああああああーーッ!?」

「お願いッ！　止やめて、アベル！　貴方まで死んでしまうわッ！　お願いだから──」

　だから、アベルは解呪にかかろうとする度に、全身から血を噴ふき出させて、吹ふき飛ばされてしまい、その都度、アリアが悲痛な叫びを上げる。

　それでも、アベルは血ち塗まみれになりながら、法陣に向き合い……自分が知る全ての解呪術の粋すいを尽つくして、法陣を解こうとする。

　だが、それらは悉ことごとくが虚むなしく打ち破られて。

　そして、子供達の血や魂たましいは、アベルが手をこまねいている間にも、どんどんアリアに吸い取られていき……吸い取られていき……

「お願い！　アベルッ！　私を──子供達を──ッ！」

「嫌いやだぁあああああああああああああああああああああああああああーーッ！」




　──そして。




「あ……」

　やがて──アベルは、呆けた表情で呟つぶやき、がくりと両りよう膝ひざを折った。

「ぐすっ……ひっく……うぅ……アベル……」

　魔術法陣の真ん中で、アリアのすすり泣く声が、地下室内に虚しく響く。

　生気を失った表情で、アベルは力なく周囲を見回す。

　逆さ十字の刑けいに処せられた九人の子供達は……もうとっくにミイラのように干ひからび果てて、死んでいた。

　ユイも、リタも、ルーチェも、アイリーンも、ルルも、クライブも、ディーンも、マックスも、ロイも、もう二度と動かない。動けない。冷たい骸むくろの身体。

　人の最さい期ごとしては、あまりにも惨むごく、救いのないその死に様。その遺体。

　その子供達の命は、魂は──完全にアリアの内に取り込まれてしまったのだ。

「……なんで……？　なんで……こんなことに……？」

　アベルが両手を床ゆかにつく。

「ぼ、僕は……僕はただ……皆を……」

　目め眩まいと吐き気がするほどの深い絶望にアベルが囚われていた……その時だった。

　かつん、と。

　小さな靴くつ音おとが、この地下室の入り口付近に響ひびいた。

「だから言ったでしょう？　アベル。そういう選択をせねばならない時が、現実として在る……と」

　さらなる絶望が──アベルの前に現れたのだ。

　心の底ではわかっている。わかっていた。

　この近辺でこんなことができそうな人物など、考えなくてもわかる。

　だが、否定したかった。目を閉じ、耳を塞ふさぎ、アベルが望む世界を守りたかった。

　しかし、現実はどこまでも残ざん酷こくだった──

「まだまだ、甘いですね。もっと心を強く持たねば、誰だれも救えませんよ？」

「パウロ師父ぅうううううううーーッ！」

　アベルは血ち反へ吐どを吐き捨てるような思いで立ち上がり、背後に現れた人物──パウロに向かって吠ほえかかっていた。

　そんなアベルの吠え声を、パウロは背中で手を組み、いつものような聖人然とした笑えみを浮かべ、堂々と受け止めている。

「パウロ師父！　これは一体、どういうことですかッ!?　なぜ、姉さんを……皆を、こんな目に遭あわせたのです!?　一体、何故──ッ!?」

「落ち着きなさい。取り乱さずに刮かつ目もくするのです。ほら……《葬そう姫き》の誕生ですよ」

　アベルの恫どう喝かつにも似た問いかけをまるで無視して、パウロが穏おだやかにそう返した……次の瞬間だった。

　絹を裂さくような悲鳴が、アベルの背後から上がった。

　アリアの悲鳴だ。

　アベルが咄とつ嗟さに振ふり返れば、黒い花嫁衣装を纏ったアリアの全身に、血の文字が浮かび上がり、その文字達が真っ赤に灼しやく熱ねつしている。

「ぁああああああああああーーッ!?　嫌ッ！　熱いッ！　く、苦しい……ぁああああああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　それでもアリアは祈りを捧げるような姿のまま、身み悶もだえすることもできず、ただただ絶望的な苦く悶もんの叫びを上げるしかない。

「ね、姉さんッ!?　どうしたの!?」

「た、助けて……助けてアベル……私が……私が〝変わる〟ッ！　私が消えて、私以外の何かに変わってしまう……ぁあああああああああああああああああああああーーッ！」

　何もできないアベルの前で、アリアの変質は凄すさまじい勢いで進行していく。

　全身から爆ばく発はつ的に漲みなぎる、赤黒い邪じや悪あくな魔力。

　変へん貌ぼうする真しん紅くの双そう眸ぼう。血のように赤黒く染まるその長い髪かみ。

　その髪を割って、頭の脇わきから生える二本の禍まが々まがしい角。

　背中から、めきめきと音を立てて生える、黒き片かた翼よく──全身を蝕むしばむ赤い紋もん様よう。

　場に漲る魔力は高まって、高まって、際限なく高ぶって──やがて大気を凄せい絶ぜつな圧力をもって飽ほう和わ、臨界点を超こえて、炸さく裂れつ。暴発。

　巻き起こる魔力の暴ぼう嵐らんが、周囲の法ほう陣じんや十じゆう字じ架か、それに架けられていた子供達の遺い骸がいを粉々に吹き飛ばす──

「な──ぁ……」

　逃にげ場のない地下室内に、世界の終末のような撃げき風ふうが渦うずを巻き。

　やがて、その嵐を、ばさりと黒い翼つばさの羽ばたきが割り裂さいて一人の女が、アベルの前に姿を現す。

　妖よう艶えんなる黒い花はな嫁よめ衣い装しように身を包んだその女──その気配は、魂は、本質は変わり果てても、身体からだは異形と成り果てても、その顔立ちだけは紛まごうことなくアリアで──

　そして、もう取り返しのつかない事態になってしまったことが──アリアという存在を永遠に失ってしまったことが、アベルには理解できた。

「六魔王が一柱《葬姫》アリシャール……」

　まるで自じ慢まんの秘蔵ワインを人に誇ほこるかのように、パウロが言った。

「そう、アリシャールです。あの最強の悪魔、《黒こく剣けんの魔王》メイヴェスにも匹ひつ敵てきするとされる第八園の支配者《葬姫》……それが彼女の正体だったのです」

「どういう……ことなんだ……？」

「とはいえ、アリアはアリシャールの分ぶん霊れい……アリシャールという強大な概がい念ねん存在のほんの一部に過ぎません。ですが、たとえ分霊であっても──」

「どういうことだと聞いているんだッ！　答えろ、パウロぉおおおおおおーーッ!?」

　そんなアベルの激情の叫さけびに、パウロがきょとんと首を傾かしげる。

「やれやれ……アベル。貴方あなたは聡そう明めいな子だと思っていましたが、存外にぶいのですね。こと此処ここに至り、まだ気付きませんか？　アリアを《葬姫》アリシャールへと覚かく醒せいさせること……それが、当初からの私の大目的だったのですよ」

「は……？」

「アリアはその魂の一部に、アリシャールの分霊……まぁ、魂の一ひと欠片かけらとでもいいましょうか……それを持っていたのです。とはいえ、それは彼女の隠かくれた心ペのル一ソ面ナのようなもの……普ふ通つうに生きていれば生しよう涯がい、それに気付くことはなかったでしょう。

　ですが、それを覚醒させることができれば、大悪魔としての一面が、彼女の全すべてを塗ぬり潰つぶして支配し、この世界に受肉したアリシャールが降臨することになるのです」

「姉さんが……アリシャールの分霊を……？」

　《葬姫》アリシャール。神学を囓かじった者ならば、誰でもその名を知っている。

　エリサレス聖書にも納められている聖典・旧約神しん譚たん録ろくにて語られる『炎ほのおの七日間』、人と天使と悪魔達の最終戦争において、紅あかと蒼あおの双そう魔ま槍そうを振るい、たった一騎きで万の天使軍団を葬ほうむったという、破壊と闘とう争そうを司つかさどる修しゆ羅らの大悪魔だ。

「なにせ分霊とはいえ、六魔王……悪魔召しよう喚かん士しとして、六魔王の一柱を従えるなど、これ以上とない誉ほまれではありませんかな？」

「あ、悪魔召喚士……？　パウロ師父が……？」

　愕がく然ぜんとしたように、アベルが呟いた。

「左様。なぜ《葬姫》アリシャールの分霊が、アリアの中にあったのかはわかりません。まぁ、広い世界、長い歴史の中、こういったことはままあったものです。そして、アリアという存在は、私がアリシャールを下げ僕ぼくとするまたとない絶好の機会」

　呆ぼう然ぜんとするアベルの前で、パウロが穏やかに優やさしく告げる。

　まるで出来の悪い生徒を諭さとすような口調で。

「ですが、分霊といえども魔王級の大悪魔を覚醒させようとなると、それはそれは大変な数の生いけ贄にえや、若もしくはそれに相応ふさわしい切っ掛かけが必要となります。

　通常の魔術的な手段に依よるのであれば、街の一つや二つ程度の魂の数では、到とう底てい足りますまい。なかなか現実的ではありません。

　しかし、ここからが私の長年の悪魔召喚士としての研究成果。【適合者アダプター】と呼ばれる、一種の概念存在の媒ばい体たいとなる特とく殊しゆな魔術特性パーソナリテイを持つ純じゆん粋すい無む垢くなる魂……それもアリシャールへ特に感応する魂を使用することで、覚醒に必要な生贄の魂の数を、大おお幅はばに抑おさえることができるのです。まぁ、【適合者アダプター】を九人も集めるのは非常に苦労しましたが。なにせ、なかなか希少な特性ゆえに……」

「な……」

　それこそ、後頭部を殴なぐられたかのような衝しよう撃げきだった。

「師父……まさか……貴方……貴方は……ッ！」

　一つの恐おそろしい真実が浮うかび上がる。

　信じたくない。信じられない。だけど、全ての状じよう況きようがそれを事実だと物語っている。

　即すなわち──

「貴方は……《葬姫》アリシャールを己おのが下僕とするために……ッ！　アリア姉さんを……ッ！　あの九人の子供達を、この教会に集めたというのですか……ッ!?」

　すると、パウロは不思議そうに首を傾げ、微笑ほほえみながら返した。

「……はて？　それ以外に何があるというのです？」

「…………」

　これが。

　このドブ沼ぬまよりも深くドス黒い邪悪が。糞くそ虫むし以下の鬼き畜ちくが。外げ道どうが。

　あの聖人然としたパウロの本ほん性しようなのか？

　だとしたら、自分の目は一体、どれだけ節穴だったのか？

「ぁああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　パウロに対する怒いかりが、自分に対する怒りが、地じ獄ごくの業ごう火かのように燃え上がり、アベルの総そう身しんを焼き焦こがす。

　だから、驚おどろくことはない。まったく驚くことはないのだ。

　今、パウロがさっと手を振り、周囲の空間へ瞬しゆん時じに描えがいた三つの六ろく芒ぼう星せい法陣。

　その法陣を走る邪悪な魔力の駆く動どうに従って、虚こ空くうに門が開き──パウロを守るように召喚された、三体の女性型悪魔。

　その悪魔を、アベルが見たことがあるのは──まったく驚くべきことではない。

　そう、それは五年前、アベルの住む村を襲おそい、父と母を殺し、村人を殺した三体の悪魔。

　その悪魔達を、パウロが当然のように下僕として従えていたことは──まったく驚くべきことではなかったのだ。

「お前が……全て、お前が……お前がぁあああああああああああああーーッ!?」

　パウロこそが、全ての元げん凶きようだった。

　あの村を滅ほろぼし、父と母を殺した黒幕であったのだ。

　全ては──アリアを、《葬姫》アリシャールを己が手中に収めるために。

「パウロォオオオオオーーッ！　お前は一体、何なんだぁああああああああーーッ!?」

　すると、血を吐はくようなアベルの問いかけに、パウロはこともなげに答えた。

「私ですか？　私は、天の智ち慧え研究会・第三団《天位》ヘヴンス・オーダー【神殿の首領マジスタ・テンプリ】──パウエル＝フューネ。ソロームの指輪の下、魔界の三十六悪魔将と６６６の悪魔軍団を従えし、恐らく世界最古にて、この現世最高の悪魔召喚士」

「……な……天の智慧研究会……ッ!?」

「そして、私にはまだまだ力が必要なのですよ……敬愛する大導師様のためにもね」

「第三団《天位》ヘヴンス・オーダー……ッ!?　大導師……ッ!?」

　そして、身を骨まで灰と化しそうな憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬに悶もだえるアベルへ、パウロが告げた。

「一つ、チャンスをあげましょう。アベル」

「チャンス……だと……ッ!?」

「ええ、実は、私は貴方の魔術師としての才を非常に高く買っているのです。私が家族ごっこに興じ、貴方に対して本当の父親のように愛を注いで接していたのは、まさにこのため。貴方という宝石の原石を、極限まで磨みがき上げるためだったのです」

「…………ッ!?」

「愛こそが人を強くするのです。拷ごう問もんじみたやり方で、無む理り矢や理り人を鍛きたえたところで、それは決して本当の意味では使い物になどなりません。組織の掃除屋スイーパー……あの出で来き損そこないどもがいい例です。貴方ほどの才を、あの程度で終わらせるのはとても〝惜おしい〟」

　言っていることはよくわからないが、外道だということはよくアベルは理解した。

「実際に、貴方は私の思おも惑わく通り、超ちよう一流の魔術師として育ちつつある……だから、テストです、アベル」

　そして、パウロは異形と化したアリアを指差して言った。

　アリアは相変わらず、魔術法陣の中心で祈いのりを捧ささげるように佇たたずんでいる。

「今、彼女は、私の悪魔制せい御ぎよ式で完全に制御された状態なのですが……主となる契けい約やく者はまだ未設定なのです。アベル、私が貴方に教えた悪魔召喚術で、彼女と契約し、彼女を己が契約悪魔──下僕としなさい」

「──ッ!?」

「それができたならば、天の智慧研究会に入会することを許しましょう。貴方は私の片かた腕うでとして、崇すう高こうなる大導師様のために働くのです。されば、今の貴方には到底、理解できないでしょうが、いずれ貴方も大いなる天の智慧に至れることでしょう……さぁ」

「僕が姉さんと契約をだと……ッ!?　ふざけるな……ッ！　そもそも、悪魔召喚術などという邪悪な外法、僕は習った覚えは──……」

　途と端たん、ばちりとアベルの頭を走る稲いな妻ずまのような衝撃。

　その衝撃に、アベルが頭を押さえてよろめく。

　今、パウロが何かをしたらしい。その衝撃で、アベルの全ての記き憶おくが蘇よみがえる。

　頭が割れ砕くだけそうな頭痛を堪こらえ、アベルが荒あらい息を吐いて跪ひざまずく。

「ぁ──……」

　なぜ、今の今まで気付かなかったのか。

　脳のう裏りを走そう馬ま燈とうのように走る数々の映像──




　ああ、そうだった──……

　虚うつろな瞳ひとみが映すモノクロの世界の中で、霧きりのかかったような意識の中で。

　僕は聞くも悍おぞましい外法の知識を、邪じや法ほうの奥おう義ぎを、パウロに吹ふき込まれ続けてきた──




「……授業は思い出しましたかな？　アベル」

「～～～ッ!?」

　穏おだやかなパウロの問いかけに、アベルは奥歯が砕けんばかりに歯は嚙がみする。

　そうだ。アベルは自分でも気付かないうちに、通常の魔術の指南と合わせて、悪魔召喚術の指南もパウロから受け続けてきたのだ。

　ただ、それを今の今まで認にん識しきできなかった。記憶が封ふう印いんされていた。

　全て、パウロの掌てのひらの上で踊おどらされていた──それだけ。

「悪魔の受肉には、通常、人の魂が必要です。騒ぎを起こしたくなかったので実じつ践せんはまだ一度もさせたことはありませんが……今の貴方ならば、悪魔召喚術を自在に振ふるうことができるでしょう」

「う……ぁ……ぼ、僕は……ッ!?」

　頭を押さえながら後ずさるアベル。それを追い込むパウロ。

「さぁ、アベル。貴方なら、《葬そう姫き》アリシャールを支配し、己が下僕として操あやつれるはずです。さぁ、やりなさい……やるのです！　やらねば……死、あるのみですよ」

　途端、不意に、パウロの存在感が脹ふくれあがった。

　その全身から漲みなぎる邪悪な魔力が、どこまでも絶望的なまでに高まっていく──

　パウロはいつものように微笑んでいるだけなのに、その有様はまるで世にも悍ましい地獄の底に潜ひそむ怪かい物ぶつのようであった。

「ぁ……ぁあああああ……ッ!?　そん……な……ッ!?」

　その時、アベルは、はっきりと恐きよう怖ふと絶望に恐れ戦おののいていた。

　なんだ？　パウロとは一体、何者なのだろう？

　これが、この歪ゆがんだ力が、この悍ましい有様が、本当に人間だというのか？

　この、人外というより世界の埒らち外がいにある力……まるで人間をやめてしまったかのようだ。

　パウロの傍かたわらに侍はべる三体の悪魔も、アベルの背後のアリアも悪魔だ。相対する者を圧殺する凄すさまじい存在感と魔力を感じるが──そんなものパウロの前では稚ち児ご同然。

　格の差など、思考するのもおこがましい。

　天と地どころか、宇宙の果てくらいの差が存在する。

「おや？　どうかしましたか？　まさか、真の悪魔召しよう喚かん士しである私が、自分が使し役えきする悪魔達より弱いとでも思いましたか？」

　パウロは禍まが々まがしい力を漲らせながら、どこまでも穏やかに微笑んでいる。

　そんなパウロの前に、アベルの魂たましいは軋きしみを上げ、正気がガリガリと削けずられていく。

　ああ、屈くつしたい。膝ひざを折りたい。逆らわずに、全すべてを受け入れ、諦あきらめ、楽になりたい。

　だが、それでも……

「そんなこと……できない……ッ！」

　アベルは立ち上がった。憤怒が憎悪が、今の彼の全てであり、その魂を衝つき動かした。

「パウロ師父、貴方あなたは僕を裏切った！　僕達を裏切ったんだッ！　許せない……許せるものかッ！　殺してやる……ッ！　殺してやるぞ、パウロォオオオオオオーーッ！」

「素す晴ばらしい。だが、愚おろかです」

　アベルの世界を焼き焦がさんばかりの憎悪を、パウロはにこりと笑って受け流し……

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　アベルが地を蹴けってパウロへ向かって、突とつ進しんする。

「ふむ……残念です、仕方ありませんな」

　それに応じ、パウロが手を振る。

　すると、三体の悪あく魔まがそれに応じ、猛もう速度で突進してくるアベルへと襲いかかった。

「アベル。貴方には、我が下げ僕ぼく達の糧かてとなっていただきましょう──」

　その見上げるほどの巨きよ軀くに、豪ごう腕わんに、アベルが為なす術すべもなく押し潰つぶされる──

　──まさに、その瞬間だった。

　アベルの姿が霞かすむように動いた。

　それはまるで地を這はう稲妻。襲いかかる三体の悪魔達の隙すき間まを縫ぬうように疾しつ走そうする。

　同時に、アベルは悪魔達の身体からだに指で魔力文字を刻み、とある名前を調印する。

〝《律令下命・帰き還かんせよ異形の魔・在るべき場所へ》──《魅惑の王ベルベロスの名の下もとに》〟

　途端、三体の悪魔達の動きは止まり、その身体はマナの粒りゆう子しと砕けて、冗じよう談だんのように消しよう滅めつしていく──

「なんと！　上位悪魔の真名と命を以もつて、下位の悪魔を魔界へと送還しましたか！」

　パウロは驚きの声を上げていた。

「左様、彼らは、魅惑の王ベルベロスの、『嫉しつ妬と』『依い存そん』『独どく占せん』を司つかさどる三体の寵ちよう姫き……よくぞ真名を看破しました。褒ほめてさしあげましょう」

　パウロは送還された悪魔の残ざん滓しには目もくれず、突進してくるアベルを尊い者のように眺ながめた。

「私が教えた悪魔召喚術の知識を、こうも鮮あざやかに送還術に応用してしまうとは……確かにそういう技術はありますが、それは教えていません。それを教えられずにやってのけるとは、やはりアベル、貴方の才は素晴らしい」

「《雷らい槍そうよ》──ッ！」

　疾とく駆かけながら、アベルが一節詠えい唱しようで呪じゆ文もんを叫さけぶ。

　黒魔【ライトニング・ピアス】。左手からの一いつ閃せん、続く右手からのもう一閃。

　なんと二反響唱ダブル・キヤストで放ったのだ。十四歳の少年とは思えない超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうだ。

「ほうほう……」

　パウロは高速で鋭するどく飛来してくる一閃目の雷閃を身を捻ひねってかわし、その隙を狙ねらって撃うち込まれてくる二閃目の雷閃を、手の甲こうで弾はじいて凌しのぐ。

　その防御行動は、ほんの一いつ瞬しゆんの出来事。

　だが、その一瞬で、アベルはパウロとの間合いを盗ぬすんで、懐ふところに跳とび込み──

「《原初の力よ・我が爪そう牙がに宿れ・強き光こう輝きを灯ともせ》──ッ！」

　黒魔【ウェポン・エンチャント】を唱え、その右手に超密度の魔力を付呪エンチヤントし──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　突進の勢いも余すことなく乗せ、パウロの顔面に貫ぬき手てを放つ。

　威い力りよくも、速度も、機会も完かん璧ぺき。

　並の相手ならば、十度頭を吹き飛ばして余りある最高の一いち撃げき。

　だが──相手は魔人・パウロ。

　直に触ふれれば、指が吹き飛びかねないほどの魔力が漲るアベルの貫手を──

「ふむ、良き攻こう撃げきです」

　パウロは、そのまま、何の細工もなく直に握にぎって押さえて──

「ほれ」

　そのまま、アベルの身体をぐるんと振り回し、無造作に投げ飛ばす。

　アベルの身体は為す術なく水平に飛んでいき──石いし壁かべに背中から激突。

「ぐぁああああああああああああーーッ!?」

　石壁が派手に破は壊かいされ、アベルが昏こん倒とうする。あばらが何本か逝いった。

「……ですが、まだまだ」

　パウロは背中で手を組み、悠ゆう然ぜんとアベルへ歩み寄っていく。

「げほっ……ぐぅっ……ッ！」

　対するアベルは、全身が砕け散りそうな損傷と激痛を堪えながら、必死の形相で立ち上がり──

「《金色の雷らい獣じゆうよ・地を疾く駆けよ・天に舞まって踊れ》……ッ！」

　血ち反へ吐どを吐はくような思いと気き迫はく、必殺の念を込めて呪文を叫ぶ。

　刹せつ那な、アベルの足下に展開される稲妻の五ご芒ぼう星せい法ほう陣じん。

　周囲に展開される無数の雷球、その一帯を、荒あれ狂くるう雷の嵐あらしが埋うめ尽つくし、歩み寄ってくるパウロを容よう赦しやなく吞のみ込んでいく。

　なんと、黒魔【プラズマ・フィールド】──Ｂ級軍用魔術が起動したのだ。

　この若さで、Ｂ級の軍用魔術の行使など、誰だれもが滂ぼう沱だして彼の才を讃たたえることだろう。

　しかし──相手は魔人・パウロ。

「ほっほっほ……やはり格上相手に面制圧は基本ですな。我が教えに忠実でよろしい」

　一体、何をすれば、どんな修練を積めばそんなことができるのか。

　パウロは呪文も唱えず、自分の身体の表面に薄うすく展開した魔力で、その破滅的な破壊の威力を全て受け流し、やはり悠然と歩いてくる。

　一度放てば、一軍すら壊滅させる大呪文が、まるで足止めにもならない。

　老人の姿をした絶望は、ただ悠然とにこやかに微笑ほほえみアベルへと歩み寄ってくる──

「ぁ、ぁああああああああああああああああーーッ！」

　だが、アベルは絶望に屈するわけにはいかない。

　咆ほう哮こうで己おのれを鼓こ舞ぶし、アベルはパウロへ左手を向けて、次なる呪文を叫ぶ。

「《雷光の戦神よ・其その猛たけき怒いかりを振るい・遍あまねく全てを滅ほろぼせ》──ッ！」

　自分が知りうる限りの奥義を尽くして、アベルは絶望へと立ち向かうのであった。




　まるで、地じ獄ごくのような魔術戦が展開された。

　滾たぎる炎ほのおが燃え盛さかり、荒あらぶる稲いな妻ずまが咆哮する、絶対零れい度どの凍気が蹂じゆう躙りんする。

　アベルが魔力の限りに呪文を叫ぶ、叫ぶ、叫び続ける。

　だが、パウロはろくに呪文すら唱えず、それを簡単な魔力操作で、全て受け流してしまう。指先一つで、アベルの術式を分解してしまう。

　あまりにも歴然とした格の差。あまりにも懸けん絶ぜつした実力の差。

　普ふ段だんならば、そこに畏い怖ふと尊敬が通うのだが、今は憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬしかない。

　だが、己おのが全てを燃やして、燃やし尽くして──それでもなお届かない、遠過ぎる。

「くそぉ！　姉さんを返せ……姉さんを元に戻もどせッ！　パウロォオオオオオオーーッ！」

　魔術で敵かなわぬなら、近接格かく闘とう戦を。

　アベルは、魔術で自身の身体能力を肉体崩ほう壊かい寸前まで強化し、拳こぶしを、手刀を、蹴りを、パウロへとやけくそに叩たたき込む。

　息吐つく暇ひまも与あたえぬ、壮そう絶ぜつなラッシュ攻撃だ。

「やれやれ、おかしなことを」

　だが、パウロはそれらアベルの攻撃を、恐おそろしく洗練された格闘技術で、難なくいなし続け──

「貴方もわかっているはずです。はたして、羽う化かした蝶ちようが蛹さなぎへと戻ることがありますでしょうか？　分ぶん霊れい覚かく醒せいとはつまり、そういうこと」

　ゆったりと円を描えがくような挙動で、アベルの攻撃を涼すずしげに受け流し続け──

「諦めなさい。貴方の姉は、二度と元には戻らないのです」

　そう諭さとすように、パウロが言うと同時に。

　だんっ！　と地面が震ふるえるような震しん脚きやく。

　どんっ！　とアベルの胸部の中心に叩き込まれる、深く腰こしの入った掌しよう打だ。

「が──ッ!?」

　今のアベルの身体は、白魔【ボディ・アップ】で、その頑がん健けんさを増ぞう幅ふくしている。

　だが、それでもパウロの一撃は、アベルの全ての肋ろつ骨こつをばらばらに粉ふん砕さいし、アベルを大きく吹ふき飛ばすのであった。

　血反吐を吐きながら、アベルはごろごろと為す術なく転がっていく。

　ようやっと、その身体が止まったその場所は、アリアだったものの傍らであった。

「ごはっ……ごふっ……ね、姉……さん……ッ！」

　瀕ひん死しのアベルが呼ぶが、当然、異形化したアリアには反応がない。

　相変わらず、祈いのりを捧ささげるように手を組み、何かの命令を待つように、静かに佇たたずみ続けるだけだ。

「……く、そぉ……」

　もう、駄だ目めだった。

　無様に地に伏ふすアベルには、最も早はや、指一本動かす力すら残されていなかった。

　対するパウロは、本気の欠片かけらすら出していない。

　なにせ、悪魔召喚士が、アベルとの戦いの中で、新たな悪魔をついぞ一いつ匹ぴきたりとも召喚しなかったのだから。

「……終わりですか」

　力なく倒たおれ伏すアベルに、パウロが靴くつ音おとを鳴らして、ゆっくりと歩み寄ってくる。

「やれやれ。こんなことになってしまい、非常に残念です。アベル、貴方あなたには随ずい分ぶんと期待をしていたのですが……私の見込み違ちがいでしたかな？」

　もう、反論する気力も起きなかった。

　終わりだ。自分はこのまま、何もかもをこの男に奪うばわれ、振ふり回され、利用され続けた、つまらない人生を終えるのだ。

「……ごめん……ごめんね……アリア姉さん……ユイ……皆みんな……」

　何も答えない姉に向かって、そんな姉の中に取り込まれた子供達に向かって、アベルが謝罪する。だが、当然、あるのは沈ちん黙もく。何も答えは返ってこない。

（……守るって言ったのに。二度とあんな悲しい目に遭あわせないって誓ちかったのに……）

　こんなことになってしまって、本当にごめん。

　悲しませてしまって、本当にごめん。

　僕が、弱かったから。

　アベルは、己の無力さを悔くいながら、この結末の全すべてを受け入れて。

　目を閉じ、意識を手放そうとした……

　…………。

　……だが、その時だった。

　かつん。

　傍かたわらで気配が動き、靴音がした。

　それでぎりぎり意識を繫つないだアベルが、重たい瞼まぶたを薄うつすら開ける。

　傍らを、やっとの思いで見上げれば……

「なっ……ッ!?」

　アリアが──立ち上がっていた。

　アベルを背後に守るように、異形と化したアリアが立ち上がっていたのだ。

「ね、姉さん……？」

「…………」

　だが、アリアは何も答えない。目は虚うつろ。意思の光なき人形そのもの。

　ただ、パウロからアベルを守るように、両手を広げて立ちはだかるだけだ。

「おや？　これはどういうことでしょうか？」

　すると、そこで初めてパウロが穏おだやかな表情を微かすかに崩くずし、首を傾かしげた。

「最早、《葬そう姫き》アリシャール……貴女あなたには転生元の人格など欠片も残っていないはず……そもそも、今の未み契けい約やくの貴女が、己の意思で動けるはずがないというのに」

「…………」

　やはり、アリアは無言。

　ただ、アベルだけは守るという絶対の意思だけが、ひしひしとその全身から感じられる。

「やれやれ、こんなことは長年、悪あく魔ま召しよう喚かん士しをやっていて初めての経験です。そういった意味でも貴女に近付いた甲か斐いはありました。さて、興味深い現象なのですが、貴女をこのままにしておくわけにもいきませんな。早さつ速そく、契約の儀ぎを進め、貴女を正式に私の下げ僕ぼくにして差し上げましょう……」

　そうして。

　パウロが、立ちはだかるアリアに左手を向け、何らかの呪じゆ文もんを唱え始める。

　その左手の先に禍まが々まがしい魔術法陣が描かれ浮うかび上がり、ドス黒い魔力が駆く動どうし始めた……その瞬間。

　どんっ！　大気が割れた。

「な──ッ!?」

　アリアが、動いたのだ。

　空気の壁をぶち抜いて、瞬間移動のように、パウロへ猛もう突とつ進しんしたのだ。

　その両手には、紅あかと蒼あおの双そう魔ま槍そう。

　全身に火山噴ふん火かのような爆ばく発はつ的な赤い魔力を漲みなぎらせ、天使虐ぎやく殺さつ神話通りの凄せい絶ぜつな姿で、正面からパウロへ襲おそいかかったのだ。

　黒の片かた翼よくが巻き起こす壮絶な衝しよう撃げき波は。一直線に割れて吹き飛ぶ、床ゆか。

　アリアが鋭するどくＸの字に振るった双魔槍──一振りで天使軍団を壊かい滅めつさせ、二振りで巨神兵を倒とう壊かいさせし破壊の魔槍が、パウロを斬ざん滅めつせんと容赦なく襲った。

　それでも──相手は魔人・パウロ。

「なんと」

　自分に向かって振るわれた二本の魔槍を、パウロは両手で受け握にぎって押さえ込む。

　アリアとパウロが、二本の魔槍を挟はさんで至近距きよ離りでにらみ合う形となる──

「ね、姉さん……ッ!?」

　思わずアベルが叫さけぶ。

　だが、アリアは何も答えない。

　ただ、背中でそのアベルに対する意思を語るだけであった。

　アリアから立ち上る魔力と、パウロから立ち上る魔力とが真っ向からぶつかり合い、盛せい大だいな雷かみなりと嵐がその周囲に爆はぜ散り、巻き起こる。

「ほっほっほ……さすがは《葬姫》アリシャール……生まれたてとはいえ、なかなかのものですな。が、もう少し強いかと期待していたのですが……まぁ贅ぜい沢たくは言いますまい」

　そんな地獄の空間の中、それでもパウロの余よ裕ゆうは崩れない。

　パウロから立ち上る魔力はどんどんと強まっていき、今や、アリアの魔力をも吞のみ込んでしまわんばかりの勢いであった。

　一体、どうすれば、あの男の余裕を崩せるのか、最早、皆かい目もく見当もつかない。

　事の成り行きを、ただ呆ぼう然ぜんと見守るしかないアベルの前で。

　その状じよう況きようは──流れていく。

　最悪の方向へ。

　アベルの霊的な視覚が捉とらえたのだ。

　アリアの魔力の異常な動きを、高まりを。

　あの異形のアリアがこれから何をするつもりなのか──理解してしまったのだ。

　それ、即すなわち──

「おや？　魂たましいごと自爆して、私を倒すつもりなのですか？　麗うるわしの《葬姫》よ」

　物惜おしげなパウロの呟つぶやきが、アベルの胸中を代弁した。

「さすがの私も、それを止めることは難しい……せっかく、貴女を転生降臨させたというのに、これでは台無しですなぁ。それにしても、その身を犠ぎ牲せいにして、誰だれかを救おうとするなんて……御おん身みは、いつから悪魔から天使へとなられたのです？」

　この状況に及およんでも、パウロは余裕綽しやく々しやくで……

「駄目だ、姉さぁあああああああああああああああああんッ！」

　アベルは喉のどが割れんばかりに叫んでいた。

「止やめてくれ！　死んじゃ駄目だ！　そ、それだけは──」

　だが、アベルの言葉は、アリアには届かない。

　いや、もし届いていたとしても──恐おそらく、結果は変わらなかっただろう。

　アリアの魔力が、霊圧が高まっていく。

　何かの臨界点に向かって、致ち命めい的てきに、際限なく高まっていく。

　高まっていく。

　──高まっていく。

「はて、これは困りましたね……さすがの私も無傷ではいられますまい。さて、どうしたものか……？　ううむ……」

「ね、姉さ……ん……」

　──そして。

　いよいよ、アリアの魔力が臨界点に達する──まさにその時だった。

　それは……いかなる奇き跡せきか、神の御み業わざか。あるいは必然だったのか。

　今まで人間らしい反応を何一つ見せなかったアリアが、不意にくるりとアベルを振り向いて。ほんの微かに微笑ほほえんで。

　それはアベルの幻げん聴ちようだったかもしれないが──呟いたのだ。

「……愛してるわ、アベル」

「──ッ!?　姉さ──」

「さようなら」

　その次の瞬しゆん間かん。

　世界が──弾はじけた。

　音が消え、アリアを中心に壮そう絶ぜつなエネルギーが周囲へ膨ぼう大だいに拡散し──

　全てを白に。

　真っ白に、漂ひよう白はくしていく──

　怒いかりも、悲しみも、絶望も、何もかも──




　…………。




「ぅ……」

　……ふと気付けば、瞼に感じる朝日の光。

　目を開けば、アベルは夥おびただしい量の瓦が礫れきが積もる巨きよ大だいなクレーターの底に倒れていた。

「……生き……てる……？」

　全身は見るも無む惨ざんにボロボロ、身体からだがばらばらに砕くだけそうな激痛に苛さいなまれているが……アベルは五体満足で生きている。

　あの爆発に巻き込まれて生きているのは奇跡か。あるいは──……

「…………」

　アベルは歯を食いしばって身を起こし……よろよろと立ち上がる。

　周囲を見み渡わたせば……何もない。破滅的な光景だ。

　アリアの姿も、パウロの姿もない。

　パウロはきっとどこかで生きているだろう。そんな確信がある。

　だが……アリアはどうだろうか？

　恐らく、もう消滅してしまったのだろう。……そんな確信がある。

　教会だったものは、教会の気配を感じさせてくれるものはなにもない。第二の故郷だった教会は敷しき地ちごと、まるまる吹ふき飛んでしまったのだ。

　まぁ、わかってはいたが。

「……………………」

　しばらく、アベルは呆然と立ち尽つくしたまま、あまりにも変わり果ててしまった、その場所を眺ながめ続けた。

　かつてここにあった、最愛の姉アリアの笑え顔がおを偲しのぶ。

　ユイ、リタ、ルーチェ、アイリーン、ルル、クライブ、ディーン、マックス、ロイ……かつてここにあった、可愛かわいい妹達、弟達の笑顔を偲ぶ。

　仮かり初そめではあったが、平和で幸せだった日々を物思う。

　今は、もう何もない。何もなくなってしまった──

　空っぽに死んだ心のまま、アベルはゆっくりと視線を落とす。ゆっくりと。

　すると。

　半ば瓦礫に埋うもれていた、一冊の焦こげた本が、アベルの目に入った。

「…………」

　何かに憑つかれたように、アベルはその本を瓦礫から取り出し、手に取った。

　表題は──『偽いつわりの英えい雄ゆう・アルベルト＝フレイザー伝記』。

　大切な家族を奪うばわれ、その仇かたきを追うことに半生を費ついやし、そして、誰からも理解されることなく歴史の闇やみに葬ほうむり去られてしまった悲劇の英雄。

「…………」

　その時だった。

　アベルの胸の内に、徐じよ々じよに燃え上がるものがあった。

　自分にはもう何も残っていないと思っていた。

　自分はとっくに死んでしまい、燃え尽きた抜ぬけ殻がらのような存在だと思っていた。

　だけど──そんな空っぽの心の奥底に、まだ最後に残っていたものがあったのだ。

　それは、憤ふん怒ぬ。そして、憎ぞう悪お。

　そうだ。

　ここで終われない。終わることはできない。終わってなるものか。

　許せない。許せないのだ。

　自分から全すべてを奪っていったあの外げ道どう。パウエル＝フューネ。

　そして、天の智ち慧え研究会。

　あんな邪じや悪あくが、外道が、鬼き畜ちくが、未いまだこの同じ空の下でのうのうと生きているなんて……この世界を我が物顔で闊かつ歩ぽしているなんて。虫むし酸ずが走る。そんなことを許容できるものか。できるわけがない。できてたまるか。それを思うだけで吐はき気がする。

　許せない。許さない。許してなるものか。

　激しく焦しよう熱ねつする怒り、嵐あらしのように渦うず巻まく憎悪。それらが、空っぽの木で偶く人形と化したアベルに、再び生きる理由と立ち上がる力を与あたえた。

　奥底から衝つき上がるマグマのような感情の暴発に任せ、アベルは吠ほえた。

「うぁあああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　熱湯のように熱い涙なみだをとめどなく流しながら、アベルは感情を吐き出し続けた。

「ぁああああああぁぁぁああああああああああああああああ──ッ！」

　アルベルト＝フレイザーの本を強く握りしめながら──アベルは吠えた。

「ああ、そうか……ッ！　偽りの英雄アルベルト＝フレイザーッ！　君の気持ちが、少しだけわかった……ッ！　君もか!?　君もそうだったのかッ!?　こんなどうしようもない感情に衝き動かされて……だから、全てを捨てて戦っていたのかッ!?　畜ちく生しようッ！　畜生ぉッ！　畜生ぉおおおおおおおおおーーッ！　うぉおおおおぁああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　アベルの目め尻じりから流れる涙に、血が混じり始める。

　顔面を覆おおう指の隙すき間まから覗のぞくその双そう眸ぼうは……最も早はや、今までの優やさしげなアベル少年とは別人のように鋭するどくなっていた。

　まるで──獲え物ものを狙ねらう鷹たかのごとき鋭き双眸に。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　ああ、いいさ……僕も君の後を……報むくわれない道のりを追うよ、アルベルト＝フレイザー……ッ！　他人からの理解？　復ふく讐しゆうは何も生まない？　……そんなこと、知ったことかッ！　終われない……ッ！　このままじゃ、終われないんだぁ……ッ！　人を人とも思わぬ外道共に、死の報いを……ッ！」

　そして、破は滅めつ的な決意を秘ひめた目で宣言する。

「だけど、僕が僕のままじゃダメだ……ッ！　こんな甘い僕じゃ……ッ！　九を救うために一すら切れなかった僕じゃ、パウロを相手に何もできない……ッ！　だから、〝演じなければ〟……ッ！　こんな甘ったれで弱い〝僕〟を捨て、もっと強い自分にならなければ……ッ！　別人になりきらなければ……ッ！」

　アベルは首に下がる銀十字を摑つかみ、鎖くさりを引き千切って固く握にぎりしめる。

　そして、ふらふらと……それでも揺ゆるぎない意志が漲みなぎる足取りで、ゆっくりとクレーターの側面を上り始めた。

「待っていろッ！　パウロ……ッ！　そして、天の智慧研究会……ッ！　いつか必ず、〝俺〟が、貴様等らを滅ほろぼす……ッ！　地じ獄ごくでこの名を顧かえりみろ……ッ！

〝俺〟の名は──……」

[image: ]




　……。

　…………。




「どうした？　アルベルト」

　そんな言葉を切っ掛かけに、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん特務分室、執しつ行こう官かんナンバー17《星》のアルベルト＝フレイザーは、遥はるか過去を彷徨さまよっていた意識を、現代に帰き還かんさせた。

　隣となりをちらりと一いち瞥べつすれば、いつもは魔術講師服姿のグレン＝レーダスが、今は自分と同じく魔導士礼服に身を包み、朽くち果てかけた石の建物の壁かべに共に肩かたを並べて背を預け、力なく座り込んで、夜の星空を見上げている。

　グレンもアルベルトも見るも無惨にボロボロだ。全身にくまなく刻まれた鈍にぶく熱持つ痛みが、先さき程ほどまでの二人の激げき闘とうの残ざん滓しだ。

　不毛な山間に、朽ちかけの建物が延々と広がるここは──古代都市遺い跡せきマレス。

　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツの撲ぼく滅めつ作戦と、リィエルのエーテル乖かい離り症しように端たんを発した今回の騒そう動どう──アルベルトとグレンの互たがいの信念と意地をかけた戦いは先刻、ようやく決着がついた。

　平時ならば絶対にあり得ない展開──グレンの勝利、アルベルトの敗北をもって。

「へっ……なんだ？　俺に負けたのがそんなに悔くやしいか？」

　グレンが皮肉げに頰ほおの端を吊つり上げながら、投げやりに言い捨てる。

「いや……昔を思い出していた」

　そんなグレンへ、アルベルトがぼそりと返す。

「やはり……俺は弱い。覚かく悟ごが甘かった。信念が足りなかった。つまり……あの頃ころから何も成長していない、何も変わっていないという事だ」

　アルベルトは、首元につけている銀十字を握りしめながら、呟つぶやいた。

　この銀十字の感かん触しよくはあの頃からまるで変わっていない。まるで今の自分のように。

　ああ、そうだ。自分を捨てなければ、人の名前を借りなければ、他者を演じなければ、非情になりきれなかった〝俺〟に何ができる？

　アルベルトが自じ嘲ちよう気味に、息を吐いていると。

「ああ、そうかい。そうかもな」

　アルベルトの独白に、グレンは特に深入りすることもなく返す。

「はっ……人間がそう簡単に変わるか、タコ。何をナーバスになってんのか知らんが、お前はお前だ……それの何が悪い？」

「…………」

「背せ伸のびしてどうする？　身の丈たけで足あ搔がくしかねえんだよ、俺達は」

　そんなグレンの遠えん慮りよ無い言葉を、アルベルトはしばらくの間、嚙かみしめるように反はん芻すうして……やがて、ほんの微かすかに口元を歪ゆがめ、微笑ほほえむのであった。

「……そうだな。その通りだ」

　すると、しばらくの間、アルベルトとグレンの間を沈ちん黙もくが支配する。

　だが、それは気まずい沈黙ではない。

　どこか互いに心落ち着く、奇き妙みような沈黙だった。

　やがて──

「グレン」

　アルベルトが目を閉じながら、静かに沈黙を破る。

「あんだよ？」

「俺は……絶対に妥だ協きようしない」

「…………」

　アルベルトの改めて決意の籠こもった言葉に、グレンが押し黙だまる。

「俺は……お前のようにはなれない。九を救うために一を切る。これは……これからも変わらない。俺には、果たさねばならない事がある……たとえ地獄に落ちたとしても」

「…………」

「もし、それが気に食わないと言うなら……」

　忘れ去られた、かの偽りの英雄のように、友に背中から撃うたれて。

　孤こ独どくな屍しかばねを荒こう野やにさらす──

　もう戻もどれない、外道に堕おちた自分には、そんな末路がやはり相応ふさわしいのかもしれない。

　アルベルトがそんな事をぼんやりと考えていると。

「ああ、そん時は俺を呼べ」

　グレンの意外な言葉に、アルベルトが目を開いた。

「けっ。俺とお前の二人なら、そんな最悪な状じよう況きようも、ちったぁマシになるだろうよ」

　グレンはアルベルトを見もせず明後日あさつての方向を向きながら、投げやりに言い捨てて、面めん倒どう臭くさそうに舌打ちするのであった。

〝一人で背負うな〟……言外にあるそんなグレンのメッセージ。

　それを受け取ったアルベルトは、再びしばらくの間、沈黙を保ち……

　そして……

「ふっ……やはり、お前には敵かなわん」

　いつもより、ほんの少しだけ険の取れた表情で、そんな事を呟くのであった。

　そして、そのまま、ゆっくりと。

　穏おだやかな沈黙は、リィエルを救い出したイヴ達がやってくるまで続くのであった。




　──こうして、グレンとアルベルトの戦いは、幕を下ろした。

　グレンがアルベルトに対し、その生しよう涯がいでただ一度だけ挙げた勝利となる、この日、この時の戦い。

　きっと、誰だれも知らないだろう。

　そして、気付くこともないのだろう。

　今こ宵よい、この一戦こそが──大いなる歴史と運命の岐き路ろであったことを。

　当事者のグレンも、アルベルトすらも。

　誰も気付くことは、なかったのであった──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、短編集『ロクでなし魔ま術じゆつ講師と追想日誌メモリーレコード』第四巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そして本編『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方のおかげです！　どうもありがとうございます！




　なんと、今回で短編集も四巻目。うぉおお、続くなぁ！　僕ぼく、頑がん張ばった！

　最近、本編ではわりとシリアスな展開が多いので、短編は貴重なグレン達の日常シーンを惜おしみなく描えがける媒ばい体たいとして、非常に助かっています。

　本編でちらっと出てきた脇わき役やくの掘ほり下げもできますし、ロクでなしという世界をより広げていくことができる短編は最も早はや、ロクでなしに欠かせないものになってきているかと。

　是ぜ非ひとも、ロクでなしを気に入ってくれた読者様には、本編と合わせて短編も読んで頂きたいものです。

　さて、いつも通り、今回収録されている話へのコメントを──





〇とある少女の素行調査プライバシー



　リィエルメインの話です。

　編集「ぶっちゃけ、リィエルって普ふ段だん、どこに住んでるの？　どう生活してんの？」

　羊「考えてなかったぁああああああああああああーーッ!?」

　という流れから生まれた話で、それを補足するために作られた話です。

　だから、短編は助かるんですよね！　本編でドカンと開いた設定の穴を、こうして後から埋うめ埋めすることができるので！

　僕は、その場のノリというか、わりと見切り発車で話を書くことも多いので……

　え？　ちゃんと設定周りを考えてから書け？　デスヨネー。





〇嵐あらしの幼天使



　セリカメインの話です。

　セリカって、ロクでなし本編では大人キャラを気取ってますが、ぶっちゃけその本質って悪ガキですよね？　みたいな発想があって、じゃあ、実際にセリカを子供にしたらどうなんの？　ってところから生まれた話です。

　うん、想像以上に悪ガキでした（笑）。能力のある子供って本当に性た質ちが悪いね！

　しかし、セリカって作者的に便利なんですよねぇ、短編だとオチ要員として最適。だってセリカだしで片付いてしまいますから！


　本編では、なぜか毎回、ハンデ負って実力発揮できませんけど！







〇病弱女神セシリアさん



　追想日誌メモリーレコード２巻ではモブキャラだったセシリア先生が、本格的にネームドキャラにパワーアップする切っ掛かけとなった話です。

　セシリア先生、初期イメージとしては、医者の不養生とか、身を尽つくして他人を救うがゆえに、自身は蔑ないがしろになる……とか、そんな自己犠ぎ牲せい的な儚はかなげキャラになる予定だったんですが──どうしてこうなった？





〇狂王の試練



　システィーナ、ルミア、リィエルら三人娘むすめや、二組の愉ゆ快かいな仲間達たちが中心になるはずだったんですが、全部あいつが持っていきました。

　あの毒劇物キャラを出すと、話が侵しん食しよくされてしまいます、誰だれか助けて！





〇偽いつわりの英えい雄ゆう



　前々から温めていた話、ついに解禁です。

　今、このタイミングでこそ、この物語を読者様達にお出しするに相応ふさわしい……編集と相談して、今回、追想日誌メモリーレコード四巻に収録する運びとなりました。

　この話は、ここで何を語っても、重大なネタバレになってしまいます。

　最初の二、三ページを読むと、きっと読者様達は「なんじゃこりゃ？　何の話？」と思うかもしれませんが、どうか最後まで読んでやってください。




　今回はこんなものでしょうか？

　これからも一いつ生しよう懸けん命めい、読者様達が楽しめる話を書いていこうと思うので、どうか『ロクでなし』をよろしくお願いします！


羊太郎
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